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送信者：じいちゃん

件　名：やっほ～♪　はる君が大好きなおじいちゃんだよ♡

本　文：久しぶりだねはる君。早いもので、はる君はもう高校生になるんだね。




第一希望の高校に合格したって聞いたよ。さっすがぼくの孫！

入学式の写真見たけど真新しい学ランも似合っていたよ。さっすがぼくの孫！

でも、あの前まえ髪がみだけはいただけないな。前々から言ってるけど、ぼくに似ていけてるんだから隠かくしちゃうなんてもったいないよ！

ところで話は変わるけど、おじいちゃんは近々旅立つことにしました！　というか、このメールが届く頃ころには、ぼくは骨になっているんだろうね。

今の携けい帯たいはすごいね。時間指定してメールを送ることができるんだから！

遺ゆい言ごん書しよに葬そう儀ぎは家でしてほしいと書いておいたから、はる君は今、ぼくの家にいるのかな？　はる君が最後にうちに来たのは小学生の時だったね。間取りは変わっていないので迷子にはならないと思うけど、気をつけてね。

旅立つ前にしては元気すぎるって思っているんじゃないかな？　そうだね。ぼくはとても元気だよ。でも体は、なまものだからね。仕方ないよ。人間だもの。

そうそう、ちょっと気が早いんだけど次は女の子もいいなと思っているんだ。スカートとかワンピースを着たいね。ハイヒールにも挑ちよう戦せんしたい！

まるで遠足前夜の子供のようにぼくの胸は期待でドキドキしているよ。やり残したことは山とあるからね。新しい体でそれを少しずつ消化していくつもりだ。

ここ数年はる君と会えないのは寂さびしかったけど仕方がないね。でも、こうしてメールのやりとりができて本当に嬉うれしかったよ♪　文明の利器ばんざいだね！

それから、二階のぼくの部屋に、はる君への入学祝いがあるから持って帰ってね。




最後に、ちょっと真面目に──あとは任せたよ、安あ倍べ春はる明あき殿どの。
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　ここ二日間の涙なみだを返せ！　と心の中で叫さけんでから、春はる明あきは携けい帯たい電話を握にぎりしめたまま壁かべに背を預け、そのままずるずるとしゃがみ込こんだ。強こわ張ばっていた身体からだから力が抜ぬけていく……──

　あまりにもいつもどおりな祖父からのメールに、鬱うつ々うつとしていた自分がとても馬ば鹿からしく思えた。同時に最さい期ごの最さい期ごまでらしさを失わなかった祖父に尊敬の念を抱いだく。

「じいちゃんは、やっぱりすごいな……」

　若々しく新しいものや珍めずらしいものが大好きで、子供のように無む邪じや気きに笑い真まっ直すぐ怒おこる人だった。それでいて年相応の思し慮りよ深ぶかさや落ち着きも兼かね備そなえているのだから始末に負えない。事実、周囲の大人たちはいつも祖父に振ふり回まわされていた。

　懐なつかしい日々を思い出し数日ぶりに微笑ほほえむ。──と、なんの前まえ触ぶれもなく両目からボロボロと涙なみだがこぼれ落ちた。真新しい生き地じの匂においがする学ランの袖そでで顔を拭ぬぐっていると足に何が触ふれた。鼻をすすりながら目を向けると黒い豆まめ柴しばがズボンの裾すそにじゃれついていた。

　頭を撫なでてやると豆まめ柴しばは満足そうに目を閉じた。

「お前、どこから入ってきたんだ？」

　祖父の家では何も飼っていないはずだ。

　豆まめ柴しばはぱちっと目を見開くと春はる明あきの手から離はなれ、すまし顔でそっぽを向いた。

「黙もく秘ひ、か……」

　そうだ、と言う代わりなのか豆まめ柴しばは尻尾しつぽを揺ゆらした。──と、少し離はなれた場所から笑しよう声せいが聞こえてきた。馬ば鹿か笑わらいではない。どちらかというと忍しのび笑わらいに少しだけ声を乗せてしまった──そんな笑しよう声せいだった。

　胸中に生じた痛いた痒がゆく、もやもやとした感情を振ふり払はらうように春はる明あきは立ち上がった。

　メールにあったように今日は祖父の葬そう儀ぎだった。祖父の希望どおり葬そう儀ぎは祖父の家で執とり行おこなわれ、今は精しよう進じん落おとしの真っ最中だ。豪ごう勢せいな食事が用意されたが祖父の葬そう儀ぎだから食べられるのだと思うと一気に味気なくなった。加えて、人見知りの激しい春はる明あきにとって顔と名前の一いつ致ちしない親しん戚せきに、あれこれ私生活を探さぐられるのは苦痛でしかなかった。

　早く終わればいいのに──そう思いながら箸はしと口を動かしていると携けい帯たい電話が鳴った。これ幸いと席を立ち、一人廊ろう下かで開いたメールは、亡なき祖父からのものだった──というわけだ。

　じっと虚こ空くうを見み据すえているとズボンの裾すそを引っ張られた。はっとして視線を落とすと、豆まめ柴しばがズボンの裾すそを銜くわえていた。首根っこを摑つかむと豆まめ柴しばはあっさりとズボンの裾すそから口を離はなし、春はる明あきの腕うでに収まった。顔を近づけると頰ほおを舐なめられた。

「お前……もしかして、慰なぐさめようとしてるのか？」

　今度はぐりぐりと頭を頰ほおに押おしつけてきた。小さく笑い春はる明あきは豆まめ柴しばを床ゆかに戻もどした。

「ありがとう──ところで、これから二階にあるじいちゃんの部屋に行くんだけど、お前も来るか？」

　豆まめ柴しばは尻尾しつぽを振ふりながら、さっさと歩き出した。しかし、いかんせん足が短いので進みは遅おそい。春はる明あきの顔に微び苦く笑しようが滲にじむ。──と、角の向こうから喪も服ふくを着た中年の女性が現れた。手には瓶びんビールを載のせた盆ぼんを持っている。春はる明あきはさっと笑えみを消し顔を逸そらした。

「あら、君は確か……そうそう、春はる明あき君よね？」

　女性はにこにこと笑え顔がおを浮うかべながら近づいてきた。春はる明あきは蚊かの鳴くような声で「は、はい」と応えた。引き返してきた豆まめ柴しばが春はる明あきの後ろに隠かくれる。

「大きくなったわね。もう高校生だものね。あっおばさんのこと覚えてる？」

　春はる明あきが「す、すみません」と言ってうつむくと、女性は「ちっちゃい時に何度か会っただけだから覚えてなくて当然よ」と言ってから、「私の夫が春はる明あき君のお父さんの従い兄と弟こなのよ」とご丁てい寧ねいに教えてくれた。

「ところで、さっき話し声が聞こえたんだけど──春はる明あき君、誰だれかと電話でもしてた？」

　女性の声と表情にわずかだが険が混じる。

　春はる明あきは「えっと……」と言いい淀よどみながらチラチラと豆まめ柴しばの方を見た。

「どうしたの？　……そこに、何かあるの？」

　女性が怪け訝げんな表情で春はる明あきの背後に視線を向ける。春はる明あきはとっさに握にぎりしめていた携けい帯たい電話を見せつけるようにポケットにしまい、「と、友達と、少し……」と応えた。

「そうなの？　ならいいんだけど……ほら、このお家うち、ちょっと変でしょ？　誰だれもいないのに声が聞こえたり、急にものが動いたり……おじいさんはいい人だったけど」

　取ってつけたような世辞と作り笑え顔がおに応えたのは、春はる明あきではなく豆まめ柴しばだった。春はる明あきの後ろから躍おどり出でると、ちょこまかと足を動かし女性の足もとすれすれを通とおり抜ぬけていく。──その身体からは、黒い靄もやのようなものがゆらゆらと立ち上っていた。

　女性が「きゃっ！」と声を上げる。

「な、何!?　今、足に……虫？　まさかネズミ!?　何、なんなの!?　何がいるの!?」

　喚わめきながら足をバタバタさせる女性に春はる明あきは「お、落ち着いてください」と言いながら、ガチャガチャ揺ゆれる瓶びんビールを押おさえた。豆まめ柴しばはすまし顔で角を曲がっていく。春はる明あきは「し、失礼します」と言って女性の横を足早に通とおり抜ぬけた。

　角を曲がる直前、女性が、「これだからこの家は嫌いやなのよ」とぼやくのが聞こえた。




　意い気き揚よう々ようと廊ろう下かを進んでいく豆まめ柴しばの後ろ姿を見下ろしながら、春はる明あきは周囲に視線を向けた。

「それにしても……この家は、相変わらず無む駄だに広いな」

　四月半ばの六時過ぎ──窓の外はすでに暗く、昼間、多くの人々が忙せわしなく行ゆき交かっていた廊ろう下かは、薄うすぼんやりとした明かりの下、春とは思えないほど冷え冷えとしている。

　祖父の家は築百五十年は経たとうかという二階建ての日本家屋で、屋や敷しきと称しようしても差さし障さわりないほど広く、廊ろう下かは悪意を感じるほど入り組んでいる。そのため慣れた客でも案内は欠かせない。屋や敷しきに負けず劣おとらず広い庭には、人工の川と池があり、祖父は生前、メールで──春夏は草むしりだけで数日かかるんだよ。マジ勘かん弁べん。──と愚ぐ痴ちっていた。

　そして、その庭を一望できる二階の角部屋が祖父の私室だった。祖父はその部屋で幼い春はる明あきに様々な妖よう怪かい譚たんを語ってくれた。四人の部下を従え、鬼おにや凶きよう悪あくな妖よう怪かいに挑いどんだ武人の話、鬼き女じよと武人の一ひと筋すじ縄なわではいかない恋こいの話、人が憎にくしみと悲しみから妖よう怪かいになった話──等々。その語り口はどれも真に迫せまっていた。

　幼い春はる明あきが特に好きだったのは、自分と同じ名字の陰おん陽みよう師じが活かつ躍やくする話だった。彼かれらは不思議な術を使って怪かい異いを鎮しずめることもあれば、人々を驚おどろかしたりからかったりすることもあった。その人を食った態度が祖父と重なり幼い春はる明あきは彼かれらに憧あこがれと親近感を抱いだいていた。

「一人は確か安あ倍べの晴せい明めいで、もう一人は安あ倍べ……やす……なんだっけ？　確か妖よう狐ことか石が出てくる話で……」

　カリカリと何かを引ひっ搔かくような音が春はる明あきの思考を邪じや魔まする。

　見ると、豆まめ柴しばが前足で階段を引ひっ搔かいていた。──足が短すぎて上れないのだ。

　春はる明あきは豆まめ柴しばを腕うでに抱だき階段を上がった。二階廊ろう下かは闇やみに染まっていたが春はる明あきは危なげなく短い廊ろう下かを進み、「失礼します」と言って突つき当あたりの襖ふすまを開けた。──途と端たん、祖父が好んで焚たいていたお香こうの匂においが鼻をくすぐる。

　後ろ手に襖ふすまを閉め、豆まめ柴しばを床ゆかに下ろしてから電気をつける。畳たたみ敷じきの床ゆかも、棚たなも文ふ机づくえも記き憶おくにあるままの姿を留とどめていた。少しだけ違い和わ感かんを覚えたが、その原因はすぐにわかった。

「俺おれの背が伸のびたからか……」

　変わったのは部屋ではなく自分自身だったのだと気づき、鼻の奥おくがつんっと痛んだ。

　室内に足を進める。──と、文ふ机づくえの上に置かれたプラスチックのカプセルが目についた。赤と透とう明めいの半球体を嵌はめ合あわせたそれは、ガチャガチャあるいはガチャポンなど呼ばれ方は様々だが正式にはカプセルトイというらしい。

　春はる明あきは文ふ机づくえの前に座すわりカプセルを手に取った。カプセルの下には紙が敷しかれていた。そこに見慣れた祖父の文字で『はる君へ』と書かれていた。

　どうやらメールにあった入学祝いとはこれのことのようだ。

「さすがじいちゃん。俺おれの趣しゆ味みわかってる」

　透とう明めいな部分から説明書を垣かい間ま見みて、中身は何か予想する。

　──……だめだよ。

　不意に、記き憶おくの中から幼い声が聞こえてきた。

　──ずるしちゃ、だめだよ。

　大きなキャップを被かぶった幼おさな馴な染じみが、記き憶おくの向こう側から黒目がちな瞳ひとみでこちらを睨にらむ。

「わかっているよ……たろー」

　呟つぶやいて、思った以上に感傷的になっている自分に春はる明あきは苦く笑しようをこぼした。

　気を取り直してカプセルを開ける。出てきたのは小さな木製のひょうたんだった。くびれた部分に紐ひもが括くくりつけられストラップになっている。説明書には、春はる明あきの手の中にあるひょうたんのほかに、木き彫ぼりの龍りゆうや弓矢、小こ槌づちなどの写真が並び、その上にでかでかと『後世に伝えたい伝統工芸シリーズ～木工～』と筆文字で書かれていた。

「まずはひょうたんゲット！」

　ひょうたんの紐ひもをつまみ、春はる明あきは、にっと笑った。




　階下がにわかに騒さわがしくなったのは、春はる明あきがひょうたんをカプセルに詰つめ直した直後だった。

　いつもならばカプセルはとっととゴミ箱に入れてしまうのだが、祖父からの最後のプレゼントだと思うと捨てるに捨てられず、一ひと先まず元に戻もどすことにしたのだ。

「そういえば、じいちゃんの仕事関係のお偉えらいさんがあとで来るとか言ってたな……いや、遠とお縁えんのなんか偉えらい人だっけ？」

　春はる明あきが記き憶おくを探さぐっていると、豆まめ柴しばが学ランの裾すそを銜くわえて引っ張った。「どうした？」と問いかけると豆まめ柴しばは庭に面した窓に駆かけ寄よった。

「外に何かあるのか？」

　カプセルを手に持ったまま春はる明あきは立ち上がった。目の前にある大きな窓に黒い学ランをまとったやたら前まえ髪がみの長い地味な少年が映り込こむ。──夜よ闇やみがガラスを鏡に変えたのだ。

　自分の顔などまじまじと見るものではない。春はる明あきはさっさと窓に近づき窓まど枠わくを横に引いた。カラカラと小気味いい音が室内に響ひびく。そして──

「えっ!?」

　それは真まっ直すぐ春はる明あきの目に飛とび込こんできた。

　夜に沈しずむ日本庭園の向こう──塀へい沿ぞいに植えられた桜の木の上にそれはいた。

　女の子だ。夜よ闇やみの中に浮うかび上あがる満開の花々に混じり、春はる明あきと同年代の赤いブレザーを着た女の子が枝の上に佇たたずんでいる。枝の高さは、二階にいる春はる明あきと同じくらいか、もしかしたらそれよりも高いかもしれない。

　距きよ離りと影かげに邪じや魔まされ女の子がどんな顔立ちをしているのかはよくわからない。しかし、髪かみは長く白い肌はだが淡あわく輝かがやいているように見える。

「人間……だよな？」

　春はる明あきは何かに導かれるように窓から身を乗り出した──と、女の子が枝から飛び降りた。

　スカートがめくれ上がり、真っ白な太ももが露あらわになる。

　春はる明あきは「うわわわわっ！」と叫さけびながら両手で目を覆おおった。拍ひよう子しに持っていたカプセルが手からこぼれ落ちた。「あっ──！」と思い手を伸のばすが届かず、カプセルは屋や根ね瓦がわらの上を転がり、そのまま夜よ闇やみに覆おおわれた庭に落ちていった。




　春はる明あきは縁えん側がわに常備されているサンダルを足に引っかけ庭に出た。

　庭は広く立派だが個人の家なので電灯などは設置されていない。祖父の私室から借りてきた懐かい中ちゆう電灯を片手にカプセルを探す。──しかし、見つからない。

　池の畔ほとりで春はる明あきはため息を吐はき出だした。

「……明日の朝にするか」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいた声は、思った以上に沈しずんでいた。当然だ。あれはただのカプセルではない。祖父の形見なのだ──……

「そういえば、あの木から飛び降りた子……大だい丈じよう夫ぶだったかな？」

　ついてきた豆まめ柴しばに何気なく問いかけた直後、携けい帯たい電話が鳴り出した。豆まめ柴しばはその音に驚おどろいたのか、短い足を必死に動かし夜よ闇やみの中に消えてしまった。

「あっ……」

　春はる明あきは豆まめ柴しばを追うべきか否いなか瞬しゆん間かん迷ったが、まずは携けい帯たい電話を確かく認にんすることにした。

　メールだ。母親か父親に不在がばれたか？　と思いながらメールを開く。





送信者：じいちゃん






「──……っ!?」

　思わず息を吞のんだのは、故人からのメールだったからではない。そもそも二通目だ。種も仕し掛かけもわかっている。ただ、カプセルを見失った直後だったので責められているような気がしただけだ。





件　名：☆






　次いで件名を見て春はる明あきは眉まゆをひそめた。

「なんだこれ」

　祖父からのメールは「やっほ～♪　はる君が大好きなおじいちゃんだよ♡」というタイトルで統一されていた。こんな簡素なタイトルははじめてだった。更さらに本文も異様に短かった。





本　文：天てん一いち・柊ひいらぎ






「てん……いち？　あと、木き偏へんに冬って……ひいらぎ、だっけ？　っていうかこれだけ……──じゃない。動画が添てん付ぷされてる」

　不ふ審しんに思いながら春はる明あきは動画を再生する。

　真っ暗になった画面の下部に、まずシークバーが表示された。端はしに記された動画時間は一分二十秒。春はる明あきは思わず「中ちゆう途と半はん端ぱだな」と呟つぶやいた。その発言を咎とがめるようにシークバー上の矢印が動き出した。同時に鮮せん烈れつな色しき彩さいが画面に点ともる。

　映し出されたのは、やたらごつい煙管キセルを手にした長身の美女だった。くすんだ銀色の髪かみを組くみ紐ひもでポニーテールにし同色の丸っこい眉まゆ毛げの下に深い緑の瞳ひとみを据すえ、不敵な笑えみを刻んだ薄うすい唇くちびるに鮮せん血けつのような紅べにを塗ぬっている。

　全体のシルエットはすらりとしているが胸部はとても豊満で、夕日よりも赤い派手派手しい着物を羽織り、その下に時代劇に出てくる浪ろう人にんが着ていそうないぶし銀の着流しをまとっているのだが、合わせから晒さらしに包まれた胸の上半分がこぼれ出ている。

　見た目は若いが老ろう獪かいという言葉がよく似合う美女だ。美女は板いた敷じきの床ゆかの上に素す足あしで佇たたずんでいた。背後には、鎧よろい甲かぶとをまとった数人の武者と大きな鬼おにの首が描えがかれた金きん屛びよう風ぶが飾かざられている。鬼おにの肌はだは赤く、鋭するどい牙きばを剝むき出だしにして武者の一人に喰くらいつこうとしている。

『久しぶりじゃのぅ春はる明あき』

　煙管キセルを指先で遊ばせながら美女は少しかすれた声を紡つむいだ。

　見知らぬ相手に名前を呼ばれ、春はる明あきはドキッとした。

『何な故ぜ名を知っているのか──そう思ったんじゃろう？　薄はく情じような奴やつよ。昔、よく遊んでやったというのに……』

「昔……？」

『縁えん側がわで昼ひる寝ねしているおぬしのズボンに花か瓶びんの水をこぼしたり、頭を軽く小こ突づいてそこの池に落としてやったりしたじゃろう？』

「えっ？　──あぁ、あったなそんなこと。やたら水みず浸びたしになるから、ばあちゃんが着き替がえを常時五枚用意してくれて、俺おれ専用の簞たん笥す買ったりして……あれ？　でも、昼ひる寝ねの時はともかく、庭で遊んでいる時は、じいちゃんと俺おれとたろー以外、誰だれもいなかったよな？」

　女が肩かたを揺ゆらしながら『ひっひっひっ』と笑う。

『まぁわしはそこらの奴やつと違ちがって相手が見けん鬼きであろうとも隠おん形ぎようできるからな。こうして姿を見せたのははじめてかもしれんのぅ』

　見けん鬼き、隠おん形ぎよう──数年ぶりに聞くそれらの言葉に、春はる明あきは再びドキッとした。それらの言葉を教えてくれた祖父の顔が脳のう裏りをよぎる。

『──さて春はる明あき。そろそろ本題に入ろう』

「本題？」

『わしをここから出しておくれ』

　言いながら女は抱ほう擁ようをねだるように両りよう腕うでをこちらに伸のばした。

「そんなこと……」

『できる』

　女が断言した瞬しゆん間かん、春はる明あきの身体からだを悪お寒かんが駆かけ抜ぬけてた。

　画面の中の女と会話が成立しているという異様な事実に気づいたのだ。シークバーを見ると十二秒のところで矢印は止まっていた。──にも拘かかわらず女はしゃべり、動き続けている。

　携けい帯たい電話を持つ手が震ふるえ、血の気が引いていく音が聞こえた。

『春はる明あき』

　しかし、逃にげることはできない。女がそれを許さない。緑の瞳ひとみがそう言っている。

『春はる明あき、わしの名を呼べ。そうすれば縁えにしはおぬしに移る』

「え、にし？」

『か細い糸よ……しかし、その糸だけを頼たよりにわしはおぬしたちと千年繫つながってきた』

　強気な笑えみを浮うかべながら『さぁ！』と女が促うながす。

「名前なんて…………あっ」

　女の目を見る。──親以外の誰だれかとこうして真正面から見つめ合ったのは数年ぶりだった。

　女が力強く頷うなずく。途と端たん、身体からだの震ふるえが止まった。冷え切っていた身体からだに血が巡めぐっていく。

　脈打つ自らの心臓の音を聞きながら、春はる明あきはその名を口にした。

「天てん一いち──柊ひいらぎ」

　次の瞬しゆん間かん、目の前が真っ白になった。春はる明あきは思わず「うわっ！」と叫さけび尻しり餅もちをついた。

　懐かい中ちゆう電灯が手から離はなれ、草の上を転がっていく。それでも携けい帯たい電話は離はなさなかった。そして、その携けい帯たい電話の画面から真っ白なもの──女の手が生えていた。

　座すわり込こんだまま「えっえぇっ!?」と驚おどろきの声を上げていると、画面からするりと女が出てきた。春はる明あきは目を見開き、口をぽかーんと開けたまま女を見上げた。女はうっとりと微笑ほほえみ、春はる明あきの頰ほおを両手で包つつみ込こんだ。冷たい手だ。しかし、次に触ふれ合あった唇くちびるは温かかった。
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「っ!?」

　唇くちびるを奪うばわれた事実に驚おどろく間もなく唇くちびるに痛みが走った。じわりと血の味が広がる。浅くではあるが唇くちびるを嚙かみ切きられたのだ。次いで歯と歯の間をすり抜ぬけ差さし込こまれた生温かい何かが、もれ出した血を拭ぬぐうように口の中をぐるりと巡めぐり──春はる明あきの唇くちびるは解放された。

　呆ぼう然ぜんと見上げた女の額には、いつの間にか淡あわく輝かがやく五ご芒ぼう星せいが刻まれていた。

「名と血により、縁えにしは新たに結ばれた！」

　女──柊ひいらぎが高らかに宣言する。

　しかし春はる明あきはそれどころではなかった。──えにしってなんだ？　縁えにしか。そうだとしても意味がわからない。そもそもこの美女は何者なんだ？　柊ひいらぎか。いやいや名前知っているからって知り合いじゃないし！　っていうか俺おれは、この色気の塊かたまりのようなお姉さんと何をした!?　いや、何をされた!?　あの柔やわらかく温かいものは、口の中に入ってきた生温かいものは……

「なんじゃ春はる明あき。おぬし、高校生にもなるのに接せつ吻ぷんははじめてだったのか？」

　にやにやと意地の悪い笑えみを浮うかべながら柊ひいらぎがすいっと顔を近づけてきた。

　春はる明あきは一いつ瞬しゆんで茹ゆで上あがった顔を片かた腕うでで隠かくし、座すわったままの状態で後ずさった。

「い、いや！　あの、ちょっと待て！　っていうかやっぱりさっきのって──っ!?」

「汚けがれを知らぬ乙女おとめのような反応をしおって──汚けがしたくなるではないか」

　柊ひいらぎの手がとんっと春はる明あきの胸を押おす。軽い動作だったが何な故ぜか抗あらがうことができず、春はる明あきは仰あお向むけに倒たおれ込こんだ。透すかさず柊ひいらぎが覆おおい被かぶさってくる。

「さて春はる明あき。何をして遊ぼうか？」

　夜空を背負った柊ひいらぎが妖よう艶えんに微笑ほほえむ。春はる明あきは唾つばを吞のみ込こんだ。『蛇へびに睨にらまれた蛙かえる』という言葉が脳のう裏りに浮うかぶ。勿もち論ろん、春はる明あきは蛙かえるの方だ。

　柊ひいらぎの白い指が学ランの第二ボタンに触ふれる。──と、遠くから複数の足音が聞こえてきた。はっとして音のした方向に顔を向けると、喪も服ふく集団がこちらに向かってくるのが見えた。瞬しゆん間かん、春はる明あきはここがどこで、何な故ぜ自分がここにいるのかを思い出し慌あわてて立ち上がろうとした。しかし、柊ひいらぎはびくともしない。何度か挑ちよう戦せんしてみたが柊ひいらぎはちっとも揺ゆるがない。「どうした？」と微笑ほほえみながら、やんわりとした手つきで春はる明あきを地面に押おさえつける。

「ど、退どいてくれ！　頼たのむから！」

　確実に近づいてくる足音を聞きながら、春はる明あきは目に涙なみだを滲にじませ懇こん願がんした。

「何な故ぜじゃ？」

「今日は俺おれのじいちゃんの葬そう儀ぎだったんだよ！　そんな日に、じいちゃんの家の庭で見知らぬ女の人に押おし倒たおされたなんて親しん戚せきに知られたらどうなると思う!?」

「血気盛さかんでよいではないか」

「よくない！　全然よくない！　俺おれのあるかなしかの社会的信しん頼らいが地に落ちる！」

「つまり、おぬしは、おぬしの面子メンツを保つため、わしにこの場から去ってほしいと？」

　春はる明あきが力強く頷うなずくと柊ひいらぎは「ひっひっひっ」と笑った。

「正直じゃのぅ。──正直者は好ましい」

「なら──……」

「しかし、それとこれとは話が別じゃ。わしはこの場を去る気はない」

「なんでっ!?」

「ないものはないのだから仕方がなかろう？　それよりも、ほれ」

　柊ひいらぎが横を向く。その視線の先──ほんの数歩離はなれた場所に喪も服ふく集団がいた。親しん戚せきのおじさんおばさんに混じって見慣れないおじさんおばさんもいる。──おそらく、祖父の仕事関係の人だろう。春はる明あきと柊ひいらぎを凝ぎよう視しする彼かれらの表情は、一様に険しい。

　春はる明あきは「ち、ちが、違ちがう、んです！」と自分でもよくわからない言い訳を口にした。

「こ、この人は、そ、その、え、えっと、と、とにかく違ちがうんです！」

　柊ひいらぎが「よくそんなにつっかえられるのぅ」と呆あきれと感心が入り交じった声で言う。「ちょっと黙だまっててくれ！」と半泣きで訴うつたえると、柊ひいらぎは「ひっひっひっ」と意地悪く笑った。

　苦々しい気持ちのまま春はる明あきが再び喪も服ふく集団を見上げると喪も服ふく集団は消えていた。

「えっ？」

　柊ひいらぎが「下じゃ下」と囁ささやきながら、ふわりと空に浮うかび上あがる。念願の自由を手に入れた春はる明あきがさっさと立ち上がり視線を落とすと、大の大人十数人が地面にひれ伏ふしていた。

「──うぇっ!?」

　驚おどろきの声を上げながら春はる明あきは半歩後ずさった。正直心の距きよ離りはもっと盛せい大だいに後ずさっている。

　逃にげることも声をかけることもできずにいると頭に柔やわらかいものが触ふれた。目だけ動かし頭上をうかがうと、柊ひいらぎが頭に腰こしかけていた。しかし重みは全然感じられない。柊ひいらぎはそろえた両足を春はる明あきの右みぎ肩かたに乗せ、その緑の瞳ひとみに喪も服ふく集団を映しながら傲ごう然ぜんと唇くちびるを開いた。

「見てのとおりじゃ。継けい承しようはつつがなく行われた」

「そのようで」

　柊ひいらぎの言葉に応えたのは、喪も服ふく集団の前列中央を陣じん取どる老ろう紳しん士しだった。

　老ろう紳しん士しはすっと立ち上がり真まっ直すぐ春はる明あきを見み据すえた。

「君は──安あ倍べ春はる明あき君、だね」

　春はる明あきは背筋を正し、「は、はい」と応えてから、そっと視線を逸そらした。

「酒しゆ吞てん童どう子じさまは君を選んだ」

「しゅてん、どうじ……？　そ、それって……」

「わしのことじゃよ」

　柊ひいらぎは、その形のいい唇くちびるからキラキラ輝かがやく白い煙けむりと芳ほう醇じゆんな酒の香かおりをふぅっと吐はき出だした。

「大おお江え山やまに住み、多くの眷けん属ぞくを従え、平へい安あん京きようより若君や姫ひめ君ぎみをさらい、その血肉を喰くらい酒に溺おぼれ、最後には源みなもとの頼らい光こうと四し天てん王のうに首をはねられた伝説の鬼おに──それがわしよ」

　まぁほとんど事実をねじ曲げた創作じゃがのぅ──と言い添そえ、柊ひいらぎは煙管キセルを銜くわえた。

　そのあとを老ろう紳しん士しが引ひき継つぐ。

「そして、我らの祖先である安あ倍べの晴せい明めいさま以来、代々安あ倍べ家当主に仕えている式しき神がみの筆頭でもあらせられる」

　源みなもとの頼らい光こうと彼かれの部下である四し天てん王のうは、平安時代に実在した武人で、数々の妖よう怪かいや鬼おにを退治した英えい雄ゆうでもある。中でも日本三悪妖よう怪かいにその名が挙げられる大おお江え山やまの鬼おに──酒しゆ吞てん童どう子じを退治した話は、絵巻物や舞ぶ踊ようの題材にもされているのだと祖父は言っていた。

　安あ倍べの晴せい明めいは、やはり平安時代の人物で、生母が狐きつねだったとか、自身の式しき神がみはおろか他人の式しき神がみをもあっさりと操あやつってみせたとか、手も触ふれずに蛙かえるを殺したとか──不思議な逸いつ話わに事欠かない、その存在自体が伝説のような人物なのだと、祖父は笑いながら話してくれた。

　そのうちの一人（？）が今、自分の頭の上にいて、そのうちの一人が自分のご先祖さまで……いや、ご先祖さま云うん々ぬんは以前聞いたような……──あぁ頭がくらくらする。

　そんな春はる明あきに追い打ちをかけるように老ろう紳しん士しは続けた。

「正確には、柊ひいらぎさまと契けい約やくを交かわした者が当主となる──これが安あ倍べ家の決まりなんだ。つまり、春はる明あき君──いや、春はる明あきさま。柊ひいらぎさまと契けい約やくを交かわし自らの式しき神がみとしたあなたこそ、新たな安あ倍べ家の当主なのです」

「へっ？　……え、え、え、えええええぇぇぇっっっっっ！！！！！！！！！！」




　黒い豆まめ柴しばは屋根の上から一部始終を静かに見下ろしていた。

　少年の驚きよう愕がくの声が響ひびく中、その姿はゆっくりと膨ぼう張ちようし──着流しを着た老人に変じた。

　しかしその姿は闇やみに染まり、肌はだの色も、髪かみの色も、目の色も判別はつかない。

　しかし凹おう凸とつだけで形成されたその顔には、優やさしい微び笑しようが確かに刻まれていた。

　老人の口が言葉を紡つむぐ。それは音を帯びてはいなかった。しかし夜よ闇やみは、その言葉をしっかりと受け止めた。

『はる君を頼たのんだよ──柊ひいらぎ……』

　闇やみで形成された老人の姿は、そのまま闇やみに溶とけて消えた。

　夜よ闇やみはすべてを優やさしく受け入れた。










　　　［一時間目］
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宛あて　先さき：あなた

件　名：こんにちは

本　文：お元気ですか？　そちらの生活には慣れましたか？




今日からあの子があなたの母校であり、私たちの出会いの場所でもあるあの学園の生徒になります。お引ひっ越こしは昨日のうちに終わったと連れん絡らくがありました。

私は元々安あ倍べ家の人間ではありません。だから当主がどのように選ばれるのか知りませんでした。しかし、生まれたばかりのあの子を見た瞬しゆん間かん、嗚あ呼あこの子があなたの後を継つぐのだとわかりました。

あの子があなたと同じだったからではありません。あの子があなたにそっくりだったからです。きっと彼かの女じよもこの子を気に入るだろうと思いました。

女の勘かんってやつですよ。ふふふ（笑）

だから、心配することはありません。あの子はきっと、やり遂とげてくれます。

あなたにできたのだから、あの子にもできますよ。高校を卒業した暁あかつきには、偉い大だいなるご先祖さま──安あ倍べの晴せい明めいさまが十じゆう二に神しん将しようを従えたように、十二体の式しき神がみを伴ともなったあの子がこの家に帰ってくる──その日が、私は今から楽しみです。

だから、そちらに行くのは少し遅おそくなってしまうけれど堪かん忍にんしてくださいね。

そして願わくば、蓮はすの上で待っていてください。私の比ひ翼よく連れん理り。




ピーエス、あなたが女の子になるのなら、私は男の子になろうかしら。ふふふ（笑）







※


















【安あ倍べの晴せい明めい】（九二一～一〇〇五：延えん喜ぎ二一～寛かん弘こう二）

　平安中期の陰おん陽みよう師じ。安あ倍べの益ます材きの子。しかし、後世記されたとされる物語の中では、父親の名を保やす名なとするものもある。（例：『蘆あし屋や道どう満まん大おお内うち鑑かがみ』など）

　生誕地は諸説あるが、どれも決め手に欠けるとされる。また、生せい没ぼつ年ねんにも諸説ある。

　師は賀か茂もの忠ただ行ゆき、賀か茂もの保やす憲のりとされる。（※保やす憲のりは忠ただ行ゆきの息子むすこ）




　そこまで読んで春はる明あきは、そっと教科書を閉じた。

　長机の上には真新しい教科書が並べられている。『現代文』『古典』『数学』『生物』『化学』『日本史』『世界史』等々──見慣れた教科の中に、『呪じゆ術じゆつ史し【日本】』『陰いん陽よう五ご行ぎよう説せつ』『符ふ術じゆつ』『妖よう怪かい・怪かい異い』等々──見慣れない教科（？）が何食わぬ顔で混じっている。

　春はる明あきが何気なくめくったのは『呪じゆ術じゆつ史し【日本】』の教科書だった。

「……マジですか？」

　右みぎ頰ほおを机に貼はりつけながら呻うめくような声で呟つぶやくと、左ひだり頰ほおに柔やわらかな物体が押おしつけられた。瞬しゆん間かん、春はる明あきの身体からだに電流が走ったような衝しよう撃げきが広がり、顔が一いつ瞬しゆんで熟うれたトマトの色に変わった。視し認にんするまでもない。左ひだり頰ほおに触ふれているのは柊ひいらぎだ。──正確には、柊ひいらぎの胸だ。

「ほぉ～これが今の教科書か！　おぉ！　カラーじゃカラーじゃ！　紙の質もいいのぅ」

「あのぉ柊ひいらぎさん。ちょっと重いので、退どいていただきたいのですが……」

「こら春はる明あき、噓うそを言うでない。わしは浮うかんでおるのだから重いわけがなかろう。それからおなごに重いは禁句じゃ」

「存在が重いんだよ！　あと、普ふ通つうのおなごは男の頭に胸を押おしつけたりはしないし、周囲が酔よっ払ぱらうほどの酒気を垂れ流したりしないし、そもそもぷかぷか浮ういたりしない！」

「後半はともかく、腕うでを組んだ時なんかに何気なく胸を押おしつけてくるおなごはいるらしいぞ。この間、夕方のニュース番組で特集しておった」

「お子さまからお年寄りまで見る時間帯に何をやってるテレビ局！」

　憤いきどおる春はる明あきの頭に胸を乗せたまま、柊ひいらぎは鼻歌交じりに『日本史』の教科書をめくる。春はる明あきは諦あきらめのため息を吐はき出だした。──決して、ふにふにとした感かん触しよくを惜おしんでいるわけではない。こうなったら本人が飽あきるか第三者の介かい入にゆうがないかぎり柊ひいらぎは春はる明あきから離はなれないのだ。

　春はる明あきは、目だけ動かし柊ひいらぎを見た。──この奇き々き怪かい々かいな存在を図はからずも自らの式しき神がみにしてからすでに一週間以上経過している。ある程度の行動パターンや性格は把は握あくしたものの、未いまだ謎なぞ多き存在であることに変わりはない。

　あの喪も服ふく集団平へい伏ふく事件のあと、老ろう紳しん士したちは親しん戚せき一同が集まっている精しよう進じん落おとしの会場に春はる明あきを連れて行き、「今日より彼かれが安あ倍べ家の当主です」とご丁てい寧ねいに宣言してくださった。

　大人たちのほとんどが「何を言っているの！」「そんな子供が当主だと!?」と声を荒あらげる中、喪も主しゆであり前当主の妻だった春はる明あきの祖母だけは、「やっぱりそうなったのね」と穏おだやかにすべてを受け入れた。それでもなお「若すぎる」「高校生だろう」と難色を示す大人たちに、祖母は「あなたたちに彼かの女じよの姿は視みえて？」と優やさしく──しかし鋭するどく問いかけた。

　何人かは、はっとして口を噤つぐんだが、大多数は怪け訝げんな顔で「彼かの女じよ？」と問い返した。祖母は「あの子の傍かたわらにいる彼かの女じよのことよ」と言いながら春はる明あきの頭上を真まっ直すぐ見み据すえた。そのあまりにも澄すんだ瞳ひとみにドキッとしつつ大人たちの困こん惑わくと恐きよう怖ふの入り混じった顔を見て春はる明あきは確信した。

　普通の人は、柊ひいらぎの姿を捉とらえることができないのだ。つまり……──

「あんた、本当に妖よう怪かいなんだな」

　柊ひいらぎは「今いま更さら過ぎる」と笑ってから、「おぬしが望むのならば、おぬしにしか視みえぬようにすることもできるぞ？」と甘あまい声で囁ささやいた。

　とにもかくにも安あ倍べ家当主になった春はる明あきは、翌日から祖父の家に軟なん禁きんされ、当主の心得や安あ倍べ家の歴史についてみっちり教育──されることもなく、身体からだの寸法を計られたのち、「敷しき地ちの外には出ないように」とだけ言いい含ふくめられ食事以外は基本、放置された。正直、拍ひよう子し抜ぬけしてしまったが、そこは現げん役えき高校生「これは神さまがくれた春休みの延長」と思考を切きり替かえ、自宅から持ってきてもらった漫まん画がやゲームを思う存分堪たん能のうした。

　その間、名だの血だのの契けい約やくの下、春はる明あきの式しき神がみになった柊ひいらぎは、トイレや風ふ呂ろの間は「プライバシーは大切じゃからな」という理由で離はなれてくれたが、それ以外は基本、春はる明あきの傍そばにいた。しかし傍そばにいるだけで何もしない。──否いな、ゲームの邪じや魔まをしたり漫まん画がの続きを隠かくしたり、布ふ団とんの上にアレな雑誌をばらまいたり浴室に蛙かえるを仕し込こんだり、刻きざみ煙草たばこの代わりに酒を入れるという不可思議な煙管キセルを使って春はる明あきの周囲をやたら酒くさくしてくれたり──と、実に様々なことをしでかしてくれたが、それだけだった。

　ある日の夕食後、テレビゲームをしながら「あんた、本当にあの超ちよう有名な妖よう怪かいなのか？」と軽い調子で問いかけたところ、柊ひいらぎは春はる明あきの頭の上に腰こしかけたまま、「そうだと言っておる」とつまらなそうに応えた。

「だったら俺おれじゃなくて、もっとちゃんとした人の式しき神がみになった方がいいんじゃないのか？」

「ちゃんと、とはどういうことじゃ？」

「例えば……怪かい異いにまつわる相談を受けたり、呪のろわれている人を助けたり、術勝負を挑いどまれたりするような……そんな職業の人、とか？」

「それは確かに面おも白しろそうじゃのぅ」

「だろう？　だから俺おれみたいなただの高校生じゃなくて、そういう人を捜さがせよ」

　柊ひいらぎはふぅっとキラキラ輝かがやく煙けむりを吐はき出だし、「まぁ追い追いのぅ」と気け怠だるげに言った。

　翌朝、春はる明あきは祖母から「転校の日程が決まったわよ」と告げられた。それだけでも青せい天てんの霹へき靂れきだったが続けて告げられた転校先に、春はる明あきは雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきを受けた。

　国立宇う羅ら乃の僚つかさ学園高等部──とんでもない金持ちか、とんでもない一芸がないかぎりパンフレットをもらうことすらできないと噂うわさされる、全ぜん寮りよう制せいのとんでもない学校だ。

　葬そう儀ぎから今日までのあれこれを思い出し、春はる明あきはため息を吐はき出だした。

「……別に前の高校に未練はないけど……それにしたって本人のあずかり知らないところで、しかも試験も面接もなしで転校を許可するとか、国立がそういうことしてもいいのかよ」

「ぶつぶつうるさいぞ、春はる明あき」

　教科書に視線を落としたまま、柊ひいらぎは春はる明あきの額をぺちぺちと叩たたいた。

「それにしても興味深いのぅ。所々名めい称しようが変わっておる」

「一体何年前の教科書と比べているんだ？」

「おぬしの祖父が若かった頃ころじゃよ」

「……じいちゃんにも若い頃ころがあったんだ」

「驚おどろくべきことに赤あかん坊ぼうだった時分もあるぞ。ついでに、ここはあやつの母校でもある」

「へぇ……」

　前まえ髪がみの下に隠かくした両目を器用に動かし春はる明あきは室内を見回した。春はる明あきが通されたのは何な故ぜか保健室（男子用）だった。ここまで案内してくれた男曰いわく、『ここが一番安全な場所。』で『現在、校内に厄やつ介かいなのがいるかもしれないので念のため。』なのだそうだ。ちなみに男は狩かり衣ぎぬ姿で鬼おにの面を被かぶり、会話はすべてスケッチブックを用いた筆談（文字が勝手に浮うかんでくる）だった。──突つっ込こみどころが多すぎると却かえって突つっ込こみづらいということを春はる明あきは知った。

　保健室は壁かべも床ゆかも天てん井じようも、並べられたベッドもすべて白で統一されている。数少ない色しき彩さいは、春はる明あきが貼はりついている長机とパイプ椅い子すのほか、伝言板を兼かねたホワイトボードと養護教きよう諭ゆのデスク周り、それから薬品が収められたスチール製の棚たなくらいだ。

　消毒液の臭においに眉まゆをひそめていると、窓の外から活気のある声が聞こえてきた。運動部が朝練をしているようだ。廊ろう下かの方からも少しだけ人の気配が感じられる。

　始業一時間前──学校がゆっくりと目覚めようとしている。何十年も昔の気配などどこにも残ってはいない。しかし、ここに至るまでの時間の中に祖父がいたのだと思うと、胸にあった疎そ外がい感かんがほんの少しだけ和やわらいだ。

「……なぁ」

「わしに話しかけておるのか？」

「お前以外に誰だれもいないだろう。──どうして俺おれだったんだ？」

　柊ひいらぎが教科書をめくる。春はる明あきはすっと息を吸すい込こみ続けた。

「じいちゃんには俺おれ以外にも孫がいたし、父さん含ふくめて子供も全員現げん役えきで、じいちゃんの兄弟だってまだ生きてる……なのに、なんで俺おれが当主に選ばれたんだ？　じいちゃんはどうして、俺おれにお前を寄よ越こしたんだ？」

　柊ひいらぎは「ひっひっひっ」と笑った。

「わしの姿を視みることもできない輩やからを当主にしろと？　面おも白しろいことを言う」

「視みえている人もいただろう。──少数だったけど」

　教科書をめくる音が途と切ぎれた。そして──

「彼奴あやつがおぬしを選んだのではない。わしが選んだのでもない。おぬしがおぬしの祖父と同じじゃったから──だから、おぬしはおぬしの祖父と同じように当主になったんじゃよ」

　柊ひいらぎの声は凪ないでいた。しかし、確かな喜色が滲にじんでいた。

　息を吞のむ春はる明あきに柊ひいらぎは透すかさず「意味はおぬしが一番よくわかっておろう？」と言い添そえ、春はる明あきの前まえ髪がみを──否いな、前まえ髪がみ越ごしに両目を撫なでた。春はる明あきがその手を払はらいのけると柊ひいらぎは「ひっひっひっ」と笑って再び教科書をめくりはじめた。

　それから待つこと数分。扉とびらをノックする音がした。春はる明あきが「離はなれろ！」と言いながら柊ひいらぎの肩かたを押おすと、「別によいではないか」と悪代官のような応えが返ってきた。それでも絶えず押おし続けた結果、舌打ちしながら離はなれてくれた。

　再び誰だれかが扉とびらをノックする。春はる明あきは慌あわてて立ち上がり、「ど、ど、どうぞ！」と言った。

　柔やわらかな声で「失礼します」と言いながら現れたのは、淡あわい色しき彩さいのジャケットとフレアースカートをまとった若い女性だった。光の加減で青く輝かがやく黒く長い髪かみを三つ編みにし、左ひだり肩かたから前に垂らしている。

　女性は春はる明あきを見て、ふんわりと微笑ほほえんだ。その少し垂れた目から逃のがれるように春はる明あきはひらひらと揺ゆれるスカートの裾すそに視線を落とした。

「お待たせしてしまってごめんなさい。安あ倍べ春はる明あきさんですね？」

「は、はい……」

「私は坂さか田た紅べに子こです。あなたがこれから所属する水みず組ぐみ一年の担任を務めています」

「は、はい」

「制服、間に合ってよかったですね。着き心地ごこちはどうですか？」

「た、大変結構です」

　春はる明あきは意味もなく真新しい黒を基調としたブレザーの襟えりを摑つかみながら応えた。

「事情は聞いています。四月のうちに転校なんて大変だったでしょう？　お友達とも離はなれ離ばなれになってしまって……」

「い、いえ……そ、それほど、思い入れもなかったし……と、友達も……あんまり……」

　前半は事実だ。高等学校は義務教育ではないが、「高校くらい卒業しなきゃ」という暗あん黙もくの世論に背を押おされ、家の近所にある、自分の学力で無理なく合格できる高校を選んだにすぎない。しかし後半はほんの少し見み栄えを張った。携けい帯たい電話の電話帳には一応【友人】のカテゴリーがあり、何人か登録されているが、「同じ高校行こうぜ！」と熱く語り合うほどの友人はいない。

　そんな自分が急に恥はずかしくなり春はる明あきは唇くちびるを嚙かんだ。その肩かたを坂さか田たがぽんぽんと軽く叩たたく。顔を上げると坂さか田たは相変わらず微笑ほほえんでいた。

「学校の選び方は人それぞれです。大切なのはそこで何をするかです。私は、春はる明あきさんが卒業する時、この学校に転校してよかったと思ってくれるよう頑がん張ばりたいと思います」

「は、はい……あ、ありがとう、ございます……」

「それが教師ですから」

　軽く胸を張る坂さか田たの姿は、誇ほこりと使命感で輝かがやいているように見えた。青あお臭くさいと言われそうな台詞せりふも彼かの女じよの口から紡つむがれると妙みような説得力を帯びて聞こえた。教育実習中の学生だと言われても違い和わ感かんがないほど若々しいにも拘かかわらず、「この人ならば大だい丈じよう夫ぶ」と思わせる大黒柱のような安心感が坂さか田たにはあった。

　こんな人が姉だったら……いや近所のお姉さんだったら──と春はる明あきがこっそり夢想していると、坂さか田たが春はる明あきの背後に視線を向け、ふっと目を細めた。

「お久しぶりです柊ひいらぎさん。私を覚えておいでですか？」

「当たり前じゃ。坂さか田た家の娘むすめをどうしてわしが忘れられる？」

　応えながら柊ひいらぎは組んだ両りよう腕うでを春はる明あきの頭に乗せた。

　酒の匂においが濃こくなる──しかし、今はそれどころではない。

「え、え、えぇっ!?」

「どうした春はる明あき。急に大きな声を出したりして」

「いやいやいや！　お前、なんで普ふ通つうに先生と話してるんだよ!?　せ、先生もどうしてこいつの名前を知っているんですか!?　──ていうかなんで視みえるんですか!?」

「さっき教えてやったであろう。ここはおぬしの祖父の母校じゃと」

「いやいやいや！　話が全然見えてこない！」

「私は春はる明あきさんのおじいさんが生徒だった頃ころから、この学校で教師をしているんです。だから柊ひいらぎさんとも面識があるんですよ」

「いやいやいや！　先生まで何言ってるんですか!?　冗じよう談だんにしても笑えませんよ！　先生めっちゃ若いじゃないですか！　じいちゃんが生徒だったのって何十年も前の話ですよね!?」

「そうですよ。懐なつかしいですね。校舎も当時とは大分変わってしまいましたし」

「いやいやいや！　……えっ、マジですか？」

　坂さか田たは笑え顔がおで頷うなずき、「だってここは宇う羅ら乃の僚つかさ学園ですから」と言った。

　何が「だって」なのかはわからないが坂さか田たの笑え顔がおには、やはり妙みような説得力があった。

「それでですね春はる明あきさん。実は私、会議があるので、すぐに行かなければならないんです」

「えっ？　じゃ、じゃあ俺おれは……」

「クラス委員の賀か茂も光ひかる流さんに校内を案内してくれるようにお願いしてあります。昇しよう降こう口ぐちの場所は覚えていますか？」

「は、はい」

「大きな校内案内図があるのでそこで待っていてください。荷物は重いでしょうから、ここに置いておいて大だい丈じよう夫ぶですよ。あっ、でも、貴重品は身につけていてくださいね。あとお弁当やお菓か子しも、念のため持ち歩いた方がいいですよ」

　そう言って坂さか田たは慌あわただしく保健室をあとにした。

　取り残された春はる明あきは、呆ぼう然ぜんと扉とびらを見つめながら呟つぶやいた。

「……貴重品はわかるけど、なんで弁当やお菓か子しまで？」

　頭上の柊ひいらぎがつまらなそうに「腹を減らした狐きつね小こ僧ぞうでも出るんじゃろう」と言ってキラキラ輝かがやく煙けむりを吐はき出だす。視界を覆おおう煙けむりを手で払はらいながら「それを言うなら鼠ねずみ小こ僧ぞうじゃないのか？」と言い返すと、「そうじゃったかな」と気のない応えが返ってきた。

　春はる明あきは大きなため息を吐はき出だした。

「……昇しよう降こう口ぐちに行くか」

「気が重い、と顔に書いてあるぞ」

「初対面のクラスメイトと二人きりなんて俺おれには荷が重すぎるんだよ」

「わしがおるから二人きりではないはずじゃが？」

　春はる明あきの顔を逆さまにのぞき込こみながら、柊ひいらぎは妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。

「いやいやいや──お前、普ふ通つうの人には視みえないだろう？　坂さか田た先生は視みえる人だったけど、そういう人間は、普ふ通つう滅めつ多たにお目にかかれないんだよ」

　柊ひいらぎは半眼で「普ふ通つうのぅ」と呟つぶやき春はる明あきから離はなれた。含ふくみのある態度だ。しかし問いかけて素す直なおに答えてくれるとはかぎらないので、もやもやしたものを抱かかえたまま春はる明あきは財さい布ふをブレザーのポケットにしまい保健室を出た。




「何あれ、鬼おに!?」「知らないの？　赤い衣ころもを羽織った銀の髪かみに緑の瞳ひとみの鬼き女じよ──っていったら大おお江え山やまの……」「じゃあ、あの子が安あ倍べの……」「額の晴せい明めい桔ぎ梗きょう見た？」「妖よう気きの質が違ちがうよね」「あれはもう妖よう気きじゃなくて神気じゃない？」「マジ神の領域だよね」「鳥とり肌はだ立った」

　──等々。背後から聞こえてくる複数の声から意識を逸そらそうと春はる明あきは両手を握にぎりしめ目の前の校内案内図を見上げた。しかし春はる明あきの鼓こ膜まくは本人の意思とは裏腹に内ない緒しよ話ばなしになっていない内ない緒しよ話ばなしをどんどん拾い上げていく。

「……なんなんだ、この学校。どうしてみんな、柊ひいらぎの姿が視みえてるんだよ！」

　心情的には叫さけびたかったが、そんなことをして更さらに人目を集めるわけにもいかず春はる明あきは辛かろうじて自身の耳に届く程度の声量で呟つぶやいた。注目の的である柊ひいらぎ自身は、春はる明あきの頭上で、のんびりと煙管キセルを吞のんでいる。まるでこうなることがわかっていたかのような──否いな、柊ひいらぎはわかっていたのだ。だからこそ保健室を出る直前、あんな含ふくみのある態度を取ったのだ。

　あの時のもやもやが晴れると同時に、春はる明あきは、新たなもやもやを抱かかえることとなった。

　この学校はなんなのか──……？

「掲けい示じ板ばんに貼はられているプリントも、なんか怪あやしいし……」

　呟つぶやきながら春はる明あきは視線を案内図の隣となりにある掲けい示じ板ばんに向けた。『図書室からのお知らせ』『保健室利用の注意』などといった張り紙の横に、『七不思議との接し方』『不用意な召しよう喚かん術じゆつの起こす弊へい害がい』などといった奇き妙みような文言が当たり前のように並んでいる。

　真っ黒な半紙に朱しゆ墨ずみで『新入生歓かん迎げい会かい。近日開かい催さい！』と書かれた張り紙もある。

「新入生歓かん迎げい会かいっていうより、なんか危ない集会の誘さそいみたいだな」

「うふふ……言い得て妙みようですわね」

　不意に真横から聞こえてきた声に振ふり返かえると、女の子が一人、立っていた。

　春はる明あきと同じ黒を基調としたブレザーをまとった小こ柄がらで可か憐れんな女の子だ。頭の左右に一つずつ作られたお団子と目め尻じりが少しつり上がった大きな瞳ひとみが子こ猫ねこを連想させる。その頭には、何な故ぜか赤いヒヨコと青いヒヨコが乗っかっていた。

　女の子は春はる明あきを見上げ「ご機き嫌げんよう」と言った。

　春はる明あきは、そっと視線を逸そらしながら「お、おはよう」と返した。

「安あ倍べ春はる明あきさまと柊ひいらぎさま、ですわね？」

「そ、そうだけど、き、君は……」

「わたくしは、水みず組ぐみ一年のクラス委員を務めております賀か茂も光ひかる流ですわ。以後お見知りおきを」

「き、君が、賀か茂も……さん？」

　てっきり男子だと思おもい込こんでいた春はる明あきは、呆あつ気けに取られた。そんな春はる明あきの心情を読んだのか、光流ひかるは「男女どちらでもおかしくはない名前ですものね」と言って苦く笑しようしてから周囲を見回した。途と端たん、廊ろう下かの隅すみや下げ駄た箱ばこの陰かげからこちらをうかがっていた生徒たちが蜘く蛛もの子のように散っていった。頭上で柊ひいらぎが「ほぅ」と驚きよう嘆たんと喜色の入り混じった声を上げる。

　光流ひかるは一仕事終えたかのように「ふぅ」と息を吐はき出だしてから再び春はる明あきを見上げた。

「不作法をお許しくださいませ。皆みなさま、安あ倍べの晴せい明めいさまの子孫である春はる明あきさまと、伝説の鬼おにであらせられます酒しゆ吞てん童どう子じ、柊ひいらぎさまに興きよう味み津しん々しんなんですの」

「えっ、あっ、ど、どうして、みんな、俺おれたちのこと、そんなに詳くわしく知ってるんだ？　いや、そもそも、どうして、柊ひいらぎの姿が視みえているんだ？」

「だってここは、宇う羅ら乃の僚つかさ学園──現代の陰おん陽みよう寮りようですもの」

　光流ひかるは笑え顔がおで応えてくれたが答えになっていない。

「校内を案内するようにと仰おおせつかっていますので、そろそろ参りましょうか。──前ぜん鬼き」

　赤いヒヨコは勇ましく「ぴぃ」と鳴き、光流ひかるの頭から飛び降りた。その身体からだは見る間に膨ふくれ上あがり、床ゆかに降り立つ頃ころには、頭が春はる明あきの胸に届くほどの大きさになっていた。

　口をぽかんと開けたまま立たち尽つくす春はる明あきを尻しり目めに光流ひかるは慣れた動作で赤いヒヨコの身体からだをよじ登り、頭の上に腰こしかけ、そのふわふわとした羽う毛もうを軽く叩たたいた。それが合図だったらしく、赤いヒヨコは短い羽を忙せわしなく動かし、床ゆかから数センチ浮うかび上あがった。
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「まずは特別棟とうからですわ」

「いやいやいや！　ちょっと待ってくれ！　えっ!?　なんでヒヨコが!?」

　失礼を承知で春はる明あきは赤いヒヨコを指さし叫さけんだ。光流ひかるは頰ほおに手を添そえ、それはそれは悲しそうな顔で「わたくし、悲しいほど体力がございませんの。校内を歩いて回ったらすぐに疲つかれてしまいますわ」と言った。

「いやいやいや！　そういうことじゃなくて！」

　光流ひかるは不思議そうに小首を傾かしげたかと思うと、ぱんっと手を合わせ、「そういえば紹しよう介かいがまだでしたわね」と言って、満面の笑え顔がおで巨きよ大だい化かした赤いヒヨコを撫なでた。

「この子は前ぜん鬼きといいますの。頭の上にいる青い子は後ご鬼きですわ。どちらもわたくしの愛いとおしい式しき神がみですの」

「し、式しき神がみ？　そ、それに、前ぜん鬼きと後ご鬼きって……」

「修しゆ験げん道どうの開祖とされる役えんの行ぎよう者じや──役えんの小お角づぬが使し役えきしていた鬼おにたちの名前じゃのぅ。役えんの行ぎよう者じや、または賀か茂もの役えだちの君きみ小お角づぬ──賀か茂も家の出とされておる」

　春はる明あきの頭に腰こしかけながら柊ひいらぎは続けた。

「しかし、奴やつらはすでに成じよう仏ぶつしたとも人に転生したとも言われておるが……」

「確かに、小お角づぬさまが使し役えきしていた前ぜん鬼きと後ご鬼きの行ゆく方えはわかっておりませんわ。ただ、いつの頃ころからか賀か茂も家の当主が使し役えきする二体の式しき神がみには、その名を使うという習わしができましたの」

「ほぅ……つまり」

　柊ひいらぎは挑ちよう発はつ的てきな視線を光流ひかるに向けた。

　光流ひかるは青いヒヨコを膝ひざの上に置き包つつみ込こむように撫なでながら穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「はい。賀か茂も家の現当主はわたくしですわ」

　春はる明あきは息を吞のみ、柊ひいらぎは「やはりのぅ」と納なつ得とく顔がおで頷うなずいた。

「ちなみに春はる明あきさまのご先祖さまである安あ倍べの晴せい明めいさまに陰おん陽みよう道どうを授さずけた賀か茂もの忠ただ行ゆきさまと保やす憲のりさまも、わたくしのご先祖さまなんですのよ」

「──さ、さっきから、さまさま言っていて、疲つかれないか？」

「ご心配には及およびませんわ。わたくし、体力に自信はございませんが、ちょっとお話ししたくらいで疲つかれてしまうほど虚きよ弱じやくではありませんのよ」

　にっこりと微笑ほほえんでから、光流ひかるは「続きは、歩きながらにいたしましょう」と言って赤いヒヨコを軽く叩たたいた。赤いヒヨコがゆっくりと進み出す。柊ひいらぎが頭から退どくのを待って春はる明あきもあとに続いた。

「当主とか本家とか、ここでは珍めずらしいお話ではありませんの。むしろ、この学園にはそういう事情を抱かかえた子が多々いらっしゃいますわ。中には当主の座をかけて日々争っている一族もございますのよ」

「あ、争うって……」

「主に術勝負──ここでは〝術わざくらべ〟と呼ばれていますわ。詳くわしい作法は生徒手帳をご覧くださいませ。この学園では悪質な呪のろいをのぞき、術の類たぐいは禁止されておりませんの。多少の肉にく弾だん戦せんも許容範はん囲いですわ。それでもやり過ぎたらちょっときついお仕置きが待っていますので何事も程ほど々ほどが一番ですわ」

「あ、悪質じゃない呪のろいってあるのか？　それに、術勝負って……」

「先ほど申しましたでしょう？　この学園は現代の陰おん陽みよう寮りよう──それも占せん術じゆつや天文学、暦こよみを作成するための陰おん陽みよう師じではなく、怪かい異いを暴あばき滅めつする本物の異能を有した呪じゆ術じゆつ師しとしての陰おん陽みよう師じを育成するために国によって創つくられましたの」

「な、なんで……？」

　光流ひかるはすっと目を細めた。

「この世には、普ふ通つうの人の目には映らない怪かい異いが確かに存在しているからですわ」

　淡たん々たんとしたその言葉は、春はる明あきの胸を真まっ直すぐ射い貫ぬいた。

　春はる明あきの足が止まる。前ぜん鬼きも「ぴぃ」と鳴いて止まった。光流ひかるは後ご鬼きを頭の上に戻もどし続けた。

「だからこの学園に入るには、生徒は勿もち論ろん、用務員さんに至るまで見けん鬼きであることが第一条件ですの。見けん鬼きはご存じですか？」

「……む、昔、じいちゃ……祖父から聞いたことがある。か、怪かい異いを視みる能力だって……」

「その解かい釈しやくでよろしいですわ。この学園は、とんでもない金持ちか、とんでもない一芸がないかぎりパンフレットをもらうことすらできない、とんでもない学校──と噂うわさされていますが、確かに見けん鬼きはとんでもない一芸とも言えますし、代々陰おん陽みよう師じをしてきた家系は、そこそこ裕ゆう福ふくだったりしますから中々的を射ていますのよ」

　光流ひかるは春はる明あきを見下ろしたまま赤いヒヨコを軽く叩たたいた。すると赤いヒヨコが少しだけしぼみ、光流ひかるの目の高さと春はる明あきの目の高さがほとんど同じになった。

　春はる明あきはしばし視線をさまよわせてからうつむいた。

「ここでは視みえて当たり前、妙みようなことは起こって当然ですのよ。──だから、春はる明あきさまもどうか宇羅乃僚学園ここでは肩かたの力をお抜ぬきくださいませ」

「えっ？」

　優やさしい声こわ音ねに驚おどろき顔を上げると、光流ひかるは慈じ愛あいに満ちた微び笑しようを浮うかべていた。

「わたくしは幼よう稚ち舎しやからこの学園の中にいたので外のことはよくわかりませんが、わたくしたちのような人種にとって生きにくい世界なのでしょう。だって春はる明あきさまったら決して目を合わせてはくださらないんですもの」

　光流ひかるの笑え顔がおに寂さびしさが滲にじむ。春はる明あきはとっさに「違ちがう！」と叫さけんでいた。光流ひかるの目が丸くなる。

「ち、違ちがうんだ！　こ、これには、わ、わけが……ある」

「見けん鬼きだからではないのですか？」

　春はる明あきは何度も頷うなずいた。

「お、俺おれには、同じ目を持つ祖父がいたから……辛つらくなかったと言えば、噓うそになるし、一時期ぐれかけたりもしたけど……で、でも、人の目が見られないのは、別に理由があるんだ」

「そうでしたの。──ごめんなさい。勝手なことを言いましたわ、それに不ぶ躾しつけでした」

「い、いや、気にかけてもらって、嬉うれしかったし……さ、さすが、クラス委員だな」

「──ありがとうございます」

　春はる明あきの右手が温かく柔やわらかいものに包まれた。光流ひかるがその小さな両手で春はる明あきの右手を包つつみ込こむように握にぎりしめたのだ。

「お慰なぐさめしようとしましたのに、わたくしの方が慰なぐさめられてしまいましたわね」

　光流ひかるが「うふふ」と笑い、頭の上でぷかぷかしていた柊ひいらぎが「ひっひっひっ」と笑う。

「よかったのぅ春はる明あき。早さつ速そくガールフレンドができて」

「なっ!?　何言ってんだ！」

「女の友達なのじゃからガールフレンドで間ま違ちがいあるまい？　のぅ賀か茂もの当主」

「わたくしのことは光流ひかるとお呼びください柊ひいらぎさま。それから、わたくしはガールフレンドでもかまいませんが、誤解を招く恐おそれがありますので、なるべく日本語でお願いいたしますわ」

　光流ひかるの大人な対応に、慌あわてふためいた自分が恥はずかしくなり、春はる明あきは空いている左手で顔を覆おおいうつむいた。




　宇う羅ら乃の僚つかさ学園高等部の校舎は、職員室などがある中央の本部、その西側の教室棟とう、保健室と食堂を含ふくむ北側の生活棟とう、生活棟とうの更さらに北にある体育館などの実技棟とう、東側にある特別棟とうの五つの区域にわかれている。

　特別棟とうには六つの建物があり、それぞれ理科室、家庭科室、音楽室、美術室、図書室、（文系の）資料室と呼ばれている。この六つの建物は、外装も内装もそっくりなので上級生でもたまに混乱することがあるらしい。

　そんな特別棟とうの廊ろう下かを巨きよ大だい化かした赤いヒヨコに続いて進みながら、春はる明あきは眉まゆをひそめた。

「な、なんか、あちこち、破は壊かいされたあとが……」

「ほとんど妖よう怪かいの仕し業わざですわ」

　進行方向ではなく春はる明あきの頭を見下ろしながら光流ひかるは応えた。

「よ、妖よう怪かいが、校舎を壊こわしたのか？」

「そのとおりですわ。でも元げん凶きようは生徒なんですの。──そろそろ見えてくる頃ころだと思うのですが……」

　言いながら光流ひかるはひょいっと赤いヒヨコの上から飛び降りた。

　赤いヒヨコは瞬またたく間まに掌てのひらサイズまでしぼみ、「ぴぃ」と鳴きながら光流ひかるの頭に収まった。

「あっ、ありましたわ」

　光流ひかるが指さした先を見ると、廊ろう下かの突つき当あたりにある窓とその周辺の壁かべがブルーシートで覆おおわれていた。そこを囲むように工事現場などでよく見かけるカラーコーンが置かれ、黄色と黒で交こう互ごに色づけされた棒がカラーコーンとカラーコーンを繫つないでいる。

　春はる明あきと光流ひかるはカラーコーンのすぐ傍そばまで近づいた。

「こ、これは？」

「盛せい大だいにやり過ぎた例ですわ。昨年度ご卒業された生徒の一人が記念にと校内の保管庫から妖よう怪かいが封ふう印いんされた品物を複数、持ち出して『この支配からの卒業だー！』と叫さけびながら実習棟とうで解放してしまいましたの」

「ふ、封ふう印いんって……」

　光流ひかるはカラーコーンに添そって窓辺に移動すると春はる明あきを手招き、窓の外を指し示した。

「一番端はしの建物だけ真新しいのがおわかりになりますか？　あれが実習棟とうですわ。妖よう怪かいが解放された際、建物が衝しよう撃げきで吹ふっ飛とんでしまいましたの。幸い、生徒のほとんどは帰宅したあとでしたので人的被ひ害がいはありませんでしたが、解放された妖よう怪かいたちがここから校内に入はいり込こんで暴れ回ったせいで、あちこち修理中なんですの」

「いやいやいや！　そもそもなんでそんな校舎を壊こわすような妖よう怪かいが校内に!?　封ふう印いんされていたからって普ふ通つう学校に保管しておかないだろう!?　っていうか保管庫って何!?」

「校舎を壊こわさない妖よう怪かいでしたら、いてもよろしいんですの？」

「いいも悪いも、妖よう怪かいなんてそこら中にいるだろう。──ものを壊こわす奴やつは滅めつ多たにいないけど」

　真まっ直すぐこちらを見み据すえる光流ひかるからそっと視線を逸そらし春はる明あきは言った。光流ひかるはきょとんとした顔で目を瞬しばたたかせてから、「うふふ」と嬉うれしそうに笑った。頭上で柊ひいらぎもふっと笑えみをこぼした。

「春はる明あきさまの仰おっしやるとおりですわ。しかし悲しいことに現代の陰おん陽みよう寮りようであるここには、問題のある妖よう怪かいや怪かい異いが絶えず運ばれてきますの。保管庫の場所は存じませんが、封ふう印いんされている妖よう怪かいや怪かい異いの数は、千を超えるとか……」

「そ、そんなに？」

「授業にも使いますのよ」

「じゅ、授業で、使うんだ……妖よう怪かい」

　光流ひかるは深々と首しゆ肯こうした。

「実際、解放された妖よう怪かいのほとんどは、先生と先せん輩ぱい方がたが授業がてら封ふう印いんし直したそうですわ」

　春はる明あきは「じゅ、授業がてら、ほとんど……」と呟つぶやき、周囲を見た。校舎の端はしだからか、それともその事件の影えい響きようなのか、妖よう怪かいは勿もち論ろん、生徒や教員の姿も見受けられない。

「実習棟とうが吹ふっ飛とんでしまったので封ふう印いんに使われていた器うつわも四散してしまって、どんな妖よう怪かいが何体解き放たれたのか正確なことは、まだわかっておりませんの。ただいつもよりも怪かい異いが多いようなので、何体か取り逃のがしているようだと言われていますわ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶなのか？　そ、その、学校から出ちゃったり、お、襲おそわれたりとか……」

「校舎には結界が張られていますので外には出られないと思いますわ。妖よう怪かいの方が強かったとしても、わたくしたちには、これがありますので大おお事ごとにはならないはずですわ」

　光流ひかるは誇ほこらしげにブレザーの裾すそをめくった。

　スカートのウエスト部分に取り付けられた革かわ製せいのケースが露あらわになる。

「そ、それって、生徒手帳入れ？」

「そのとおりですわ。この学園の生徒手帳には守護の力が込こめられていますの。身につけていれば大おお怪け我がを負うことはあっても死ぬことはありませんわ。だからこの学園では校則で生徒手帳の携けい帯たいが義務づけられていますの」

「そ、そんな理由が、あったんだ……」

　春はる明あきはブレザーの上から腰こしに取り付けた生徒手帳入れに触ふれた。

　芋いもづる式に転校が決まったと告げられたその日、説明に訪おとずれた学校関係者が何かというと、「学園では生徒手帳の携けい帯たいが義務ですので」と言っていたことを思い出した。相手の表情が思いの外ほか真しん剣けんだったので春はる明あきはひたすら首を縦に振ふり続けることしかできなかったのだが、今にして思うとあの学校関係者も必死だったのだろう。

　名前も覚えていない学校関係者に春はる明あきは心の中で礼を述べた。





※






　始業十五分前──春はる明あきたちは保健室へと続く渡わたり廊ろう下かを歩いていた。一通り特別棟とうを見終えたので、保健室にある春はる明あきの荷物を回収し、そのまま教室棟とうへと向かうことにしたのだ。

「水の匂においがするのぅ」

　渡わたり廊ろう下かの途と中ちゆうで、それまで比ひ較かく的てき大人しかった柊ひいらぎがぽつりとこぼした。春はる明あきが怪け訝げんな顔で見上げると柊ひいらぎは煙管キセルを銜くわえたまま鼻をひくひくさせていた。声をかけようと春はる明あきが口を開いた直後、前方を行く光流ひかるが「あっ」と声を上げ、「わたくしったらすっかり忘れていましたわ」と言いながら前ぜん鬼きの赤い羽う毛もうを軽く叩たたいた。前ぜん鬼きは「ぴぃ」と鳴き、窓辺へと移動した。

「春はる明あきさま、柊ひいらぎさま、あちらが実技棟とうですわ」

　光流ひかるに促うながされ窓の外を見ると、道場のような建物とアーチ型の屋根を持つ二階から三階建てくらいの建物が並んで建っていた。建物と建物の間には小さな空き地があり様々な草花が好き勝手に生えている。

「実技棟とうは、二ふた棟むねの体育館と、武道館、室内プール、部活棟とう、実習棟とうの総そう称しようですの。ここから見えるのは武道館と室内プールですわ」

　光流ひかるの説明を聞きながら春はる明あきは視線をアーチ型の屋根を持つ室内プールから道場のような武道館に移動させた。

「──……うん？」

　不意に正面から視線を感じた。しかし窓の外に人ひと影かげはない。眉み間けんにしわを寄せながら、もう一度注意深く正面を見る。──いた。武道館と室内プールの間にある空き地に、いつの間にか紫むらさき色いろのレトロなワンピースをまとった美女がいた。

　わずかな風になびく長い長い髪かみは、陽光に透すけるような黄こ金がね色いろ。冷たい印象の切れ長な瞳ひとみは、夕焼けを切り取ったような朱しゆ色いろをしている。

　美しい──しかし春はる明あきは、だまし絵を見ているような違い和わ感かんを覚えた。

「春はる明あきさま？」

　名を呼ばれはっとしながら振ふり返かえると光流ひかるが不思議そうな顔をしていた。

「熱心にご覧になっていたようですが、何かございましたか？」

「い、いや、そ、その……」

　金きん髪ぱつ美女を見ていました──とは言えず口をもごもごさせていると傍かたわらに降りてきた柊ひいらぎが煙管キセルで頰ほおを突つついてきた。

「どうせ、プールと聞いていやらしい妄もう想そうでもしておったのじゃろう？」

「し、してない！　変なこと言うな！」

「ごめんなさい、春はる明あきさま。プールの授業は男女別なんですの。ちなみに水みず組ぐみは火ひ組ぐみと一いつ緒しよですわ」

「べ、別に残念に思ってないから、謝あやまらないでくれ！」

「わかったわかった。そういうことにしておいてやろう。──ところで光流ひかる、プールと武道館の間にある空き地に何か白いものが見えるんじゃが、あれはなんじゃ？」

　春はる明あきはドキッとした。窓の外を見ると美女の姿はすでに消えていた。代わりに柊ひいらぎが言うように何か白い箱のようなものが佇たたずんでいた。

「あちらは、開かずの百葉箱ですわ」

　光流ひかるが明るい声で応える。

「あ、開かずの、百葉箱？」

　春はる明あきがうわずった声で繰くり返かえす。

「昼夜問わず奇き妙みような声が聞こえてくるようになったので何度か取とり壊こわそうとしたのですが、そのたび怪け我が人にんが出るので、もう何年も手つかずのままになっていますの。どうやら住すみ処かの定まらない妖よう怪かいたちが宿屋代わりにしているようですわ」

「そ、それは放っておいて、いいのか？」

「ここからではわかりづらいのですが、不用意に近づかないようにと警告の立て札が立ててありますの。それを無視して近づいたのならば、そのあとは何が起こっても自己責任ですわ」

「触さわらぬ神に祟たたりなし──……じゃのぅ」

　輝かがやく煙けむりを吐はきながら柊ひいらぎが意味ありげに微笑ほほえむ。

「それで柊ひいらぎさま、あの百葉箱が何か？」

「いや何、おぬしたちが授業を受けている間、広々とした風ふ呂ろでもあれば、いい暇ひまつぶしになると思ってのぅ。あの空き地は理想の広さなんじゃが……しかしそうか、壊こわせないのか。残念じゃ」

　冗じよう談だんと思ったらしく光流ひかるは「まぁ柊ひいらぎさまったら」と言って笑ったが春はる明あきは笑えなかった。祖父の家に個人宅とは思えないほど立派な露ろ天てん風ぶ呂ろがあったからだ。

　まさかという思いで柊ひいらぎを見ると、何やら思案顔で「あぶったいかを肴さかなに」「温ぬるめの燗かんを」等々──さわやかな朝の学まなび舎やにふさわしくない単語を甘あまい酒の匂においと共に垂れ流していた。

　春はる明あきは全力で聞かなかったふりをした。




「──あら？」

　保健室の扉とびらに手をかけたまま光流ひかるは小首を傾かしげた。その頭の上では、赤と青のヒヨコが身を寄せ合っている。

「ど、どうした？」

「鍵かぎがかかっていますわ。多分、事情を知らない先生が閉めてしまわれたのでしょう。わたくしが職員室に行って鍵かぎを借りてきますわ」

　そう言って光流ひかるは軽かろやかに駆かけ出だした。しかし数歩進んだところで立ち止まり振ふり返かえる。何かあったのかと春はる明あきが不安になった次の瞬しゆん間かん、光流ひかるは輝かがやくような笑え顔がおを浮うかべ、潑はつ剌らつとした声で「春はる明あきさま」と言った。

「正直に申し上げますと、わたくし浮うかれていましたの。だって幼よう稚ち舎しやから今まで、転校生なんてはじめてなんですもの。早くクラスにご案内したくてうずうずしておりましたのよ。でも、楽しみはあとに取っておくものでしょう？　だから我が慢まんしましたのよ。──うふふ。水みず組ぐみはとってもにぎやかで楽しいクラスなんですの。きっとお気に召めしていただけますわ。では、行ってまいりますわ」

　光流ひかるは決して速いとは言えない速度で廊ろう下かを駆かけていった。

　取り残された春はる明あきは、光流ひかるを見送ってから保健室の扉とびらに寄りかかった。

「なんじゃ、惚ほれたのか？」

「違ちがう」

　顔をのぞき込こんできた柊ひいらぎを手で追おい払はらい、息を吐はく。

「なんていうか、真まっ直すぐな視線とか言葉がむず痒がゆいっていうか……どう言えばいいんだ？」

　胸むなもとをさすりながら柊ひいらぎを見上げると、煙管キセルをふかしながら「知らん。人の機き微びをわしに訊きくでない」とつっけんどんに返されてしまった。

　先ほどよりも大きなため息を吐はき出だすが奇き妙みような感情は拭ぬぐえない。外の景色でも見て気持ちを落ち着けようと扉とびらから離はなれる。──と、背中に何かがぶつかった。結構な勢いがあったため、春はる明あきは数歩たたらを踏ふんだが転てん倒とうはなんとかまぬがれた。

　振ふり返かえると、青いブレザーを着た女の子が額を押おさえた状態でしゃがみ込こんでいた。

「え、あ、だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　スカートがめくれ露あらわになった太ももから視線を逸そらしつつ安否を問うと、女の子はふらつきながらも自力で立ち上がった。しかし、そのぱっちりとした目は涙なみだで潤うるんでいた。

「お願い、助けて！」

　はらりと涙なみだをこぼしながら女の子は春はる明あきの胸に飛とび込こんできた。

　柔やわらかな肢し体たいは服ふく越ごしでも温かく、酒とは違ちがう甘あまい匂においがした。

「えっ？　えっ？　えっ？」

「そこまでよ！」

　凜りんとした声が戸と惑まどう春はる明あきの耳じ朶だを打つ。はっとして顔を上げると廊ろう下かの先にも女の子がいた。こちらは赤いブレザーをまとい、革かわ製せいのベルトのようなものを右みぎ肩かたから左ひだり脇わき腹ばらにかけて袈け裟さ懸がけにしている。

　ついさっきまで動き回っていたのだろう、長い黒くろ髪かみの毛先はあっちにこっちに跳はねている。肌はだは白くなめらかで人形のようだが、黒目がちな瞳ひとみの中には、人形にはない苛か烈れつな感情が燃もえ盛さかっていた。

　顔といい立ち姿といい、文句のつけようのない正統派清純系美少女だ。

　しかし、その華きや奢しやな身体からだから発せられているのは、正統派熱血漢の気き迫はくだ。

　しかも、その手には何な故ぜか立派な竹たけ箒ぼうきが握にぎられていた。細い枝の束をこちらに突つきつける姿は、刀をかまえる武士のようだ。──現実は竹たけ箒ぼうきだが。

「逃にげても無む駄だよ！　神しん妙みように縛ばくにつきなさい！」

　ふっくらとした桜色の唇くちびるから使い古された台詞せりふが発せられる。──どこの時代劇だ。

　胸中で突つっ込こんでいるうちに冷静さを取とり戻もどした春はる明あきは、自分の胸に縋すがりつく女の子の存在を思い出した。目だけ向けると女の子の顔は青ざめていた。本気で怯おびえているようだ。

「いや、あの女の人、怖こわい！」

　女の子は春はる明あきに抱だきついた。胸部に柔やわらかな何かが押おしつけられる。

「なんじゃ春はる明あき。おぬし、つつましやかなのが好みなのか？　だからわしのでは反応しないのか？」

　傍かたわらまで降りてきた柊ひいらぎが唇くちびるを尖とがらせる。

「こんな状じよう況きようで何言ってるんだ！」

「ひっひっひっ──赤い顔で喚わめいても説得力はないぞ」

「あ、あの……」

　春はる明あきのブレザーの襟えりを摑つかみながら、女の子が震ふるえた声を出す。

「あの女の人が、急に追いかけてきたんです。私怖こわくって……お願いします、助けてください。あなたしか、いないんです。……なんでも、しますから」

「えっえっ!?　な、なんでも？」

「私、あなたになら、何をされてもかまいません……いいえ、あなたのものにして……」

　女の子はそっと春はる明あきの顔に自らの顔を近づけた。うっすらと笑えみを浮うかべた唇くちびるが、戸と惑まどい中ちゆう途と半はん端ぱに開いた春はる明あきの唇くちびるに寄せられる。しかし──

「すまんのぅ、これはもう契約済みわしのものじゃ」

　言い終えると同時に柊ひいらぎはふぅっと輝かがやく煙けむりを女の子の顔目がけて吐はき出だした。煙けむりを顔面に浴びた女の子は「ぎゃあっ！」と濁にごった悲鳴を上げ、両手で顔を覆おおいながら、よろよろと春はる明あきから離はなれていった。

「な──っ!?　何をするんだ!?　柊ひいらぎ！」

　春はる明あきが柊ひいらぎを見上げると、柊ひいらぎは煙管キセルを銜くわえながら「その娘むすめの顔をよく見てみぃ」と言った。

　眉み間けんにしわを寄せたまま春はる明あきは女の子に視線を戻もどした。

　女の子はうつむいていた。顔を覆おおっていた手は外され、腕うではだらりと垂らされている。

　春はる明あきの視線を感じたのか女の子はゆっくりと顔を上げた。その双そう眸ぼうに白目はなく、尖とがり突つき出でた鼻といい、耳もとまで裂さけた口といい、獣けものを彷ほう彿ふつとさせる容よう貌ぼうに様変わりしていた。

「──えっ？」

「ほぅ、今時珍めずらしい正しよう真しん正しよう銘めいの狐きつね憑つきのようじゃのぅ」

　瞠どう目もくし後ずさった春はる明あきの頭上で、柊ひいらぎがのんびりとした口調で告げる。

　獣けものの顔をした女の子は、爛らん々らんとした目で春はる明あきを睨にらみつけ、「グゥ……」と呻うめきとも威い嚇かくとも取れる音を口からこぼしながら、上体を前に倒たおし──両手の指先が床ゆかにつくと同時に床ゆかを蹴けった。

「捕つかまえて！」

　獣けものの顔をした女の子が四よつん這ばいの格好で春はる明あきの横を駆かけ抜ぬけていった直後、美少女の指示が飛んだ。その声には不思議と従わなければならないと思わせる何かがあった。

　だから考えるよりも先に春はる明あきの身体からだは動いていた。

　身をひるがえし一歩踏ふみ出だしながら前まえ髪がみを搔かき上あげ、疾しつ走そうする女の子の姿を視し認にんする。──直後、女の子の右手が内側に滑すべり、体勢が崩くずれた。手足が床ゆかから離はなれ、右半身を下にした横よこ倒だおしの格好で空に投げ出される。向かう先には、硬かたい壁かべしかない。

「っ！　危ない！」

　春はる明あきは少しだけふらつく身体からだを叱しつ咤たし、なんとか先回りすることに成功した。壁かべに背をつけ、向かってくる女の子の身体からだを全身で受け止める。

「──────っ！！！！！！！」

　痛いと思うより先に「重い」という言葉が脳のう裏りに浮うかんだ。女の子は、すぐに体勢を整え床ゆかに降り立ち、こちらを振ふり返かえった。獣けものの顔に驚おどろきが広がる。しかし、それはすぐに敵意に塗ぬり替かえられた。

「かぁっ！」

「うわっ！」

　声というより呼気に近い音を発しながら、女の子は鋭するどく尖とがった爪つめが並ぶ右手を春はる明あきの顔面目がけ突つき出だした。それを間かん一いつ髪ぱつ避よけつつ、春はる明あきは女の子の背後に回まわり込こみ羽は交がい締じめにした。

「しゃあっ！　ぐぅぅぅぅぅぅ！　かぁっ！」

　拘こう束そくから逃のがれようと女の子はがむしゃらに暴れた。尖とがった爪つめで容よう赦しやなく春はる明あきの手を引ひっ搔かき、遠えん慮りよなく足を踏ふみつける。

「痛い痛い！　ちょっ！　大人しくしてくれ！　──つ、次はどうすればいい!?」

「そのまま！」

　赤いブレザーの美少女はすでに廊ろう下かを疾しつ走そうしていた。竹たけ箒ぼうきを左ひだり腰こしに差した見えない鞘さやに収め、右手でしっかりと柄えを握にぎりしめたまま、真まっ直すぐこちらに向かってくる。

　その姿は、美しい女子高生ではなく孤こ高こうの武人のようだった。そして──

「ネガティブ──退・散！」

　恐おそるべき速さで抜ばつ刀とうされた竹たけ箒ぼうきが女の子の腹部を薙なぐ。

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくを経て、獣けものの顔をした女の子の口から空気の塊かたまりが吐はき出だされた。そしてそれが呼び水になったのか、女の子の身体からだから黒い靄もやが勢いよく噴ふき出だした。美少女が慌あわてて飛とび退のく。

　黒い靄もやが出切ると女の子は気を失い、その場にくずおれた。その顔に獣けものの面おも影かげは微み塵じんもない。

　女の子と一いつ緒しよにしゃがみ込こんだ春はる明あきは、小さく安あん堵どの息を吐はいてから天てん井じようを見上げた。その視線の先で一箇か所しよに集まった黒い靄もやが、ぽんっと軽快な音を立て、長く太い尻尾しつぽを持つ四つ足の獣けものに変じる。体毛は黒く、目は燃もえ盛さかる炎ほのおのように赤い。中型犬のようだが細部が微び妙みように異なっている。

　その獣けものの額にどこからか飛んできた白い短たん冊ざく状じようの紙が貼はりついた。紙には何か書かれていたが、それが文字なのか模様なのか、はたまた絵なのか春はる明あきには判別できなかった。

　獣けものは額に紙を貼はりつけたまま春はる明あきの傍かたわらに落ち、悶もだえだした。

　春はる明あきは獣けものに手を伸のばした。苦しそうな獣けものを憐あわれに思ったのか、それとも別の理由があるのか──それは春はる明あき自身にもわからない。

　獣けものは威い嚇かくしてきたが春はる明あきはかまわず、貼はりついている紙かみ越ごしに獣けものの額を撫なでた。

　先ほど女の子に引ひっ搔かかれた手ての甲こうから血が流れ落ち、紙を汚よごす。──と、獣けものは動くのを止やめ、まん丸な眼まなこで春はる明あきを凝ぎよう視しした。その身体からだが一いつ瞬しゆん、白い光に包まれる。光が引くと獣けものの体毛は黄こ金がね色いろに、目は濃こい茶色に変わっていた。

「……狐きつね？」

　春はる明あきの呟つぶやきが聞こえたのか、獣けもの──狐きつねは小さく頷うなずくような動作をした。その表情はとても穏おだやかだった。

　ふと視線を上げると、焦あせった表情の美少女が近づいてくるのが見えた。

　美少女は何事か叫さけんでいた。その手には狐きつねの額に貼はりついた紙と同じものが数枚握にぎられていた。春はる明あきは何か応えようと口を開き──……そこでふつりと意識が途と切ぎれた。





※






　チャイムの音に導かれ目を開けると、見慣れてはいないが見覚えのある真っ白な天てん井じようが見えた。数度瞬まばたきをしてから上半身を起こす。春はる明あきは白で統一されたベッドの上にいた。後頭部を搔かきながら周囲を見み渡わたす。

「……ここ、最初に通された保健室、だよな」

　それは問いかけではなく確かく認にんだった。長机の上には真新しい教科書が、パイプ椅い子すの足もとには、自らの鞄かばんが立てかけられている。──と、胸と腹にじくじくとした鈍にぶい痛みが生じた。

「いてててて……」

　腹を守るように両手をあて背中を丸める。ふと視界に入った両手の甲こうには、大きな絆ばん創そう膏こうが貼はられていた。両手を目の高さに上げ、しげしげと眺ながめる。

「──あっ！」

　記き憶おくは唐とう突とつに蘇よみがえった。

「そうだ、俺おれ、狐きつね憑つきを捕つかまえて、引ひっ搔かかれて、狐きつねが出てきて……気を失ったのか？　──で、保健室にＵターン……ははは、ヘビーな転校初日だな」

　乾かわいた笑いが口からこぼれる。

　不意に視界の端はしで何かが動いた。見ると春はる明あきが現在進行形で身をゆだねているベッドの上で掛かけ布ぶ団とんが不自然に盛り上がっていた。しかも、もぞもぞと動いている。

　春はる明あきは思い切って掛かけ布ぶ団とんをめくった。そして──

「………………──うわぁわわわっ！！！！！　──ぅ──わっ！」

　はじかれたように後ずさり──握にぎりしめた掛かけ布ぶ団とんごとベッドから落下した。背中をしたたかに打ちつけたが今はそれどころではない。すぐさま立ち上がり、真っ赤な顔でベッドを見下ろしながら叫さけぶ。

「お、お前！　何してるんだよ!?」

　ベッドには柊ひいらぎが横たわっていた。いつも羽織っている赤い衣ころもをシーツの上に広げ、普ふ段だんからあちこち乱れている着流しを更さらに乱し、肩かたやら膝ひざやら太ももやらを露あらわにしたあられもない姿を白日の下もとにさらしている。

　柊ひいらぎは気け怠だるそうに片手で髪かみを搔かき上あげ、その緑の瞳ひとみを春はる明あきに向けた。

「春はる明あきぃ……」

　かすれた声に春はる明あきはドキッとした。よく見ると柊ひいらぎの頰ほおは赤く、呼吸も少し乱れている。こちらを見上げる緑の瞳ひとみも涙なみだでけぶっている。乱れた着物と相まって、その姿は毒々しいほど色っぽかった。

「……わしは、わしはもう、駄だ目めかもしれない」

「えっ？」

　柊ひいらぎは自分で自分を抱だきしめながら、そっと視線をベッドの下に落とした。

「身体からだが……うまく動かないのじゃ」

「ど、どうして……？」

　柊ひいらぎは悔くやしそうにくっと唇くちびるを嚙かみしめてから、どこかを指さした。指先から伸のびる見えない線を辿たどると灰色に塗ぬられたスチール製の棚たながあった。上はガラス製、下はスチール製の引き戸になっている。ガラス製の引き戸の向こうには、瓶びんや箱が乱雑に収納されていた。

「あそこの一番下の棚たなに特効薬があるんじゃが……結界が張られていて、わしでは、開けられないのじゃ」

「それがあれば治るのか？」

　柊ひいらぎは弱々しく頷うなずき、「これが鍵かぎじゃ」と言って、銀色の鍵かぎを春はる明あきに手て渡わたした。春はる明あきは「わかった」と言って棚たなに駆かけ寄より、渡わたされた鍵かぎで一番下のスチール製の引き戸を開けた。

　中には数本の大きな瓶びんが保管されていた。一番手前の一本を手に取り──春はる明あきは固まった。

「どうした、春はる明あき。早く……早く、特効薬を……」

　ベッドの上で身をよじりながら柊ひいらぎが憐あわれっぽい声で懇こん願がんする。

「あの、柊ひいらぎさん」

　春はる明あきは瓶びんに貼はられたラベルを見下ろしながら柊ひいらぎに声をかけた。

「なんじゃ？」

「俺おれの目に間ま違ちがいがなければ、この瓶びんには大だい吟ぎん醸じようって書かれているのですが？」

　しかもご丁てい寧ねいなことに、『※お浄きよめ用！　吞のむべからず！』と書かれた紙も貼はってある。

「……酒は百薬の長じゃ」

　柊ひいらぎの返答を聞き終える前に、春はる明あきはそっと瓶びんを元の場所に戻もどし、しっかりと鍵かぎもかけ直した。

「あ──っ！　わしの酒！」

「お前のじゃない！」

　振ふり返かえると柊ひいらぎは着流しを乱したままベッドの上で仁に王おう立だちしていた。その顔に先ほどまでの弱々しさはなく、代わりに『不満』の二文字が鎮ちん座ざしていた。

「大だい吟ぎん醸じようがすぐ傍そばにあるというのに何な故ぜ吞のんではいかんのじゃ!?」

「むしろ、どうして吞のんでいいと思ってるんだよ!?」

　柊ひいらぎは腕うでを組み、春はる明あきの問いを鼻で笑った。

「春はる明あき、忘れたのか。わしは酒しゆ吞てん童どう子じ──酒を吞のむ鬼き神じんよ。誰だれもわしから酒を奪うばうことはできないのじゃ。むしろ、この世のすべての酒はわしのためにあると言っても過言ではない。だから、その大だい吟ぎん醸じようたちもわしのものじゃ！」

「そう言ってじいちゃんの家にあった酒全部吞のんで、ばあちゃんに怒おこられてなかったか？　一週間の禁酒令つきで」

「う──うるさいうるさい！　ともかくそこの大だい吟ぎん醸じようを持ってこい！」

「自分で取りに来ればいいだろう？」

「妙みような結界が張ってあって触さわれないんじゃよ！　結界を解くこともできるが、その時はこの校舎もろとも崩くずれ去さるぞ？　それでもよいのならば遠えん慮りよなく──」

「そこは遠えん慮りよしてくれ！」

「あぁ～～～～うぅ～～～～酒が吞のみたい！　吞のみたい吞のみたい！　の～み～た～い～！」

　柊ひいらぎは再びベッドの上に寝ね転ころがり、両手両足をジタバタさせた。

「……駄だ々だっ子こか」

　春はる明あきの声は芯しんから冷えていた。柊ひいらぎは頰ほおを膨ふくらませながら上半身を起こし──何かひらめいたのか、ぽんっと手を打ったかと思うと艶つやっぽく微笑ほほえみながら立ち上がった。

「なぁ春はる明あき。わしにそこの酒を献けん上じようすれば、もっといいものを見せてやるぞ？」

　言いながら柊ひいらぎは片手で襟えりを軽く引っ張り、もう片方の手で裾すそを持ち上げ、更さらに肌はだをさらした。

　春はる明あきは唾つばを吞のみ込こみ──首を左右に振ふった。

「駄だ目めだ」

「ならば！　理科室のエタノールから家庭科室のミリンに至るまで吞のみ尽つくすぞ！」

「そんなことしたらここの大だい吟ぎん醸じようをトイレに流す！」

「なっ！　なんとむごいことを！　この鬼おに！　鬼き畜ちく！」

「鬼おにはお前だろう！」

　柊ひいらぎはしばらく恨うらめしそうに春はる明あきを睨にらんでいたが、やがて諦あきらめたのか飽あきたのか、ベッドの上に敷しきっぱなしになっていた赤い衣ころもを摑つかみ、袖を通した。するとどういうわけか着流しの乱れが直り、いつもどおりの姿に戻もどった。そのまま袖そでから取り出した煙管キセルを尖とがらせた自身の唇くちびるに突つっ込こみ、天てん井じよう近くに浮うかび上あがる。

　春はる明あきは詰つめていた息を吐はき出だしベッドに戻もどった。端はしに腰こしかけ、一息つく。

「──そういえば、あの子は大だい丈じよう夫ぶだったのか？」

「あの子？」

　煙管キセルを銜くわえたまま柊ひいらぎが小首を傾かしげる。

「あの狐きつねに憑つかれていた……」

「あぁあの娘むすめっ子なら無事じゃよ。少々生気を吸われておったようじゃが少し寝ねれば治るじゃろう。ちなみに、おぬしは妖よう狐この気にあてられて気を失ったんじゃ。軟なん弱じやくじゃのぅ」

「はいはい、どうせ俺おれは軟なん弱じやくですよ。──それで狐きつねの方は？　額になんか変な紙が貼はりついて、苦しそうにしてたけど……」

　柊ひいらぎは軽く目を瞠みはってから、「そっちも無事じゃ」と応えた。

「おぬしの言う変な紙は捕ほ縛ばく用ようの札で、貼はりついた妖よう怪かいの自由を奪うばう以外の害はない。狐きつねは、あとから来た教師だというスーツの男がどこかに連れて行きおった」

「えっ!?　それって大だい丈じよう夫ぶなのか？　殺処分されたりしてないよな？」

「人に憑つくのは奴やつらの性さがじゃ。それを責めたりはせんじゃろう。怨おん念ねんや邪じや気きもうまいこと浄じよう化かされておったしのぅ」

「そっか……」

　ふっと吐はき出だした息には、安あん堵どと疲ひ労ろうの色があった。

「安心したか？」

　首しゆ肯こうすると柊ひいらぎは透すかさず「憎にくいとは思わんのか？」と問いを重ねた。

　春はる明あきは首をひねった。

「どうして憎にくく思う必要があるんだ？」

「おぬし、彼奴あやつに引ひっ搔かかれて怪け我がをしたじゃろう？　身を挺ていして助けたにも拘かかわらず……」

「助けたのは俺おれがそうしたかったからだ。でも、あっちは逃にげたかった。だから俺おれを引ひっ搔かいた。そりゃあ嬉うれしくはないけど、狐きつねにだって何か事情があったんだろう。憑つかれていた女の子も無事だったし、狐きつねも殺処分されないんなら、それでいいじゃないか」

　柊ひいらぎはきょとんとしてから「ひっひっひっ」と嬉うれしそうに笑った。

「さすがは安あ倍べ家当主！　器うつわが違ちがうのぅ」

「からかっているのか？」

「まさか！　わしはただ嬉うれしいだけじゃ」

　真しん摯しな色を宿した緑の瞳ひとみに優やさしく見み据すえられ、春はる明あきの頰ほおに朱しゆが走る。それを見た柊ひいらぎが「ひっひっひっ」といつものように笑った。

「そ、そういえば、今何時なんだ？」

　視線を巡めぐらせながら春はる明あきは強ごう引いんに話題を変えた。

　壁かべかけ時計はすぐに見つかったが、その短針と長針が指し示す時刻を見て春はる明あきは呆あつ気けに取られた。慌あわてて生徒手帳を取り出し時間割を確かく認にんする。

「……噓うそ、だろ？　もう三時間目終わってる……」

　夢うつつに聞いたチャイムは、三時間目の終しゆう了りようを告げるものだったらしい。

「俺おれ、そんなに寝ねて……いや、気を失ってたのか。うわぁ……教室行きたくない……」

「何な故ぜじゃ？」

「悪目立ちするだろ。ただでさえ妙みような時期の転校生は目立つのに遅おくれて登校なんて！　いや、ちゃんと学校にはいたけどさ……。賀か茂もさんにもなんて言っていいのか……待っているように言われたのに……──あぁ、でも行かないわけにはいかないよな。遅おくれれば遅おくれるほど気まずいし。でも、俺おれ、教室の場所知らないしなぁ……」

「ならば訊きけばよかろう。廊ろう下かには人がうじゃうじゃおるぞ」

　途と方ほうに暮れる春はる明あきに柊ひいらぎが笑え顔がおで提案する。──春はる明あきが人見知りと知った上での発言なので、当然そこに含ふくまれているのは悪意だ。

「おぬしがどうしてもと言うのであれば、そこの大だい吟ぎん醸じようと引ひき替かえにわしが訊きいてきてやってもよいぞ？」

　──撤てつ回かい。そこに含ふくまれていたのは悪意ではなく取り引きだった。

　春はる明あきは顔を逸そらすことで拒きよ否ひの姿勢を見せた。柊ひいらぎは煙管キセルを銜くわえたまま器用に舌打ちした。




「あぁっ！　よかった！　気がついたんだね！」

　扉とびらが開く音に続き、明るい声が保健室に響ひびいた。ベッドに腰こしかけたまま、うだうだしていた春はる明あきは、ビクリと背筋を正し扉とびらの方を見た。

　竹たけ箒ぼうきを背中に装備した美少女がこちらに近づいてくる。

　狐きつね憑つきの女の子を追っていた、あの美少女だ。長い黒くろ髪かみはさらさらとしていて一いつ切さいの癖くせがない──にも拘かかわらずよく動くせいか毛先が跳はねているように見える。袈け裟さ懸がけにしているベルトのようなものは、竹たけ箒ぼうきを背中に固定するための道具らしい。

「大だい丈じよう夫ぶ？　気持ち悪くない？　何度も様子見に来たんだけど、全然起きる気配がなくて……先生は大だい丈じよう夫ぶだって言ってくれたんだけど心配で心配で……本当にごめんなさいっ！」

　勢いよく頭を下げる美少女に春はる明あきは慌あわてて「い、いや、その、お、俺おれは大だい丈じよう夫ぶだから、気にしないで」と告げた。

「本当に大だい丈じよう夫ぶ？」

　恐おそる恐おそる顔を上げた美少女に念ねん押おしされ、春はる明あきはコクコクと頷うなずいた。

「えっと──じゃあ改めて！　朝は協力してくれてありがとう！　私、火ひ組ぐみ一年の田た村むら三み鈴すず。田んぼの村に三つの鈴すずって書くの」

　三み鈴すずは空に指で文字を書きながら説明した。前まえ髪がみを留とめている鈴すずをモチーフにした漆うるし塗ぬりの髪かみ飾かざりが存在を主張するように上品な光こう沢たくを放つ。

「あ、あの、お、俺おれは……」

「安あ倍べ春はる明あき君でしょ。光流ひかるちゃんが教えてくれたよ。春はる明あき君って呼んでもいい？」

　春はる明あきは再びコクコクと頷うなずいた。前まえ髪がみの隙すき間まからのぞくと三み鈴すずは太陽のように微笑ほほえんでいた。

　その笑え顔がおに春はる明あきは何な故ぜか懐なつかしさを覚えた。

「それから柊ひいらぎさま、ですよね？」

「名は間ま違ちがっていない。しかし、さまづけで呼ばなくともよいぞ？」

「そうですか。じゃあ柊ひいらぎさんでいいですか？」

　柊ひいらぎは「よいよい」と言って指でもてあそんでいた煙管キセルを銜くわえ直した。

「それでね春はる明あき君。いきなりなんだけど、お昼一いつ緒しよに食べない？　お礼もしたいし」

「えっ？　お、お昼って……」

「お昼はお昼だよ。お昼ご飯。……──あっ、もしかして先約ある？」

　へにゃっと不安そうに眉まゆ尻じりを下げる三み鈴すずに、春はる明あきは「な、ない、です」と正直に応えた。

　三み鈴すずの顔に太陽が戻もどってくる。そのことに春はる明あきは心の底から安あん堵どした。理由はわからない。しかし彼かの女じよの顔を曇くもらせてはいけないと本能が告げるのだ。

「じゃあお昼休みに食堂に集合ね！　それじゃあ、私、次は移動教室だからもう行くね」

　ようやく落ち着きを取とり戻もどした毛先を再び跳はねさせながら、三み鈴すずは身をひるがえし、あっという間に保健室をあとにした。

「少々落ち着きが足りないが、可愛かわいい娘むすめじゃのぅ」

　春はる明あきの頭の上に座すわりながら柊ひいらぎが煙管キセルをふかす。

　充じゆう満まんする酒の匂においの中、微かすかに香かおる花のような匂においに春はる明あきはしばし浸ひたっていた。しかし、再び鳴なり響ひびいたチャイムの音に現実を思い出した。

「──教室、どこだ？」










　　　［二時間目］





※






　畳たたみ敷じきの広間に、彼かの女じよは一人佇たたずんでいた。

　瞼まぶたは隙すき間まなく下ろされているが、美しい女だ。細い肢し体たいを紫むらさき色いろのワンピースで覆おおっている。背を覆おおう髪かみは自然な黄こ金がね色いろ。肌はだは病的に白いが、そこに弱々しさはない。むしろなんとも危ない色気を放っている。

　彼かの女じよは艶なまめかしいため息をもらした。


「御ご前ぜ、御ご前ぜ。我らが御ご前ぜは、いずこにおられる？」



　麗うるわしい唇くちびるからこぼれたそれは、奇き妙みように濁にごっていた。

　男の声にも、女の声にも、老人の声にも、幼児の声にも似ているようで似ていない。

　目を閉じたまま彼かの女じよはふらりと動き出した。髪かみとスカートをひらひらとなびかせながら、彼かの女じよは舞まった。手や足の動きに合わせて赤い火の玉が生じ、たどたどしい舞まいに花を添そえる。

　ふっと持ち上げられた瞼まぶたの下には、火の玉よりも赤い灼しやく熱ねつの眼まなこがあった。

　その眼まなこで闇やみに覆おおわれた天てん井じようの一角を見み据すえ、彼かの女じよは歌う。


「御ご前ぜ、御ご前ぜ。我らが御ご前ぜは、いずこにおられる？」



　──と、音もなく天てん井じように巨きよ大だいな円形の鏡が現れた。


「御ご前ぜのためならば、我らはなんでもいたしましょう」



　──と、巨きよ大だいな鏡に、青、白、赤、黒のブレザーをまとった男女が行ゆき交かう廊ろう下かが映し出された。


「御ご前ぜが望むならば、数多あまたの人に取り憑つき、その命をあなたに捧ささげましょう」



　──と、巨きよ大だいな鏡に、整然と並べられた机に向かう男女の姿が映し出された。


「引ひき裂さいたその足を、腹を、胸を、腕うでを、頭こうべを、腸はらわたを、御ご前ぜに捧ささげましょう」



　──と、彼かの女じよの周囲を舞まっていた火の玉が、漆しつ黒こくの毛皮を持つ獣けものに変じた。


「我らが御ご前ぜは、いずこにおられる？　──我らが御ご前ぜは、いずこにおられる？」



　──と、巨きよ大だいな鏡に、赤いブレザーをまとったオールバックの見目のいい少年が映し出された。





※


















「はい、皆みなさん注目してください」

　坂さか田たの言葉に水みず組ぐみ一年の生徒たちは素す直なおに従った。

　四時間目の授業開始を告げるチャイムから十分後。教室棟とうの三階にある水みず組ぐみ一年の教きよう壇だんには、四時間目の担当教員──ではなく、クラス担任の坂さか田たと、彼かの女じよに伴ともなわれてようやく自らの教室に辿たどり着ついた転校生──安あ倍べ春はる明あきの姿があった。

　チャイムが鳴り止やんですぐ保健室にやって来た坂さか田たを見て春はる明あきは不覚にも泣きそうになった。なんでも休み時間のたびに様子を見に来てくれていたらしい。春はる明あきが教室の場所がわからないと正直に告げると、「そうだと思いました」と言って快く案内を引き受けてくれた。

「紹しよう介かいが遅おそくなってしまいましたが、今日から皆みなさんのクラスメイトになる安あ倍べ春はる明あきさんと式しき神がみの柊ひいらぎさんです。──では春はる明あきさん、簡単な自己紹しよう介かいと何か一言、お願いします」

　春はる明あきは、小さく頷うなずき半歩前に出た。この流れは想定していたので昨晩のうちに「安あ倍べ春はる明あきです。よろしくお願いします」という必要最低限の文句を何十回と練習しておいたのだ。バクバクと激しい音を立てている心臓を落ち着かせるため、すっと息を吸すい込こみ両手を握にぎりしめる。

「あ！　安あ倍べ春はる明あき、です。よ、よろしく、お願いします！」

　初っぱなから声が裏返ったが、なんとか言い切ることができた。

　クラスメイトは笑え顔がおで拍はく手しゆを返してくれた。安あん堵どの息を吐はき出だした春はる明あきの頭に、柊ひいらぎが腰こしかける。そろえた両足を春はる明あきの右みぎ肩かたに乗せ、煙管キセルを口もとから離はなし、ふぅっと輝かがやく煙けむりを吐はき出だす。

「──わしは柊ひいらぎじゃ。主あるじ共々、仲良う頼たのむ」

　言いながら柊ひいらぎはわざとらしく科しなをつくり足を組んだ。男子生徒の間から「おぉっ！」と歓かん声せいが上がる。腰こしを浮うかせている生徒も何人かいた。しかし、坂さか田たが「ごほん」と咳せき払ばらいすると、慌あわてて椅い子すに座すわり直し背筋を伸のばした。柊ひいらぎが「ひっひっひっ」と笑う声が聞こえた。




　春はる明あきの席は、窓まど際ぎわから二番目の一番後ろだった。窓側のお隣となりさんは賀か茂も光ひかる流で、「こちらですわ」と言って手を振ふってくれた。廊ろう下か側がわのお隣となりさんはいない。朝のことを謝あやまるよりも先に「ご無事で何よりですわ」と言われてしまい、春はる明あきは感謝と謝罪の意を込こめて会え釈しやくした。

　坂さか田たは春はる明あきが席に着くのを見届けてから教室をあとにした。入いれ替かわりに窓まど際ぎわで待機していた四時間目の担当教員が「じゃっ続きはじめまぁ～す」と言って授業を再開させた。ちなみに教科は『呪じゆ術じゆつ史し【日本】』だ。

　教員は慣れた手つきで黒板に、『平へい安あん京きよう』『陰おん陽みよう寮りよう』等々、書かき込こんでいく。

　柊ひいらぎは「子供は勉強することが仕事じゃ。わしは仕事の邪じや魔まはせぬ」と言って天てん井じよう付近でぷかぷかしている。春はる明あきは誰だれにも邪じや魔まされることなく真新しい教科書とノートを机の上に出し、使い慣れたシャープペンシルを手に取り、顔を上げた。

　──と、廊ろう下か側がわの真ん中付近の席で、男子生徒があくびをするのが見えた。その頭の上で、山やま伏ぶしの格好をした鴉からす天てん狗ぐがまったく同じタイミングであくびをする。

　思わず吹ふき出だしそうになるのを手で押おさえ、春はる明あきは視線と意識を黒板に向けた。

　──と、教きよう壇だんのすぐ目の前の席に座すわっている女子生徒が舟ふねをこいでいた。尾おが二つに裂さけた純白の猫ねこ又またがその肩かたに乗り、猫ねこパンチを浴びせるが起きる気配がない。隣となりの席の男子生徒が呆あきれ顔で女子生徒と猫ねこ又またを眺ながめている。その身体からだには巨きよ大だいな蛇へびが巻きついていた。

　少し視線をずらせば、ほかにも、なんだかよくわからない黒い塊かたまりを複数身体からだに貼はりつけている女子生徒や、半はん透とう明めいの幼児を背負っている男子生徒の姿が目に飛とび込こんでくる。

　──水みず組ぐみはとってもにぎやかで楽しいクラスなんですの──

　脳のう裏りに響ひびく光流ひかるの言葉に頷うなずきつつ、春はる明あきは誰だれにともなく呟つぶやいた。

「さ、さすがは宇う羅ら乃の僚つかさ学園──っ！」





※






「さぁ春はる明あきさま、参りますわよ！」

　そう言って、四時間目の授業が終わり昼休みに移行して早々、光流ひかるは春はる明あきの左手首を摑つかんだ。

　のそのそと教科書などを片付けていた春はる明あきは、震ふるえる声で「ま、参るって？」と問いかけた。

「三み鈴すずちゃんとお約束をしたのでしょう？　女の子を待たせてはいけませんわ」

「っ!?　ど、どうしてそれを!?」

「三み鈴すずちゃんからおうかがいしましたの。わたくしと三み鈴すずちゃんは中等部からのお友達なんですのよ。あっ、昼食はわたくしも同席させていただきますわ。別に春はる明あきさまのことを疑っているわけではありませんのよ。でも、殿との方がたは狼おおかみだといいますし、三み鈴すずちゃんはわたくしの大切な大切なお友達ですの」

「いやいやいや！　何言ってんの!?　昼ご飯食べるだけでしょ？　だよね？　ですよね!?」

　頭上で柊ひいらぎが、「モテモテじゃのぅ」と言って笑っていたがそれどころではない。

　左手首をぐいっと引っ張られ春はる明あきは反射的に空いている右手で机の縁へりを摑つかんだ。机が揺ゆれ、しまい忘れていた消しゴムが床ゆかに落ちる。

「あっ……」

　消しゴムは床ゆかの上を跳はね、転がり──小さな手に捕とらえられた。

　小さな手の持ち主は、着物をまとった女の子だった。顔立ちなどは五歳さいくらいに見えるが背せ丈たけは歩きはじめた赤あかん坊ぼうくらいしかない。

　女の子は、両手で消しゴムを掲かかげ持ち春はる明あきのところまで持ってきてくれた。春はる明あきは「ありがとう」と言って消しゴムを受け取り机の上に置いてから、狸たぬきの耳が生えている小さな頭を優やさしく撫なでた。女の子はにこーっと嬉うれしそうに微笑ほほえみ、軽い足取りで踵きびすを返した。遠ざかる帯の下で狸たぬきの尻尾しつぽが右に左に揺ゆれている。

　光流ひかるが「うふふ」と笑うのが聞こえた。

　振ふり返かえると、春はる明あきの左手首を摑つかんだまま光流ひかるは優やさしく微笑ほほえんでいた。

「水みず組ぐみの生徒は、憑つき物もの筋すじや式しき神がみ持もちが多い裏の跡あと取とりが主なんですの。だから四クラスの中で、一番にぎやかなんですのよ」

「うら？」

「表と裏の裏ですわ」

　言いながら光流ひかるは机の上の消しゴムをひっくり返した。

「お、陰おん陽みよう師じとかって、そもそも裏うら稼か業ぎようで、う、裏も表もないんじゃないのか？」

「詳くわしいことは道々お話しいたしますわ。昼休みが長いとは申しましてもかぎりはありますもの。今はまず、食堂に向かうことが先決ですわ」

　そう言って、光流ひかるは半ば引きずるような形で春はる明あきを廊ろう下かに引っ張り出した。──賀か茂も光ひかる流は、体力の代わりに腕わん力りよくを有しているらしい。

　春はる明あきの左手首をその小さな右手で拘こう束そくしたまま光流ひかるはのんびりとした足取りで廊ろう下かを進んでいく。春はる明あきはその斜ななめ後方を重い足取りでついて行った。自分よりも小こ柄がらな女の子に力負けしたことで、男としてのなけなしの矜きよう恃じと抵てい抗こうする意思が同時に砕くだかれてしまったのだ。

「陰おん陽みよう師じは確かに普ふ通つうの求人誌には載のらない職業ですし、社会の裏や人間の闇やみを垣かい間ま見みてしまう職業でもありますが、犯罪は御ご法はつ度との健全かつクリアな職業なんですの」

　進行方向を向いたまま光流ひかるは先ほどの続きを話し出した。

「は、犯罪が御ご法はつ度となのは、普ふ通つうだと思うけど……」

「えぇそのとおりですわ。ですから、陰おん陽みよう師じもちょっと特とく殊しゆではありますがあくまで普ふ通つうの職業ということですわ。裏というのも別に悪いことをしているわけではありませんのよ。そうですわねぇ……感覚としては、伝統を重んじつつ別のジャンルとの融ゆう合ごうに成功したのが表で、昔ながらの製法と人脈を守り続けているのが裏ですわ。安あ倍べ家と賀か茂も家はどちらも裏ですのよ。表は名字も違ちがうので事情を知らなければまったく別のお家うちと思われても仕方ありませんわね」

「み、名字も違ちがうんじゃもうまったくの別物じゃ……」

「そこはそれ、大人の事情というやつですわ」

　不意に光流ひかるの足が止まった。

「か、賀か茂もさん？」

　春はる明あきが呼びかけるが光流ひかるは応えない。代わりに何事か呟つぶやきながら左ひだり腕うでを前方に伸のばした。──と、その開かれた掌てのひらに何かがぶつかり放電に似た音を立てながら粉々に砕くだけ散ちった。新緑の香かおりを放ちながら舞まい散ちるそれは、鮮あざやかな緑色をしていた。

「……笹ささの葉？」

　床ゆかに落ちた欠片かけらを見て、春はる明あきは呆ぼう然ぜんとしながら呟つぶやいた。

「術を施ほどこし、ナイフのような切れ味を持った──が頭につきますが、そのとおりですわ。ちなみに狙ねらわれていたのは春はる明あきさまの首ですわ」

「く、首っ!?　──っていうか今、俺おれ、狙ねらわれてたの!?　なんで!?　しかも首って──殺す気満々!?」

「生徒手帳があれば死ぬことはありませんわ。──しかし、だからといって許される行こう為いではありませんわ。まったく、品性の欠片かけらもない粗そ暴ぼうな挨あい拶さつですわね」

　光流ひかるは春はる明あきの手首から手を離はなし、汚よごれを落とすように先ほど笹ささの葉を受けた手を軽く振ふった。その目は真まっ直すぐ一点を見み据すえている。

　廊ろう下かにいる生徒たちはそそくさと壁かべ際ぎわに移動した。驚おどろきはすっかりなりを潜ひそめ、期待と興奮がその頰ほおを染めている。扉とびらや窓を開け放ち、そこから身を乗り出している生徒もいる。

　春はる明あきをのぞいた全員が、今、何が起こったのかを理解しているのだ。そして、これから何が起こるのかも彼かれらは知っている。

　どこか浮うかれた空気を制したのは、足音だった。

　宇う羅ら乃の僚つかさ学園高等部指定上うわ履ばきから、こんな音が出るのか!?　──と思わせる高貴な音を立てながら、ぽっかりと空いた廊ろう下かの真ん中に悠ゆう々ゆうと姿を現したのは、赤いブレザーを着た背の高い男子生徒だった。

　すっとした目鼻立ちといい、赤みを帯びた形のいい唇くちびるといい、文句のつけようのない美男子だ。男にしてはやや長い髪かみをオールバックにしているが、それが嫌いやみなく似合っている。

　男子生徒は光流ひかると数歩の距きよ離りを置いて足を止めた。あちこちで黄色い悲鳴が上がる。男子生徒はにっこりと微笑ほほえみ、女子生徒たちに軽く手を振ふった。──手慣れている。

　その黄色い悲鳴に切きり込こむ声があった。

「用事がないのでしたら、さっさと退どいてくださいますか？　土つち御み門かど有あり好よし」

　春はる明あきはぎょっとした。声を発したのは目の前の光流ひかるだ。しかしその声は耳に馴な染じんできた彼かの女じよの声よりもワントーン低く、どすがきいていた。まとう雰ふん囲い気きも刺とげ々とげしく頭の上の前ぜん鬼きと後ご鬼きもそろって羽う毛もうを逆立てている。

　黄色い悲鳴がぴたりと止やみ、男子生徒──土つち御み門かど有あり好よしに集中していた視線が、光流ひかるにも向けられる。光流ひかるは腕うでを組み、ふんっと顎あごを上げた。

「あと、笑え顔がおが気持ち悪いのでこちらを見ないでくださいませ。土つち御み門かど有あり好よし」

「一々フルネームで呼ばなくとも大だい丈じよう夫ぶですよ、光流ひかる君。それにしても、今日はまた随ずい分ぶんと機き嫌げんが悪いようですね、光流ひかる君」

「あなたに会うまではとってもご機き嫌げんでしたのよ、土つち御み門かど有あり好よし。あと、虫むし酸ずが走るので真ま似ねをしないでくださいませ、土つち御み門かど有あり好よし」

　有あり好よしは軽く肩かたをすくめ、「手厳しいですね」と言って微び苦く笑しようをこぼした。

「しかし、今日は君と談だん笑しようしに来たわけではないのです」

　有あり好よしはふっと笑えみを消し視線を光流ひかるから春はる明あきに移した。

　途と端たん、恐きよう怖ふが寒気という形で春はる明あきを包つつみ込こんだ。

　睨にらまれたわけではない。むしろ有あり好よしの表情はとても穏おだやかに見える。しかし、その涼すずやかな瞳ひとみの中では、静かな敵意が陽かげ炎ろうのように揺ゆらめいていた。

「お目にかかれて光栄です、安あ倍べ家当主、安あ倍べ春はる明あき殿どの。僕ぼくは土つち御み門かど有あり好よし──土つち御み門かど家当主の長子です」

　有あり好よしが慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに頭を下げた。

「つ、つちみかど？」

「先ほどお話しした表の安あ倍べ家ですわ。あいつも安あ倍べの晴せい明めいさまの子孫ですの」

　春はる明あきの疑問と戸と惑まどいに光流ひかるが苦虫を嚙かみ潰つぶしたような表情で応える。小さな声で恐おそる恐おそる「仲悪いのか？」と訊きくと、抑よく揚ようのない声で「──幼おさな馴な染じみですの」とだけ返ってきた。

「話には聞いていましたが本当に何もご存じないのですね」

　有あり好よしは苦く笑しようを滲にじませながら、その右手をブレザーの内側──丁度、内ポケットのあるあたりに滑すべり込こませた。

　何かを察した光流ひかるが「前ぜん鬼きっ！」と自らの式しき神がみを呼ぶ。しかし、それよりも有あり好よしの方が早かった。ブレザーから右みぎ腕うでを引ひき抜ぬきつつ春はる明あきの背後に二つ、自身の左右に一つずつ何かを放つ。

　それがなんなのか春はる明あきが視し認にんする前に有あり好よしが声を張り上げた。

「水みず組ぐみ一年安あ倍べ春はる明あき殿どの！　火ひ組ぐみ一年土つち御み門かど有あり好よしは貴き殿でんに〝術わざくらべ〟を申もうし込こむ！」

「は、はいぃっ!?」

「っ！　春はる明あきさま、いけません！」

　振ふり返かえろうとした光流ひかるの姿が音もなく消える。同時に春はる明あきの周囲──前後左右に一枚ずつ、赤い半はん透とう明めいの壁かべが出現した。端はたから見れば廊ろう下かのど真ん中に長方形の柱が出現したように見えただろう。

　事態について行けず呆ぼう然ぜんとしていると、背後で「きゃあっ！」と光流ひかるの声がした。振ふり返かえると壁かべの向こうに光流ひかるがしゃがみ込こんでいた。

「か、賀か茂もさんっ!?」

　駆かけ寄よろうとして──春はる明あきは壁かべにはじき返され尻しり餅もちをついた。

「なんだこれっ!?」

「結界です。勝敗がつくまで僕ぼくたち以外は入れませんし僕ぼくたちも出られません」

　座すわり込こんだまま上半身をひねり背後を見ると、有あり好よしも壁かべの内側にいた。胸もとに掲かかげた右手に青々とした笹ささの葉を数枚、携たずさえている。葉の表面には墨すみで文字とも模様とも取れる何かが書かれていた。ふと、先ほど有あり好よしが床ゆかに何か投げつけていたことを思い出し視線を巡めぐらすと、赤い半はん透とう明めいの柱の四よ隅すみに笹ささの葉が突つき刺ささっていた。

「符ふ術じゆつのようじゃが、紙の代わりに葉を使うとは面おも白しろいのぅ」

「えっ!?」

　声に驚おどろき天てん井じようを仰あおぐと柊ひいらぎがぷかぷかと浮ういていた。視線に気づいた柊ひいらぎがこちらを見る。

「なんじゃ春はる明あき。いつもにも増して間ま抜ぬけ面づらじゃぞ？」

「いやいやいや！　そんなことより状じよう況きようを説明してくれよ！　俺おれには何がなんだか……」

「彼奴あやつの申し出に『はい』と応えたのはおぬしじゃろう。最後まで責任を持て」

「あれは応えたんじゃなくて驚おどろいただけだ！」

「えぇ、わかっていますよ、そんなことは」

　冷たい眼まな差ざしで春はる明あきを射い貫ぬきながら、有あり好よしはうっすらと微笑ほほえんだ。

「しかし、この学園では、〝術わざくらべ〟の申し出に受け手がどんな形であれ『是ぜ』と取れる返答をした時点で、その申し出を承知したことになります。これは、【術わざくらべの作法】として生徒手帳にも記き載さいされています。──言げん質ちを取る訓練も兼かねているというわけです」

　春はる明あきは慌あわてて立ち上がった。

「ち、ちょっと待ってくれ！　わ、わざだか術だか知らないけど、お、俺おれはそんなもの……」

「使えない──という言葉は無効です。何な故ぜなら君はここにいて傍かたわらには式神かのじよもいる」

　春はる明あきがぐっと口を噤つぐむと、柊ひいらぎが「ひっひっひっ」と笑った。

「どちらかが気を失うか結界を壊こわさないかぎり、〝術わざくらべ〟は終わりません」

「そういうわけじゃ。式しき神がみと主あるじは一心同体──無様は許さぬぞ、春はる明あき」

　柊ひいらぎの声に空を切きり裂さく音が重なる。

「うわっ！」

　考えるよりも先に春はる明あきは動いていた。しゃがみ込こんだその頭上を若じやつ干かんの時間差をもって数枚の笹ささの葉が横一列に通り過ぎ、音もなく背後の壁かべに突つき刺ささる。

　笹ささの葉は半分以上壁かべにめり込こんでいた。それを見た春はる明あきの顔から血の気が引いていく。──と、それまで半はん透とう明めいだった壁かべが赤い土つち壁かべに変わった。

「な──っ!?」

「せっかくの〝術わざくらべ〟です、気が散らないようにさせてもらいました。──まぁ校則に従い向こうからはこちらが見えていますがね」

　言いながら有あり好よしは数枚の笹ささの葉をしゃがみ込こんだままの春はる明あきに向けて放った。

「わっ！」

　身体からだを右に反らし、それを躱かわす。左ひだり頰ほおに笹ささの葉が生んだ風があたり一いつ瞬しゆんひやりとした。

　笹ささの葉が切れたのだろう。有あり好よしがブレザーの内側に右手を入れている間に立ち上がる。──と、右半身目がけて複数の笹ささの葉がほぼ縦一列の形で放たれた。左に逃にげる。──と、今度は左半身が狙ねらわれた。右に逃にげる。それほどの運動量ではないが緊きん張ちようからか疲ひ労ろうの度合いはひどく、額から汗あせがだらりと流れ落ちた。

「逃にげてばかりでは勝てないぞ、春はる明あき」

　傍かたわらに寄ってきた柊ひいらぎがにやにやしながら痛いところを突ついてくる。

　視線を有あり好よしに向けたまま春はる明あきは小声で言い返した。

「そんなこと言われたって、俺おれは陰おん陽みよう師じの訓練とか受けてないし、符ふ術じゆつ？　とかそういうのも知らないし……──っていうか、お前、俺おれの式しき神がみなんだろう!?　だったら少しくらい助けてくれよ！」

　柊ひいらぎは心底不思議そうに目を瞬しばたたかせた。

「なんじゃ春はる明あき。おぬし、助けてほしかったのか？」

「当たり前だ！」

「噓うそをつくでない。おぬし、何も言わなかったではないか」

「うっ！　──で、でも、一心同体なんだろう!?」

「それとこれとは話が違ちがう。式しき神がみとはあくまで従者──主人の命なく動くことはできぬ」

「じゃ、じゃあ助けてくれ！」

「そんな抽ちゆう象しよう的てきな命令はきけぬ」

　言い返そうとした春はる明あきを止めたのは、有あり好よしだった。春はる明あきと柊ひいらぎが言い争っている間、怒ど濤とうの連続攻こう撃げきが噓うそだったかのように、じっとこちらを見み据すえていた有あり好よしが特大のため息を吐はき出だしたのだ。

「主従になって日が浅いとは聞いていましたが、それにしても情けない……君はそれでも、我わが土つち御み門かど家と対ついをなす安あ倍べ家の当主なのですか？」

　有あり好よしの声には失望と糾きゆう弾だんがあった。

　羞しゆう恥ちと怒いかりが熱となり頰ほおに点ともる。──理り不ふ尽じんだと思った。春はる明あきは確かに見けん鬼きだが陰おん陽みよう師じではない。それが急に式しき神がみを持ち、学校を変えられ、〝術わざくらべ〟を申もうし込こまれた──どこを取っても理り不ふ尽じんだと訴うつたえたかった。

　しかし、それは無意味なことだ。──頭の奥おく底そこにある冷えた部分が激情を冷静に諭さとす。

　訴うつたえたところで状じよう況きようは変わらない。ならば今ここでできることをしなければ、後々、必ず悔くいることになる。そのことを春明は身を以て知っていた。

　大きなキャップを被かぶった幼おさな馴な染じみと、その右みぎ肩かたを濡ぬらす赤が脳のう裏りをよぎる──頭に上っていた血がゆっくりと冷えていく。安直な考えで柊ひいらぎに縋すがってしまった自分自身を恥はじながら、春はる明あきは顎あごに力を入れ、歯と歯の間に挟はさんだ苦い気持ちを嚙かみしめた。

　反対に有あり好よしは表情を緩ゆるめ、優やさしく爽さわやかな笑えみを浮うかべる。

「春はる明あき君。僕ぼくはさっき〝術わざくらべ〟を終わらせるには、どちらかが気を失うか結界を壊こわすかしかないと言いました。しかし、撤てつ回かいします」

「……えっ？」

　笹ささの葉を指に挟はさんだままの右手で有あり好よしは春はる明あきの頭上──柊ひいらぎを示した。

「そちらの式しき神がみ──天てん一いちを僕ぼくに譲じよう渡としてください」

「断る」

　透すかさず拒きよ否ひの言葉を口にしたのは、柊ひいらぎ自身だった。

「わしは安あ倍べ春はる明あき以外に憑つく気はない。たとえこやつが安あ倍べ家でなくなったとしても、こやつが生きているかぎり、わしがこやつ以外に憑つくことはない」

　笑えみを浮うかべ、どちらかといえば軽い口調で柊ひいらぎは告げる。

　しかしそこに絶対の誓ちかいが込こめられていることを春はる明あきは理り屈くつ抜ぬきで感じ取った。

「そうですか」

　有あり好よしは寂さびしそうに微笑ほほえみ──力なく下ろしていた右手を逆ぎゃく袈け裟さ懸がけの動きで振ふり上あげた。放たれた笹ささの葉を春はる明あきは身をよじって避よける。再び手持ちの笹ささの葉が切れたらしく有あり好よしは右手をブレザーの内側に入れた。視線もほんの一いつ瞬しゆんだが春はる明あきから外される。

　──今だ！

「うわあああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！！！！！！！！！！」

　春はる明あきは有あり好よしに突とつ進しんした。長ちよう距きよ離りは苦手だが短たん距きよ離りには自信があった。有あり好よしは背が高く立ち姿もしっかりしているが足を狙ねらえば転てん倒とうさせられるかもしれない。転てん倒とうさせたあとは……正直ノープランだが、なんとかするしかない。──いや、意地でもなんとかする！

　そんなことを考えていると右手をブレザーに差さし込こんだまま有あり好よしが空いている左手を前に出し、何かを手招くようにそろえた人さし指と中指を動かした。そして──

「其そは重おもし」

　背中全体をフライパンの底で思いっきり叩たたかれたような衝しよう撃げきと痛みが春はる明あきを襲おそった。「痛い」と口にする間もなく、床ゆかに倒たおれた春はる明あきの背中全体に圧力がかかる。口から勝手に息がもれ、痛みと酸欠で頭がくらくらした。

　自由になる首をなんとか動かし背中を見る。何もない──否いな、背中の真ん中あたりにブレザーにはない色しき彩さいがあった。その色しき彩さいだけで春はる明あきはその正体に思い至った。

「──笹ささ、の葉」
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　呻うめくような声だった。しかし有あり好よしの耳には届いたらしい。

「そうです。僕ぼくの手から離はなれても術を解かないかぎり葉と僕ぼくは繫つながっています。だから引き寄せることも、新たに命ずることもできるのです」

　言いながら、有あり好よしはそろえた左手の人さし指と中指で柊ひいらぎを指し示した。そして──

「其そは封ふう」

「おぉ」

　柊ひいらぎの身体からだが、先ほどまで春はる明あきが背にしていた壁かべに引き寄せられる。

　壁かべには、突つき刺ささった笹ささの葉によって巨きよ大だいな五ご芒ぼう星せいが描えがかれていた。笹ささの葉が発する雷かみなりのような光が柊ひいらぎの身体からだに絡からみつき自由を奪うばう。柊ひいらぎは「ひっひっひっ」といつものように笑った。

「おぬしの言葉一つで刃やいばにも重しにも封ふう印いんにもなるのか。ますます面おも白しろいのぅ」

「『今こん昔じやく物もの語がたり集しゆう』に記された先祖の逸いつ話わを参考にしました」

「『安あ倍べの晴せい明めい随忠行ただゆきにしたがいて習道語みちをならうこと』にある蛙かえるを葉っぱでぺちゃんこにする件くだりじゃな」

「よくご存じで」

「その場にいたからのぅ」

　本気なのか冗じよう談だんなのか判断に困ったらしく有あり好よしは眉まゆを片方揺ゆらした。再び柊ひいらぎが「ひっひっひっ」と笑う。

　有あり好よしは柊ひいらぎから視線を逸そらし、新たな笹ささの葉を数枚取り出すとそのうちの一枚を春はる明あきに放った。笹ささの葉は春はる明あきの左ひだり頰ほおをかすめ床ゆかに突つき刺ささった。じわりと痛みが生じ、何かが頰ほおを伝っていく。──頰ほおを切られたのだ。自覚すると同時に血が床ゆかに滴したたり落おちるのが見えた。

「今から君と柊ひいらぎさまの契けい約やく解除の儀ぎを行います。抵てい抗こうするのならば次はもっと別の場所に笹ささの葉が突つき刺ささるでしょう」

　春はる明あきは前まえ髪がみの間から有あり好よしを見上げ、「なんで柊ひいらぎが欲ほしいんだ？」と純じゆん粋すいな疑問を口にした。

　有あり好よしは一いつ瞬しゆん、押おし黙だまったがすぐにふっと微笑ほほえんだ。

「表と裏の統合──それが土つち御み門かど家の悲願だからです。そのためには、裏の象しよう徴ちようともいえる彼かの女じよが必要なんです」

「なんだそれ……意味わからん。それに、柊ひいらぎの意思は──」

「そろそろ──黙だまってください」

　有あり好よしは春はる明あきの真正面に移動すると片かた膝ひざをつき、左手で春はる明あきの顔を床ゆかに押おさえつけた。

「うっ！　うぅ……」

　痛みと屈くつ辱じよくに呻うめきながら春はる明あきは首を左右に振ふった。床ゆかとの摩ま擦さつで額や鼻が痛んだが、相手の思い通りになるくらいならばと向きになって首を振ふり続けた。有あり好よしは「ちっ」と舌打ちをしてから押おさえつけるだけだった左手で春はる明あきの後頭部の髪かみを摑つかみ、ぐいっと後ろに引っ張った。

　ブチブチと髪かみが抜ぬける音を聞きながら春はる明あきは「いてっ」と叫さけんだ。顔を覆おおっていた前まえ髪がみが横に流れ、前まえ髪がみ越ごしではないクリアな視界に表情をなくした有あり好よしの顔が映り込こむ。

「さぁ──天てん一いちを我ら土つち御み門かどに渡わたしなさい」

　近づいてくる笹ささの葉から春はる明あきは視線を逸そらした。──と、

　パキンッ──……

　薄うすい氷が割れるような音が響ひびき、結界を形作る四枚の笹ささの葉のうち有あり好よしの背後にある二枚が消し炭のような色に変わり、砕くだけ散ちった。ほかの二枚も力を失い床ゆかからはみ出た半分がくにゃりと折れ曲がる。

「──何っ!?」

　異変に気づいた有あり好よしは春はる明あきから手を離はなし、驚きよう愕がくの表情を浮うかべながら立ち上がった。

「結界が──どうして!?　僕ぼくの術は完かん璧ぺきだったはずっ！」

　赤い壁かべが消え、その向こうで観戦していた生徒たちも突とつ然ぜんの出来事にざわつく。

　その混乱の最さ中なか、結界の消失に伴ともない自由を取とり戻もどした柊ひいらぎは、春はる明あきに近づき、その背中に乗っかったままの笹ささの葉をふぅっと吹ふき飛とばした。

「あ、ありがとう……柊ひいらぎ」

「勘かん違ちがいをするでない。これは、そこそこ楽しませてもらった礼じゃ。次からはちゃんと命令しておくれ、主あるじさま」

　人の悪い笑えみを浮うかべ、柊ひいらぎは囁ささやいた。

「土つち御み門かど有あり好よしぃ～～～～～～～～！」

　当とう惑わくする有あり好よしの顔面に光流ひかるの足裏がめり込こんだのは、その直後だった。それは見事なドロップキックだった。

　危なげなく床ゆかに降り立った光流ひかるは、仰あお向むけに倒たおれ込こんだ有あり好よしを一いち瞥べつしてから、「前ぜん鬼き！　後ご鬼き！」と自らの式しき神がみを呼んだ。

　床ゆかの上で待機していた二匹ひきのヒヨコの身体からだが煙けむりに包まれ、そこから執しつ事じ風ふうの若い男と焦こげ茶ちや色いろのワンピースにエプロンドレスをまとったメイド風の女の子が現れる。

　若い男は、圧あつ迫ぱくから解放され起き上がろうとしていた春はる明あきをひょいっと肩かたに担かつぎ上あげた。

「──はっ？」

「前ぜん鬼き、後ご鬼き、このまま食堂までゴーですわ！」

　女の子に背負われた光流ひかるが廊ろう下かの先を指さしながら命じると、執しつ事じ風ふうの若い男とメイド風の女の子は「イエス！　マム！」と異口同音に応え恐おそるべき脚きやく力りよくでその場をあとにした。





※






　食堂は満員御おん礼れいだったが、昼休み開始からすでに十分以上経過していたので出入り口付近はそれほど混み合ってはいなかった。

　執しつ事じ風ふうの若い男とメイド風の女の子は、出入り口から少し離はなれた場所で立ち止まった。

「春はる明あき君！　光流ひかるちゃん！　柊ひいらぎさんに前ぜん鬼き君に後ご鬼きちゃんも！　こっちこっち！」

　執しつ事じ風ふうの若い男の肩かたから下ろされ、数分ぶりに自らの足で地面を踏ふみしめた春はる明あきの耳にその声は真まっ直すぐ届いた。声を辿たどり振ふり返かえると、窓辺の席で竹たけ箒ぼうきを背負った美少女──田た村むら三み鈴すずが手を振ふっていた。

「三み鈴すずちゃん！」

　──と、はずんだ声で彼かの女じよの名を呼んだのは光流ひかるだった。メイド風の女の子の背中からぴょんっと飛び降り、友人に駆かけ寄よる。春はる明あきも光流ひかるのあとを追い窓辺の席に近づいた。

　三み鈴すずは立ち上がり両りよう腕うでを広げて友人を待った。そのやんわりと膨ふくらんだ胸に、やはり両りよう腕うでを広げた光流ひかるが飛とび込こむ。二人はぎゅぅ～っと音がしそうな熱い抱ほう擁ようを交かわした。

「お待たせしてしまってごめんなさい、三み鈴すずちゃん」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。でも、何かあったんじゃないかって少し心配しちゃった」

「重ね重ねごめんなさい。でも、聞いてくださいまし三み鈴すずちゃん」

「うんうん。聞く聞く。──でもその前に、お昼ご飯、食べようか？」

　光流ひかるははっとした顔をしてから小さく頷うなずき、三み鈴すずから離はなれ、執しつ事じ風ふうの若い男が引いてくれた椅い子すに座すわり、メイド風の女の子が差し出したメニューブックを開いた。──と、執しつ事じ風ふうの若い男とメイド風の女の子の姿が音もなく搔かき消きえた。

　春はる明あきが前まえ髪がみの下で目を瞬しばたたかせていると三み鈴すずが近づいてきた。

「春はる明あき君も、まずは座すわらない？」

「え、えっと……」

「あれ？　もしかして、私のこと忘れちゃった？」

「い、いや、覚えてる！　……田た村むらさん、だよね？」

「正解！　──だけど名字だと堅かた苦くるしいから三み鈴すずでいいよ」

「じゃ、じゃあ……み、三み鈴すずさん？」

「はい、なんでしょう？　春はる明あきさん」

　にこにこと微笑ほほえみながら三み鈴すずは背筋を伸のばし敬礼した。春はる明あきは何か言おうと口を開いたが、話題が浮うかばず、そのまま固まってしまった。

　向かい合うこと数秒──三み鈴すずは敬礼していた手を下ろし、自身の頰ほおを指さしながら言った。

「──まずは座すわって、それから絆ばん創そう膏こう貼はろうか？　春はる明あき君」

　春はる明あきは口を閉じ、赤く染まった頰ほおを隠かくすように深く頷うなずいた。




「えぇっ!?　春はる明あき君、〝術わざくらべ〟したの!?　転校初日に!?」

　テーブルを挟はさんだ向かいの席で三み鈴すずは食事の手を止め叫さけんだ。

　三み鈴すずの隣となりで上品にサンドイッチを頰ほお張ばっていた光流ひかるが顔をしかめながら、「春はる明あきさまは被ひ害がい者しやですわ」と言った。三み鈴すずはすぐに何かを察したらしく、身を乗り出し、手で口の横に壁かべを作りながら親おや子こ丼どんを咀そ嚼しやくしていた春はる明あきに問いかけた。

「もしかして、相手は土つち御み門かど有あり好よし君？」

　春はる明あきが頷うなずくと、「やっぱり」と言って三み鈴すずは苦く笑しようを浮うかべた。

「し、知り合い？」

「同じクラスなの。中等部からずっと」

　椅い子すに座すわり直した三み鈴すずは、そう言って赤いブレザーの襟えりをつまんだ。言われてみれば三み鈴すずのブレザーと有あり好よしのブレザーは同じ色をしている。

「この学園では、異能や家いえ柄がらごとに四つのクラスにわけられていますの。だからどのクラスに所属しているかが重視されますわ。自己紹しよう介かいや名乗りを上げる際、学年よりも先にクラスを告げるのはそのためですの。わかりやすいようにブレザーの色もクラスごとに違ちがいますし、クラス替がえも基本的にはありませんわ」

　しかめっ面つらから一転、穏おだやかに微笑ほほえみながら光流ひかるは滔とう々とうと説明してくれた。春はる明あきは「ふぅ～ん」と言いながらそっと食堂を見回した。黒と赤のほかに青と白が確かく認にんできた。

「水みず組ぐみは黒、火ひ組ぐみは赤、木き組ぐみは青、金かね組ぐみは白ですわ。大まかに申しますと、水みず組ぐみは憑つき物もの筋すじや裏の跡あと取とり、火ひ組ぐみは表の跡あと取とり、木き組ぐみは才能のある一いつ般ぱん家庭の子や呪じゆ術じゆつ師しの家系でも跡あと取とりではない子、金かね組ぐみは妖よう怪かいなど怪かい異いの血を引いている子──という振ふり分わけになっていますわ」

「よ、妖よう怪かいの血って……」

「何を驚おどろいておる。おぬしとてそうであろう？」

　降ってきた声に顔を上げると、空中で胡座あぐらを搔かいた柊ひいらぎが煙管キセルの先で春はる明あきを指し示していた。

「おぬしの先祖──安あ倍べの晴せい明めいの生母は白びやつ狐こ──白い狐きつねだったと伝えられている。ならばその子孫であるおぬしにも、白びやつ狐この血が受うけ継つがれているはずじゃろう？」

「うっ……」

　言葉を詰つまらせた春はる明あきに、きつねうどんをすすっていた三み鈴すずが、「妖よう怪かいの血なら私にも流れてるよ」と笑え顔がおで告げた。

「えっ？　で、でも、三み鈴すずさんは火ひ組ぐみじゃ……」

「そこがちょっと複雑でね。私のご先祖は、坂さかの上うえの田た村むら麻ま呂ろっていうんだけど、朝ちよう廷ていで武官をしながら鬼おに退たい治じもしていたの」

「さ、坂さかの上うえの田た村むら麻ま呂ろって、征せい夷い大たい将しよう軍ぐんだった、あの？」

「そうそう、その人」

「お、陰おん陽みよう師じじゃなくて、歴史にも名を残す、偉い人じんで、武人、だよな？」

　優ゆう雅がに紅茶を飲んでいた光流ひかるが、「あら春はる明あきさま」と声を上げた。

「妖よう怪かいを退治するお話の主人公は、陰おん陽みよう師じよりもむしろ武人の方が多いくらいですのよ」

「わしを退治したとされている源みなもとの頼らい光こうも武人じゃったしのぅ」

　しみじみとした口調で柊ひいらぎが言い添そえる。

「私は武ぶ闘とう派は陰おん陽みよう師じって勝手に命名しているんだけど、その田た村むら麻ま呂ろさん、退治するはずだった鬼き女じよに一ひと目め惚ぼれされちゃって紆う余よ曲きよく折せつの末、奥おくさんにしちゃったの。だからうちの家系には武ぶ闘とう派は陰おん陽みよう師じと鬼き女じよの血が流れていて、どっちの血が濃こく出るかはある程度の年ねん齢れいにならないとわからないから、この学園に入学するのも中等部からなんだ」

「ぶ、武ぶ闘とう派は陰おん陽みよう師じだったら火ひ組ぐみで、鬼き女じよだったら金かね組ぐみってこと？」

　三み鈴すずは首を左右に振ふった。

「鬼き女じよは金かね組ぐみっていうのはあってるんだけど、武ぶ闘とう派は陰おん陽みよう師じは木き組ぐみなの」

「じゃ、じゃあ、三み鈴すずさんは、なんで火ひ組ぐみなんだ？」

「私は武ぶ闘とう派は陰おん陽みよう師じの中でも特に血が濃こい〝田た村むら麻ま呂ろ〟だから火ひ組ぐみなの。鬼き女じよの中でも特に血が濃こい子は、田た村むら麻ま呂ろの奥おくさんの名を取って〝鈴すず鹿か御ご前ぜん〟って呼ばれるんだけど、こっちは水みず組ぐみなんだ──複雑でしょ？」

　春はる明あきは少し迷ったが虚きよ勢せいを張っても意味がないとすぐに悟さとり、素す直なおに頷うなずいた。

　三み鈴すずは指で頰ほおを搔かきながら「だよね」と言って苦く笑しようを浮うかべ油あぶら揚あげをかじった。




「──そういえば、先ほどの〝術わざくらべ〟で不思議なことが起きましたのよ」

　最後のサンドイッチを手に取りながら光流ひかるが口を開いた。

　箸はしでうどんを掬すくい上あげた三み鈴すずが、「不思議なこと？」と繰くり返かえし先を促うながす。

「春はる明あきさまと土つち御み門かど有あり好よしを囲んでいた結界が──正確には結界の要かなめになっていた四枚の笹ささの葉のうち二枚が急に砕くだけましたの」

「笹ささの葉ってことは……──えぇっ!?　土つち御み門かど君の結界が壊こわれたの!?」

「はい。とてもいい気味でしたわ」

　晴れやかな笑え顔がおで言い放ってから光流ひかるは眉み間けんに浅くしわを刻んだ。

「しかし、わかりませんの。どうして結界が壊こわれてしまったのか。──本当に、唐とう突とつでしたのよ。二枚の笹ささの葉がほとんど同時に砕くだけ散ちりましたの。土つち御み門かど有あり好よしはどこまで行っても土つち御み門かど有あり好よしでしかありませんが、術に関しては高い技術と実力を持っておりますのに……柊ひいらぎさまは、何かお気づきになりませんでしたか？」

　春はる明あきの頭上でぷかぷか浮うかんでいた柊ひいらぎは、明後日あさっての方向に向けていた視線を光流ひかるに移し、次いで春はる明あきを一いち瞥べつしてから、「ふぅむ」と言って薄うすく笑った。

「子孫同士が喧けん嘩かする姿を見るに堪たえかねた安あ倍べの晴せい明めいが何かしたのかもしれないのぅ」

　光流ひかるは冗じよう談だんと受け取ったらしく、「柊ひいらぎさまったら」と言って小さく笑った。その隣となりでつられて笑っていた三み鈴すずの視線が一いつ瞬しゆんだけ春はる明あきに向けられる。──春はる明あきの心臓が大きく跳はねた。

　しかし三み鈴すずはすぐに光流ひかるに視線を戻もどし苦く笑しようを浮うかべた。

「でも、弘こう法ぼうにも筆の誤りって言うし、もしかしたら土つち御み門かど君、調子が悪かったのかもしれないよ？　最近は朝も早いし、放課後も調べものとかしてるみたいだし」

「それは──あり得ますわね」

「でしょう？　はい、じゃあその話はおしまい。ご飯食べちゃおう」

　光流ひかるは「そうですわね」と言って、サンドイッチにかぶりついた。




　食器を所定の場所に返へん却きやくしテーブルに戻もどると、そこには三み鈴すずしかいなかった。

「光流ひかるちゃんは先せん輩ぱいに捕つかまっちゃって、あっちにいるよ」

　三み鈴すずは視線で方向を示したが、相変わらず満員御おん礼れい状態な食堂内から光流ひかるの姿を見つけ出すことはできなかった。

　春はる明あきはのそのそと元の席に着き、居住まいを正してから「あ、あの、三み鈴すずさん」と目もく前ぜんの美少女の名を呼んだ。

「そ、その、ひ、昼飯、誘さそってくれて、ありがとう。クラスわけのこととかも、俺おれ、何も知らなかったから、本当に、助かったっていうか……なんて、いうか……」

「転校初日だもん仕方ないよ。──でも、よかった」

　春はる明あきは前まえ髪がみの下で目を瞬しばたたかせた。よかったの意味がわからなかったのだ。

　三み鈴すずは苦く笑しようを浮うかべながら続けた。

「私、結構強ごう引いんに誘さそっちゃったでしょ？　だから、嫌いやがられてないかなぁ～って、ちょっと気にしてたの」

「そ、そんなこと、ない！」

「ふふふ……春はる明あき君は優やさしいね。──そうだ！　朝のお礼がまだだったね。お礼になるかわからないけど、用意してきたんだ」

　三み鈴すずは背中に手を回しトートバッグを取り出した。──どうやら背もたれと背中の間に置いておいたらしい。トートバッグの中に手を突つっ込こみ、ごそごそと中を探さぐる。

「お、お礼、なんて……俺おれ、結局気を失ったし……」

「それこそ春はる明あき君が逃にげずに手伝ってくれた証しよう拠こでしょう？　──あっ、あったあった」

　引ひき抜ぬかれた三み鈴すずの手の中には、プラスチックのカプセルが握にぎられていた。赤と透とう明めいで構成されたそれは、間ま違ちがいなく春はる明あきが愛して止やまないカプセルトイだった。はしたないと思いつつ唾つばを吞のみ込こみ、前まえ髪がみ越ごしに凝ぎよう視しする。

「本当はお昼をごちそうしようと思ってたんだけど、春はる明あき君、絶対に遠えん慮りよすると思ったからこっちにしたんだ。はい、どうぞ」

　そう言って三み鈴すずは、カプセルをテーブルの上に置いた。

　春はる明あきはしばしの葛かつ藤とうののちカプセルに手を伸のばした。途と端たん、少し不安そうだった三み鈴すずの顔に明るい笑え顔がおが広がる。それだけでこの選せん択たくは正しかったと思えるほど、春はる明あきは三み鈴すずという存在に絆ほだされていた。奇き妙みような話だ。しかしそれが嫌いやではない。それがまた奇き妙みように思える。──終わりのない自問自答を早々に切り上げ、春はる明あきは「ありがとう」と言ってカプセルを摑つかんだ。

　カプセルの中身は、矢がつがえられた弓の形をした木工だった。矢羽近くに紐ひもが巻きつけられストラップとして使用できるようになっている。同どう封ふうされた説明書には『後世に伝えたい伝統工芸シリーズ～木工～』と書かれていた。

「保健室の方の購こう買ばいにあったの。──好きでしょ。そういうの」

　三み鈴すずの声には確信があった。

「好き、だけど……どうして、知ってるんだ？」

　対する春はる明あきの声は驚おどろきと困こん惑わくで揺ゆれていた。

　三み鈴すずはもう一度トートバッグに手を突つっ込こみ小こ包づつみを取り出した。掌てのひらから少しはみ出すほどの大きさで、包みに使われているのは風ふ呂ろ敷しきではなく和わ柄がらのハンカチらしい。

　それをテーブルの上に置き結び目をほどく。現れたのは、春はる明あきの手もとにあるものと同じカプセルだった。赤と透とう明めいにわかれたカプセルの傍かたわらに見覚えのある説明書と小さな木製のひょうたんが転がっている。

　祖父の葬そう儀ぎの日、春はる明あきが庭に落としてしまったあのカプセルトイだ。このシリーズは普ふ通つうのカプセルトイよりも値段が高く個数もそれほど多くはないが一点物というわけではないので、同じものは世の中にそこそこ流通している。しかし春はる明あきは一目見て、これは自分のものだと──あの夜、この手からこぼれ落ちたカプセルだと直感した。軟なん禁きん中ちゆうにも何度か庭を見て回ったのだが見つけ出すことができなかったそれが、今、目の前にある。

「どうして、これを……」

「春はる明あき君のおじいちゃんの葬そう儀ぎの日に、そのお家うちの庭で拾ったの。これ、春はる明あき君のでしょ？」

　小さな声で「うん」と応え、春はる明あきは顔を上げた。すると三み鈴すずもこちらを見ていた。笑え顔がおを浮うかべているが目め尻じりや口くちの端はなどに苦いものが含ふくまれている。いつもは跳はねている毛先も心なしか元気がない。

　その時、春はる明あきの脳のう裏りに、あの夜、桜の木の上に佇たたずんでいた女の子の姿が蘇よみがえった。顔は見えなかったが輝かがやくように白かった肌はだや清流のようにたなびく髪かみ、その身を包む赤いブレザーはしっかりと目に焼きついている。その目に焼きついた姿が、なんの違い和わ感かんもなく目前の三み鈴すずと重なり、春はる明あきは思わず「あっ」と声を上げた。

「も、もしかして、あの夜、桜の木の上にいたのって……三み鈴すずさん？」

　三み鈴すずの目が見開かれる。

「え……えぇっ!?　あ、あれ、見てたの!?　見られてたの!?　うわぁ～～～～～恥はずかしい！　ち、違ちがうの！　忍しのび込こもうとしたんじゃないの！　授業が終わってから学校を出たんだけど、着いたらもう夜でお葬そう式しき終わってて、でもどうしても最後のお別れがしたくて、つい昔の癖くせで庭からお邪じや魔ましたら、そのカプセルが落ちてて、持ち主探して庭をうろうろしていたら、なんか人がたくさん来て、つい持ち帰っちゃって……あぁ～～～～～ご、ごめんなさい！」

　両手で顔を覆おおいながら三み鈴すずはテーブルに突つっ伏ぷした。指の間からのぞく肌はだは真っ赤に染まっている。春はる明あきはほとんど反射的に「お、怒おこってないから、気にしないで」と言っていた。

「そ、それより、その、三み鈴すずさんって、じいちゃんと知り合いだったのか？」

　三み鈴すずは両手で顔を覆おおったまま上体を起こし、「……私の実家、春はる明あき君のおじいちゃんのお家うちの近所なの」と呟つぶやくような声で言った。

「私のおじいちゃんと春はる明あき君のおじいちゃんが仲良くて……私も何度か、お家うちにお邪じや魔ましたことがあるんだ」

「そう、だったんだ……」

「うん。でもだからって勝手にお邪じや魔ましたら駄だ目めだよね。親しき仲にも礼れい儀ぎあり──ごめんなさい。もうしません」

　両手を膝ひざの上に置き三み鈴すずは深々と頭を下げた。顔色はすっかり元に戻もどっていた。

　春はる明あきは小さく安あん堵どの息を吐はいた。

「……と、ところで、つかぬことをうかがいますが……」

「何々、なんでも訊きいて！」

　三み鈴すずの勢いに若じやつ干かん押おされつつ春はる明あきは意を決した。

「三み鈴すずさんの実家の近所に、俺おれたちと同い年くらいのたろーって奴やつ、いなかった？　大きな野や球きゆう帽ぼうみたいなの被かぶってて、目がクリクリしている……」

「うぅ～ん……なんとかたろう君は何人かいたけど、ただのたろう君はいなかったよ。──そのたろう君って春はる明あき君のお友達？」

　春はる明あきは一度口を引き結んでから、「俺おれは幼おさな馴な染じみだと思ってる」と告げ、ハンカチの上のひょうたんとカプセルを手に取った。

「……俺おれ、昔はカプセルトイ、好きじゃなかったんだ。はじめたのも、妖よう怪かいが視みえる俺おれのことを噓うそつきだって言うクラスメイトに見せびらかして、優ゆう越えつ感かんに浸ひたるためで……」

　前まえ髪がみの隙すき間まから三み鈴すずの様子をうかがうと、三み鈴すずはこちらをじっと見み据すえ、聞く態勢を取ってくれていた。──春はる明あきは続けた。

「でも、小学二年の夏に、じいちゃんの家の近所でガチャガチャをしてたら、『それはだめだよ』って言われたんだ。それがたろーだった。『君、ずるしてるでしょ。ずるしちゃだめだよ』って、大きな目で、俺おれを見ながら言ったんだ」

「ずる、してたの？」

「……してた。見破られたのは、はじめてだったけど。たろーは、『ガチャは何が出るのかわからないから楽しいんだよ。ずるしても楽しくないよ。ずるしてたら一人になっちゃうよ』って言ってきた。俺おれ、強がって『一人でいい』って言い返したんだ。そしたら、『そんなの嫌いやだ』って言って、泣き出して……俺おれも泣きたくなって、店先で二人してわぁわぁ泣いたんだ」

「青春だね」

　ハンカチをしまいながら三み鈴すずは言った。からかうような声こわ音ねに反しその目は優やさしかった。

「泣くだけ泣いてから、俺おれ、はじめてずるしないで、ガチャガチャしたんだ。それで、出てきたカプセルトイに自分の名前を書いて、たろーに渡わたして……それから、カプセルトイが好きになったんだ。たろーとも、じいちゃんの家に行った時は、必ず遊んでた。でも、事情があって、二年くらいで、疎そ遠えんになって……もう何年も会ってないんだ……」

「会いたいの？　その、たろう君に」

　春はる明あきは緩ゆるく首を左右に振ふった。

「正直、わからない。──元気でいてほしいとは、ずっと思ってる。だから、近きん況きようだけでも知りたかったんだ」

「そっか……力になれなくて、ごめんね」

　春はる明あきは再び首を左右に振ふった。軽い足音と共に光流ひかるが帰ってきたのはその直後だった。
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　なんとも濃こい一日を終え自室に戻もどった春はる明あきは、夕食後、猛もう烈れつな倦けん怠たい感かんに襲おそわれた。風ふ呂ろの準備は終えているが入る気力が湧わかず、少しだけ横になろうと思いベッドに飛とび込こむ。

「あぁ～……疲つかれた」

　呟つぶやきながらもぞもぞと身体からだを動かし仰あお向むけになる。柊ひいらぎの姿は見あたらないが微かすかに気配を感じるので問題はないだろう。

　身体からだはずぶずぶとベッドに沈しずんでいくが頭は妙みように冴さえていた。

「年ねん齢れい不ふ詳しようの先生に巨きよ大だいなヒヨコ、狐きつね憑つきの女の子、呪じゆ術じゆつ史し、表と裏にわかれた家、〝術わざくらべ〟……まさか、結界張れる高校生が実在するとは思わなかった」

　羊の代わりに今日の出来事を数え苦く笑うと、左ひだり頰ほおにピリピリと痛みが走った。左手をなんとか持ち上げ、昼休みに三み鈴すずが貼はってくれた絆ばん創そう膏こうに触ふれる。その絆ばん創そう膏こうに触ふれている左手の甲こうにも大きな絆ばん創そう膏こう。ベッドの上に力なく投げ出された右手の甲こうにも絆ばん創そう膏こう──……

「満身創そう痍い──は言い過ぎか？　でも、結構ボロボロだよな……転校初日なのに」

　望んだ転校ではない。無知なまま放ほうり込こまれ怪け我がもした。今まで存在も知らなかった遠い身内から勝負を申もうし込こまれた上、勝手に失望された。踏ふんだり蹴けったりだ。何より──

「陰おん陽みよう師じを育てるための学校、か……」

　訳がわからない──というのが本心だ。

　そもそも陰おん陽みよう師じなど物語の中にしか存在しないと思っていた。

「理り不ふ尽じんだよな……でも、なんでだろう……」

　ゆっくりと瞼まぶたが落ちてくる。

「……なんかよくわかんないけど……はじめて学校が楽しいと思えたな……」

　闇やみに包まれながら春はる明あきは小さく笑った。

「うん……なんとか、やっていけそうだよ、じいちゃん……」
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「はる君」

　名前を呼ばれ顔を上げると、見慣れた祖父の家の庭に着流し姿の祖父が立っていた。

　春はる明あきは縁えん側がわに座すわったまま「何？」と問いかけた。

「小学校は楽しい？」

「……楽しくない」

　眉み間けんにしわを寄せながら春はる明あきは正直に応えた。祖父は笑え顔がおのまま「どうして？」と問いを重ねた。春はる明あきは膝ひざ小こ僧ぞうを摑つかみながら「だって……」と唇くちびるを尖とがらせた。

「あいつらのこと言うと、うそつきだって言われるから……」

　言いながら春はる明あきは縁えん側がわの隅すみを見た。そこには、全身を毛で覆おおわれた三つ目の何か、着物姿の小こ鬼おに、手足の生えた湯ゆ飲のみ茶ぢや碗わん──等々、奇き妙みような風ふう体ていのモノたちがいた。

　怪かい異い──あるいは妖よう怪かいと呼ばれるモノたちだ。

「この前までみえていた子も、みえないって言うんだ。何もいないって言うんだ」

「人間は賢かしこいからね」

　祖父は苦く笑しようを浮うかべながら春はる明あきの隣となりに腰こしかけた。

「視みえない方が生きやすいって本能的にわかるんだよ。だからといって、ぼくたちが賢かしこくないわけじゃない。ぼくたちには役目があるんだ」

「やくめって何？」

「そうだなぁ……係、かな」

「何係？」

「彼かれらと人を繫つなぐ係だよ」

　祖父は近くにいた小こ鬼おにの頭を撫なでた。

「彼かれらは人にはない力を持っているし、人と違ちがう理ことわりの中に存在するから、とても誤解されやすい。その上、普ふ通つうの人は彼かれらを認にん識しきすることすらできないから、どんどんすれ違ちがってしまう。そんな時、ぼくたちが、普ふ通つうの人と彼かれらとの橋はし渡わたしをするんだ」

「どうすればいいの？」

「自分の目と耳でちゃんと確かめればいい」

「それだけ？」

「それだけだよ。でも、これがなかなか難しいんだ。人は、知識や感情という色眼鏡をかけているからね。色眼鏡は、時にとんでもない虚きよ像ぞうを生み出し真実を苦しめる。でも見なくちゃわからないこともある。だからちゃんと対話することも大切なんだよ」

　祖父は庭の方に視線を向けた。春はる明あきもそちらに顔を向け──目を瞠みはった。

　目の前に広がるのは、見慣れた祖父の家の庭ではなく真っ白な病室だった。一台だけある真っ白なベッドの上には、子供が一人──上半身を起こし窓の外を見つめている。顔はほとんど見えないが傍かたわらに置かれた大きな帽ぼう子しが子供の正体を物語っていた。

「……たろー」

　発した声は子供のそれではなくなっていた。はっとして見下ろした手も大人とは言えないが子供のものとも言えない。傍かたわらにいたはずの祖父もいつの間にかいなくなり、高校生の春はる明あきだけが白い廊ろう下かに取り残された。

「夢……」

　呟つぶやきながら再び病室を見ると、たろーはベッドごと消えていた。

　代わりに十じゆう二に単ひとえをまとった美女が窓を背に佇たたずんでいた。

　黄こ金がね色いろの長い髪かみと琥こ珀はく色いろの柔やわらかな瞳ひとみを持つ美女だ。目の色こそ異なるもののその顔は、百葉箱のところで見かけた美女と同じだった。

　美女は真まっ直すぐ春はる明あきを見み据すえながら、ゆっくりと口を開閉させた。しかし読どく唇しん術じゆつの心得など持ち合わせていない春はる明あきには、彼かの女じよの言葉を読み取ることはできなかった。

　その双そう眸ぼうに優やさしさと悲しみを宿しながら、美女は何度も何度も何かを伝えようとした。

「あんたは……誰だれなんだ？　どうして、俺おれに……」

　問いかけながら春はる明あきは一歩踏ふみ出だした。

　途と端たん、病室がボロボロと崩くずれ──夢は終わった。
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　ベッドの上で目覚めた春はる明あきは、大きなあくびをしながら身体からだを起こした。

　枕まくらもとの目覚まし時計で時刻を確かく認にんすると午後八時を少し回っていた。

「なんか、変な夢、見たな……風ふ呂ろ、入るか」

　誰だれにともなく告げてから春はる明あきは寝ね間ま着きと下着を小こ脇わきに抱かかえ寝しん室しつの扉とびらを開けた。寝しん室しつの隣となりには、テレビ台とローテーブル、それから三人がけのソファーが置かれた居間がある。

「広い──っていうか広すぎ」

　改めて室内を見回し、春はる明あきは苦く笑しようを浮うかべながら呟つぶやいた。

　宇う羅ら乃の僚つかさ学園高等部の寮りようは見た目も中身もマンションそのものだった。しかも頭に高級がつくようなマンションだ。春はる明あきに与あたえられた部屋は、オーソドックスな一人部屋だと聞いているが寝しん室しつと居間があり、風ふ呂ろとトイレは別、風ふ呂ろには洗面所兼けん脱だつ衣い所じよまでついている。

「贅ぜい沢たくな檻おりだよな」

　皮肉ではない。率そつ直ちよくな感想であり事実だ。

　そのまま居間を突つっ切きり脱だつ衣い所じよの扉とびらを開ける。──と視界が一いつ瞬しゆん白に染まった。湯気だ。目を見開いたまま浴室の方を見ると閉めたはずの扉とびらが開いていた。

「なんで開いてるんだ？」

　怪け訝げんに思いながら浴室をのぞき込こむ。──と湯気の向こうに動くものがあった。人だ。浴よく槽そうの中で顎あごまで湯に浸つかっている。しかし、うまく収まりきらなかったのか膝ひざから下を組んだ状態で水面からのぞかせている。

「おぉ春はる明あき。先にいただいておるぞぉ～」

　言いながら湯船の中の人物──柊ひいらぎは足を湯に沈しずめ、代わりに上半身を起こした。

　豊満な胸部が水音を伴ともない露あらわになる。

「うわわわわわっ！」

　一いつ瞬しゆんで全身を朱しゆに染め上げた春はる明あきは、慌あわてて踵きびすを返した。しかし、襟えりもとに何かが引っかかり一歩も前に進むことができなかった。恐おそる恐おそる首だけ振ふり返かえると浴よく槽そうから身を乗り出した柊ひいらぎが煙管キセルの先を春はる明あきの襟えりに引っかけていた。垣かい間ま見みえた胸の谷間と、桃もも色いろに染まった肌はだに貼はりつく銀色の髪かみから逃のがれるように首を前に戻もどす。
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　柊ひいらぎが「ひっひっひっ」と笑う声が浴室に木こ霊だまする。──と、襟えりにかかっていた負ふ荷かが消えた。春はる明あきは振ふり返かえることなく脱だつ衣い所じよを飛び出し後ろ手に扉とびらを閉めた。そのまま扉とびらに後頭部を預け、ずるずるとしゃがみ込こみ、天てん井じようを見上げながら息を吐はき出だす。

　身体からだから余分な熱が抜ぬけていく──……ぼんやりしていると、演歌と思おぼしき小こ節ぶしのきいた鼻歌が扉とびらの向こうから流れてきた。

　気合いを入れるように「──よし」と呟つぶやき、春はる明あきは立ち上がった。




　軽くノックをしてから返事を待たずに脱だつ衣い所じよの扉とびらを開ける。湯気が視界を白く染めたが二回目なので驚おどろきはしない。開け放たれた浴室の前に立つと、浴よく槽そうの縁ふちに両りよう肘ひじを置き、組んだ手の上に顎あごを乗せた柊ひいらぎが上うわ目め遣づかいでこちらを見上げた。

　赤い唇くちびるが甘あまい色気を放ちながら意地の悪い笑えみを刻む。

「随ずい分ぶん堂々としたのぞきじゃのぅ」

　軽口を無視して、なるべく視界に柊ひいらぎの身体からだを入れないよう気をつけながら、春はる明あきは背後に隠かくしていた右手を前に突つき出だした。

　柊ひいらぎの顔から笑え顔がおが消え、緑の双そう眸ぼうがゆっくりと見開かれる。

「そ、それは──っ！」

　わななきながら近づいてくる二本の腕うでから逃のがれるように春はる明あきは半歩後ずさった。その右手は一いつ升しよう瓶びんをしっかりと握にぎりしめていた。ラベルには『大だい吟ぎん醸じよう』と書かれている。

「ばあちゃんから送られてきた」

　言いながら春はる明あきは一いつ升しよう瓶びんの栓せんを抜ぬき、ぽっかりと空いた注ぎ口を柊ひいらぎに向けた。

「訊ききたいことがある。──でも、お前はただじゃ教えてくれないだろう？」

「わかっておるではないか」

　笑えみを浮うかべながら柊ひいらぎは左ひだり肘ひじを浴よく槽そうの縁ふちに置き、左手の上に顎あごを乗せ、右手を前に出した。その手の中には、どこから取り出したのか大きな杯さかずきがあった。

　春はる明あきは瓶びんを傾かたむけ、杯さかずきの中に酒を注いだ。

　瓶びんの中身を半分ほど注いだところで注ぎ口を上に向け、栓せんをする。

「今日はここまで」

「……仕方ないのぅ」

　多少不満そうではあったが柊ひいらぎはごねることなく、さっそく酒を呷あおった。白い喉のどが上下する。──と、いつの間にか杯さかずきは煙管キセルに代わっていた。吸い口から口を離はなし、キラキラと輝かがやく煙けむりを吐はき出だす。

「はぁ……生き返るのぅ」

「蘇よみがえったんなら、そろそろいいか？」

　柊ひいらぎは煙管キセルを銜くわえながら頷うなずいた。

　春はる明あきは一いつ升しよう瓶びんを脱だつ衣い所じよの床ゆかに置き、浴室に背を向ける形で胡座あぐらを搔かいた。

「話をする時は相手の顔を見るものじゃぞ？」

「見えない方がいい時もあるだろう」

　柊ひいらぎは「ひっひっひっ」と笑いながら浴よく槽そうの中で大の字になった。頭と手足の先は浴よく槽そうからはみ出しているが問題はない。天てん井じようを見上げ、煙管キセルを銜くわえたまま器用に言葉を紡つむぐ。

「それで春はる明あき、おぬしは何を知りたいのじゃ？　今日会った娘むすめたちの下着の色か、それともスリーサイズか？」

「ば──っ！　馬ば鹿か言うな！　か、仮にそうだと言ったとしてもお前答えられるのかよ!?」

「全員は無理じゃが、坂さか田たの娘むすめと光流ひかる、三み鈴すずの三人ならば可能じゃ」

「──っ!?」

　ようやく赤みが引いてきた春はる明あきの顔に再び血と熱が集まり出す。それらを追おい払はらうように首を左右に振ふり、「からかうな！」と怒ど鳴なると、浴室から「ひっひっひっ」と柊ひいらぎの笑う声が聞こえてきた。──やはり冗じよう談だんだったらしい。

　春はる明あきは姿勢を正し、「俺おれが知りたいのはお前のことだ」と言った。

「──先に言っておくが、お前の下着やスリーサイズが知りたいわけじゃないからな」

　念のため言い添そえると浴室から舌打ちが聞こえた。

　場の空気を変えるため、春はる明あきはわざとらしく咳せき払ばらいした。

「俺おれは、お前が──いや、柊ひいらぎがどうして土つち御み門かど家じゃなくて安あ倍べ家に憑ついたのか、その理由が知りたいんだ」

「知ってどうする。わしをあの土つち御み門かど家の御おん曹ぞう司しに譲じよう渡とするのか？」

　からかいの色を漂ただよわせながらも柊ひいらぎの声は真しん剣けんだった。だからこそ春はる明あきは正直に頷うなずいた。

「返答次し第だいで、それも考える」

「そんなことをすれば、おぬしはこの学園から追い出されるぞ。──それでもいいのか？」

「…………」

　春はる明あきが応えに窮きゆうすると柊ひいらぎはため息を吐はき出だした。

「そもそも、そんなにわしは邪じや魔まかのぅ。ちょっとおぬしで遊んでおるだけではないか」

「どこがちょっとだ。──それに陰おん陽みよう師じじゃない俺おれよりも、立派に陰おん陽みよう師じしているあいつの方がお前も色々いいんじゃないか？」

「何が色々いいのかさっぱりわからんが、技量の話に関してはこれから学べばよいことじゃ。すでに咲さいている花と種を比べるほど、わしは愚おろかではない」

「学んだからといって俺おれが陰おん陽みよう師じになれるとはかぎらないだろう」

　柊ひいらぎはキラキラ輝かがやく煙けむりを吐はき出だし──喉のどの奥おくで低く笑った。

「狐憑きの娘を転ばせ、おぬしの言う立派に陰陽師をしている御曹司の結界をいとも容易く破っておきながら、随ずい分ぶんなことを言う。過ぎる謙けん遜そんは厭いや味みじゃぞ、春はる明あき」

　思わず振ふり返かえった春はる明あきの視線の先で柊ひいらぎは緑の双そう眸ぼうをすっと細めた。

「何を驚おどろく、本気でわしが気づいていないと思っておったのか？　だとしたら、わしは少々おぬしを買かい被かぶっていたようじゃ。──だからと言っておぬしを見限りはしないがのぅ」

　春はる明あきは唾つばを吞のみ込こんだ。

「お前……どこまで知っているんだ？」

「言ったであろう？　安あ倍べ家の当主を選んだのはわしでも、おぬしの祖父でもない。おぬしがおぬしの祖父と同じだったから、同じように当主になったのだと」

　言いながら柊ひいらぎは立ち上がった。春はる明あきは慌あわてて顔を前に戻もどした。しかし次の瞬しゆん間かん、顎あごを摑つかまれ無理矢理持ち上げられた。顎あごを摑つかんでいるのは柊ひいらぎの乾かわいた左手だった。柊ひいらぎ自身はいつもの着流しに赤い衣ころもを羽織り、空に浮ういている。その髪かみにも肌はだにも入浴していた名残なごりは見受けられない。

　瞠どう目もくしたまま硬こう直ちよくする春はる明あきに妖あやしく微笑ほほえみかけながら、柊ひいらぎは右手に持った煙管キセルの先で春はる明あきの前まえ髪がみを横に流した。いつも隠かくされている春はる明あきの三白眼が脱だつ衣い所じよの明かりの下にさらされる。

「安あ倍べ春はる明あき」

　真っ白な白目の中に浮うかぶ艶つやのない漆しつ黒こくの黒目を見下ろしながら柊ひいらぎは囁ささやいた。

　ただ名前を呼ばれただけだというのに春はる明あきの肩かたがビクリと跳はねる。

　柊ひいらぎは左手を春はる明あきの顎あごから頰ほおに移動させ、ぐっと顔を近づけた。

　生温かい吐と息いきが春はる明あきの唇くちびるをくすぐる。

「わしは必ず、おぬしを安あ倍べ家の当主にする──おぬしの意思など関係ない。これは千年続く闇やみと闇やみとの約束じゃ」

「ちょ、ちょっと待て。当主にするってどういうことだ？　俺おれは、まだ当主じゃないのか？」

「細かいのぅ。しかし、あの量ではここまでじゃ」

　そう言って柊ひいらぎは前まえ髪がみを押おさえていた煙管キセルをひるがえし、春はる明あきの額を打った。

「いてっ！」

　軽い音とは裏腹の鋭するどい痛みに、春はる明あきは仰のけ反ぞり両手で額を押おさえた。そのまま勢いあまって脱だつ衣い所じよの床ゆかに仰あお向むけの状態で倒たおれ込こむ。

　柊ひいらぎが「ひっひっひっ」と笑う声がした。

　目め尻じりに涙なみだを滲にじませながら抗こう議ぎしようと身体からだを起こす。

「……柊ひいらぎ？」

　しかしそこに、柊ひいらぎの姿はなかった。










　　　［三時間目］
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「……静かだな」

　背もたれに体重をかけ天てん井じようを仰あおぎながら春はる明あきは呟つぶやいた。その視界に、やたらごつい煙管キセルが、銀色の髪かみが、いぶし銀の着流しが、夕日色の衣ころもが入はいり込こむことはなかった。ゆっくりと周囲を見み渡わたすが結果は同じだった。

　扉とびらも窓も閉ざされているのに、どこからともなく風が吹ふき胸の中を通り過ぎていく。

　脱だつ衣い所じよから柊ひいらぎの姿が消えた直後、春はる明あきは部屋中をくまなく探し回ったが影かげすら見つけることはできなかった。これまでも柊ひいらぎが春はる明あきの視界から消えることは何度かあった。しかし、一時間もしないうちに戻もどってきた。何より姿は見えずとも気配は常に傍そばにあった。それが昨晩は気配までも消きえ失うせてしまったのだ。朝になれば──と淡あわい期待を抱いだきさっさと床とこについたが、何も変わらなかった。

　一人きりの部屋は、春になったはずなのに妙みように寒々しく春はる明あきは逃にげるように登校した。

「静かだな……」

　嚙かみしめるようにもう一度呟つぶやき、なんとなく姿勢を正す。水みず組ぐみ一年の教室はがらんとしていた。黒板の上にある時計を見ると始業時刻までまだ一時間以上ある。

　前日も同じくらいの時間帯に登校したが、それは事前にそうするように指示されていたからだ。春はる明あきは不真面目ではないが決して生き真ま面じ目めでもない。朝はできるかぎり眠ねむっていたいし、学校へは遅ち刻こくしない程度の時刻に行けばいいと思っている。──にも拘かかわらず用事もないのにこんなに早く登校してしまった自分が急に恥はずかしくなった。

「あぁ～それもこれも全部柊ひいらぎのせいだ！　どこ行ったんだよ……いや、別に、寂さびしいとか思ってないけど、実際、全然寂さびしくなんてないけど……急にいなくなられたら普ふ通つうに気になるし、心配するし……あぁ～何言ってんだろ、俺おれ」

　両手で髪かみをかき混ぜながら机に突つっ伏ぷすこと五秒──春はる明あきは勢いよく顔を上げ、一言。

「そうだ──ガチャガチャをしよう」




「保健室の方の購こう買ばいにカプセルトイがあるって三み鈴すずさんが言ってたよな」

　宇う羅ら乃の僚つかさ学園高等部には購こう買ばいが二箇か所しよある。食堂と呼ばれる建物にある食品専門の購こう買ばいと、保健室と呼ばれる建物にある食品以外の品物を扱あつかっている購こう買ばいだ。

　思い立ったが吉きち日じつ。春はる明あきは財さい布ふを手にいそいそと保健室に向かった。

　購こう買ばいの看板を掲かかげている扉とびらを開けると、品出しをしていた若い眼鏡の女性店員がこちらを一いち瞥べつし「いらっしゃいませぇ～」と気の抜ぬけた声でお決まりの台詞せりふを口にした。

　カプセル自動販はん売ばい機きは、扉とびらの横にズラリと並んでいた。『運うん試だめし妖よう怪かいガチャ！　※取り憑つかれても責任は負いません。』や『お祓はらい七つ道具ミニ！　※実際のお祓はらいに使えます。』といった見慣れないものから、精せい巧こうな動物フィギュアや人気アニメのデフォルメフィギュア、有名な彫ちよう刻こくのパロディー作品──等々、下手なゲームセンターよりも豊富で雑多なラインナップに春はる明あきは感かん嘆たんのため息をついた。

「すごいな……でも、どうして学校の購こう買ばいにカプセルトイがこんなにあるんだ？」

　機体の上の壁かべには、『依り代に最適！』『カスタマイズ次し第だいであなただけの依り代に！』『依り代で差をつけるならこれ！』などと書かれたポスターがあちこちに貼はられているが、肝かん心じんの『依り代』の意味がわからないので結局何もわからなかった。

「あっ──あったあった♪」

　自分でもそうとわかるほどはずんだ声を出しながら、春はる明あきは目当てのカプセル自動販はん売ばい機きの前まで小走りで移動した。春はる明あきの一いち推おし『後世に伝えたい伝統工芸シリーズ』の自動販はん売ばい機きは、形こそ普ふ通つうだが、高級感を出すため落ち着いた色合いが用いられている。ちなみに料金も一回千円とカプセルトイにしては、かなりお高い作りになっている。

　春はる明あきは、財さい布ふから取り出した五百円玉二枚を所定の場所にセットし、二回柏かしわ手でを打ってから、「南な無む三さん！」と唱え取っ手を回した。

　ガチャッ！　──と独特の音を響ひびかせ、受け取り口にカプセルが現れる。

　春はる明あきはきゅっと唇くちびるを引き結びカプセルを手に取った。高鳴る鼓こ動どうを聞きながらカプセルを開ける──と、ビニールに包まれた木工が説明書と共に掌てのひらに転がり出た。その形は──

「……弓矢……」

　昨日、三み鈴すずがお礼にくれたカプセルと同じだった。

　春はる明あきは、溜ためていた息を一気に吐はき出だしつつ肩かたを落とした。

「いやいやいや、どんなに似ていても、このシリーズは一品一品職人さんの手で作られているから、まったく同じものは、この世に存在しないし、次の楽しみもできたし……僥ぎよう倖こう僥ぎよう倖こう」

　うつむきながら自身に言い聞かせるように呟つぶやいていると、すぐ傍そばで、ガチャッ！　──という音が響ひびいた。はっとして顔を上げると白い手が受け取り口からカプセルを取り出しているところだった。その手を辿たどるように横を見ると、田た村むら三み鈴すずが立っていた。

　春はる明あきの視線に気づいた三み鈴すずがこちらを振ふり向むき、にこりと微笑ほほえむ。

「おはよう、春はる明あき君」

「お、おはよう……」

　三み鈴すずは慣れた手つきでカプセルを開け、ビニールごと中身を目の高さまでつまみ上げた。

「小こ槌づちだ」

　三み鈴すずの言うとおりカプセルの中身は小こ槌づちの形をした木工だった。柄えの端はしに開けられた穴に紐ひもが通されストラップになっている。

「春はる明あき君、これ持ってる？」

　春はる明あきは反射的に首を左右に振ふった。

「じゃあ交こう換かんしない？」

「えっ？」

「私、弓矢が欲ほしいから交こう換かんしてもらえると嬉うれしいんだけど、駄だ目めかな？」

　春はる明あきは再び首を左右に振ふった。

　三み鈴すずは笑えみを深め、春はる明あきの掌てのひらから弓矢を取り上げ代わりに小こ槌づちを置いた。

「はい、交こう渉しよう成立」

「……ほ、本当にいいの？」

「いいも何も交こう換かんを持ちかけたのは私だよ？」

「いや、その、三み鈴すずさん、カプセルトイ、好きなの？」

「好きだよ。これも元々カプセルトイだったのを自分で髪かみ飾かざりにしたの」

　そう言って三み鈴すずは前まえ髪がみを留とめている髪かみ飾かざりに触ふれた。

「あっ──お、俺おれも、それ持ってる。このシリーズの、初期だろ？」

「正解！」

「このシリーズの自じ販はん機きって滅めつ多たにないから、探すの大変じゃなかった？」

「そうなの？　実家の近くにある駄だ菓が子し屋やさんに置かれてたからメジャーだと思ってた。……──そ、そういえば春はる明あき君、今日は柊ひいらぎさん、一いつ緒しよじゃないの？」

「えっ？　あっ、う、うん。今日は、ちょっと……」

　後頭部を搔かきながら春はる明あきは少しうつむいた。

　三み鈴すずが「そっか……」と呟つぶやくのが聞こえた。そして──

「ねぇ春はる明あき君、時間があるなら私と公園デートしない？」

「へっ？」

　顔を上げると、三み鈴すずは満面の笑えみを浮うかべていた。

「──えっ？」

　春はる明あきの顔が紅葉もみじより赤くなった。





※






　そこには、青々とした芝しば生ふの絨じゆう毯たんが敷しかれ、ブランコや滑すべり台だいといった遊具が設置されていた。北と東には常緑樹の林があり、西には二ふた棟むねの体育館、南には実技棟とうがズラリと並んでいる。

　芝しば生ふを踏ふみしめながら春はる明あきは感かん嘆たんのため息をこぼした。

「おぉ……本当に、公園だ」

　三み鈴すずが「ふふふ」と小さく笑う。

「食堂の次に人気のある食事スポットなの。──私も来たのは、はじめてなんだけどね」

　春はる明あきと三み鈴すずは、遊具の間にあるベンチに並んで腰こしかけた。

　春はる明あきは途と中ちゆうで購こう入にゆうしたペットボトルのお茶を飲み、三み鈴すずは持ってきた小ぶりの弁当箱を膝ひざの上で開けた。中には一口サイズのいなり寿ず司しがぎっしり詰つまっていた。独特の甘あま酸ずっぱい香かおりが鼻をくすぐる。

「春はる明あき君も食べる？」

「お、俺おれは、大だい丈じよう夫ぶ。朝飯、食べてきたから」

　三み鈴すずは「じゃあ、いただきます」と言って箸はしを持ち、いなり寿ず司しを頰ほお張ばった。

　その幸せそうな横顔を盗ぬすみ見みながら春はる明あきはふと浮うかんだ疑問を口にした。

「み、三み鈴すずさんは、いつもこんなに早く登校しているのか？」

　二個目のいなり寿ず司しを箸はしでつまみ上げながら、三み鈴すずは首しゆ肯こうした。

「うん。そうだよ。朝食は家で食べてきたり食堂で買って食べたり──今日はちょっと寝ね坊ぼうしちゃったから晩ご飯の残りを詰つめてきたの」

「自分で作ったんだ。すごいね」

　春はる明あきの素す直なおな賞賛に三み鈴すずは頰ほおを赤らめた。

「好きなもの食べたいから頑がん張ばってレパートリーを増やしているんだ。──で、朝食で英気を養ってから校内をパトロールするのが中等部からの習慣なの」

「パトロールって……具体的に、何するんだ？」

「ただ校内を歩き回るだけだよ。何もなければ平和に感謝して終わり。何かあったら昨日みたいにできるかぎりのことをする──それだけ」

　昨日みたいに──と言われ、春はる明あきの脳のう裏りに青いブレザーの女子生徒と黒い獣けものの姿がよぎる。

「き、昨日みたいなことって、よくあるの？」

「中等部の頃ころはちょくちょくあったよ。狐きつね憑つきははじめてだったけど」

　三み鈴すずは二個目のいなり寿ず司しを吞のみ込こんでから箸はしを置き、トートバッグから水すい筒とうを出した。

「嫌いやじゃない？　怪け我がするかもしれないし、誰だれかに頼たのまれたわけでもないんだろ」

　水すい筒とうのお茶を一口飲んでから、三み鈴すずはすっと春はる明あきに顔を近づけた。

　春はる明あきは慌あわてて上半身を引いた。

「春はる明あき君、誰だれかに貴重品と同じように食べものも肌はだ身み離はなさず持っていた方がいいって言われなかった？」

「き、昨日、坂さか田た先生に、言われたけど……」

「それね、新学期になってから妖よう狐こによる盗とう難なん事件が相次いでいるからだよ。お弁当とかお菓か子しとか、被ひ害がい件数は少ないけど雑誌や漫まん画がを盗とられたって人や、買ったばかりのワンピースをやられたって先生もいるみたい。──ここまでなら、まだよかったんだけど、ここ数日、妖よう狐こに襲おそわれて怪け我がをしたって人が出てきたの。擦すり傷きず程度なんだけどね」

　春はる明あきははっとした。

「もしかして、昨日の狐きつね憑つきも、何か関係があるんじゃ……」

「無なきにしも非あらず──というか、私の勝手な憶おく測そくだけど、妖よう狐この目的は、怪け我がを負わせることじゃなくて取り憑つくことだったんじゃないかな。でも失敗して怪け我がを負わせてしまった……」

「そ、それって、大だい丈じよう夫ぶなのか？　妖よう狐こが人に憑つくのは性さがだって聞いたけど、それでも、取り憑つかれるのは嫌いやだろうし、怪け我がさせられるのは、もっと嫌いやだろうし……」

「うん。だから、そのためのパトロールなの」

　三み鈴すずは、ぱっと花が咲さくように微笑ほほえみ、呆あつ気けに取られる春はる明あきから校舎に視線を移した。

「この学園って独特の気っていうか力が渦うず巻まいているせいか必要以上に妖よう怪かいが集まってきちゃうんだよね。だから怪かい異いがあとを絶たないの。先生方も対処してくれるんだけど数が多くて……ごくたまにだけど小ぼ火やだと思っていた怪かい異いが大火になっちゃうこともあるんだ」

「えっ、で、でも、校舎には結界が張られているんじゃ……」

　三み鈴すずは緩ゆるく首を左右に振ふった。

「それは出て行こうとする妖よう怪かいを閉とじ込こめるためのもので入ってくる妖よう怪かいには、なんの障害にもならないの」

「そ、そうなの？」

　春はる明あきの顔を見ながら三み鈴すずは「そうなの」と真顔で返した。

「妖よう怪かいと私たちは、別の理ことわりで生きているけど、せっかく同じ地面の上に生まれたんだから、できるかぎり仲良くした方がいいと思うんだ。だから私は、怪かい異いがあんまりこじれないように目を光らせるの──微び弱じやくな光だけどね」

　そう言って三み鈴すずは箸はしを手に取り、食事を再開した。

　三み鈴すずは自分のことを微び弱じやくな光だと言った。しかしその姿は、春はる明あきには直視するのがためらわれるほど眩まぶしかった。




「これ……こんなところにも貼はってあるんだ」

　公園内にある掲けい示じ板ばんに、『新入生歓かん迎げい会かい。近日開かい催さい！』の張り紙を見つけ、春はる明あきは思わず足を止めた。三み鈴すずも「あぁ、これね」と微び苦く笑しようを浮うかべた。校内の掲けい示じ板ばんという掲けい示じ板ばんに貼はられているので彼かの女じよも見み飽あきているようだ。

「これって技能検定を兼かねているらしいよ。噂うわさだけど」

「技能検定？」

「うん。陰おん陽みよう師じとしての技能検定。実技の授業の参考にするんだって」

「じ、実技って……」

「呪じゆ術じゆつの実技だよ。呪のろいをかけたり解いたり模も擬ぎ戦せんをしたりするの」

　模も擬ぎ戦せんと聞き、春はる明あきは昨日の〝術わざくらべ〟を思い出し頰ほおを引きつらせた。──ちなみに土つち御み門かど有あり好よしによってつけられた頰ほおの傷は、今朝の洗顔の時点でほとんどふさがっていたので絆ばん創そう膏こうはしていない。これは春はる明あきの治ち癒ゆ力りよくうんぬんではなく切り口が綺き麗れいだったからだと推測される。現に狐きつね憑つきの女子生徒に引ひっ搔かかれた手ての甲こうは、まだ血が滲にじんでいたので今朝、絆ばん創そう膏こうを貼はり直した。

「そ、そういえば、昨日、三み鈴すずさんは、どうしてあの子が狐きつね憑つきだってわかったんだ。見分けるコツがあるとか？」

　三み鈴すずは首を左右に振ふった。収まりかけていた毛先がぴょこぴょこ跳はねる。

「一目でわかる人もいるらしいけど、昨日は、妖よう狐こがあの女の子に取り憑つくその瞬しゆん間かんに、偶ぐう然ぜん遭そう遇ぐうしたの」

「それは、すごい偶ぐう然ぜんだな」

「でも、すぐに気づかれて逃にげられちゃったけどね。──あっ、そうだ」

　三み鈴すずは生徒手帳が入っている革かわ製せいのケースを開け、中から短たん冊ざく状じようの紙を引ひき抜ぬいた。

「念のため。一番安いやつだけど動きを封ふうじるくらいはできるから」

　春はる明あきは、差し出された紙を手に取り、まじまじと見た。

「これって……昨日、狐きつねの頭に貼はりついてた……」

「妖よう怪かい封ふうじのお札だよ。さっきの購こう買ばいで売られているの」

「こ、購こう買ばいで？」

「ほかにもお清めの塩とか水とかお酒も売ってるよ。お酒は許可証がないと買えないけど。あっ、許可があっても勿もち論ろん、飲酒は厳禁だし、吞のんだ瞬しゆん間かんとんでもないことが起こるらしいよ」

　春はる明あきは自らの生徒手帳を思い出した。その後ろの方に【酒類所持許可証】と銘めい打うたれたページがあり、春はる明あきの血判と仰ぎよう々ぎようしい判子が押おされているのだ。三み鈴すずの言う許可証とは、十中八九それのことだろう。

　受け取ったお札をブレザーのポケットにしまいつつ春はる明あきは呟つぶやいた。

「改めて……すごいな、この学園」

　三み鈴すずは「ふふふ」と小さく笑いながら、歩き出すため身をひるがえし──

「──うぶっ！」

　転んだ。

「み、三み鈴すずさん、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ……ちょっと足がもつれちゃったみたい」

　ブレザーやスカートについた芝しばをはたき落としながら三み鈴すずは立ち上がった。鼻の頭や膝ひざ小こ僧ぞうが少し赤いが傷にはなっていないようだ。

「あれ？　三み鈴すずさん、髪かみ飾かざりがないみたいだけど……」

「えっ！　噓うそ!?」

　羞しゆう恥ちで赤らんでいた頰ほおが一いつ瞬しゆんで青ざめる。いつも髪かみ飾かざりがあるあたりに指を這はわせるが、それは喪そう失しつ感かんを確かなものにするだけだったらしく、大きな瞳ひとみに涙なみだが滲にじむ。

　春はる明あきは周囲を見回した。すると少し離はなれた場所に髪かみ飾かざりが転がっていた。

「三み鈴すずさん、あったよ」

　髪かみ飾かざりを拾い上げ三み鈴すずの方を振ふり返かえる。三み鈴すずは安あん堵どの表情を浮うかべ駆かけ寄よってきた。

　ふっと周囲が暗くなったのは、二人が合流した直後だった。

「っ！　な、なんだこれ!?　日につ蝕しよく!?」

　慌あわてる春はる明あきに、トートバッグを投げ捨て、竹たけ箒ぼうきを手にした三み鈴すずが「ううん、これは違ちがう」と硬かたい声こわ音ねで応えた。

　改めて周囲を見回し──春はる明あきも、この暗さが異様なことに気づいた。三み鈴すずをのぞく景色のすべてが艶つやのない闇やみ色いろに染まり、肌はだ寒さむい朝の空気が、肌はだにまとわりつく冷気に変わる。

　──と、公園を取り囲むように無数の赤い火の玉が現れた。等とう間かん隔かくに並ぶそのさまは、この異様な事態の最さ中なかにも拘かかわらず見み惚とれるほど美しかった。

「春はる明あき君」

　振ふり返かえると、三み鈴すずは竹たけ箒ぼうきを正せい眼がんにかまえ、一点を見み据すえていた。

　火の玉に照らされた公園の中、それは実技棟とうを背景にしていた。

　まず目を引くのは、その長い長い金の髪かみだろう。紫むらさき色いろのレトロなワンピースに包まれた身体からだは、どこもかしこも細く、厚みは乏とぼしいものの均整は取れていた。ゆっくりと開かれた瞼まぶたの下には、鮮せん烈れつな朱しゆ色いろが隠かくされていた。

　美女だ。

　美女は素す足あしだった。しかし、その指は一本たりとも芝しば生ふに触ふれていない。

　美女は空に浮うかんだまま感情の抜ぬけ落おちた顔をこちらに向けていた。

「あの、人……」

　三み鈴すずは美女から視線を逸そらさず、「知ってるの？」と小声で問いかけてきた。

「知ってるっていうか……昨日、開かずの百葉箱のところにいるのを遠目に……あと、もしかしたら、夢で会った……かも？」

　曖あい昧まいな返答にも拘かかわらず三み鈴すずは真しん剣けんな表情で「夢……」と小さく繰くり返かえした。

「で、でも、あんな、禍まが々まがしくはなかった」

　春はる明あきは嫌いやな汗あせが滲にじむ手で二にの腕うでをさすった。三み鈴すずも浅く頷うなずき、「まずは邪じや気きを祓はらわないと、ろくに話もできないと思う」と言った。

「あ、あのさ、今いま更さらだけど、あの人って……」

「妖よう怪かいだよ。私たちは、彼かの女じよが作った結界の中に連つれ込こまれたの。暗くなった──というより、周囲の色がなくなったのは、そのせいだよ」

　その時、どこにも焦しよう点てんを結んでいない美女の双そう眸ぼうから、なんの前まえ触ぶれもなくはらはらと闇やみ色いろの涙なみだがこぼれ落ちた。


「おぉ──おぉ！　微かすかだが、この妖よう気きは間ま違ちがいなく我らが御ご前ぜのもの──[image: さんてん][image: さんてん]」



　紡つむがれた声は、濁にごっているがよく響ひびいた。

「ごぜ？」

　春はる明あきが呟つぶやくと同時に三み鈴すずが動いた。美女との距きよ離りを一気に詰つめ竹たけ箒ぼうきを振ふり上あげる。

「ネガティブ──退・散！」

　勢いよく振ふり下ろされる竹たけ箒ぼうきと、涙なみだは止まったものの未いまだぼんやりしている美女を見て、春はる明あきは三み鈴すずの勝利を確信した。──しかし次の瞬しゆん間かん、美女は竹たけ箒ぼうきを一いち瞥べつすることもなく片手でそれを受け止めた。三み鈴すずは目を見開き、春はる明あきも思わず「えっ」と間の抜ぬけた声を上げる。

[image: ]

　美女は、そのまま竹たけ箒ぼうきを摑つかみ、三み鈴すずごと空に放り投げた。

「きゃあっ！」

　悲鳴と共に三み鈴すずの身体からだが空を舞まう。

「三み鈴すずさん！　──いてっ！」

　春はる明あきは、なんとか三み鈴すずの身体からだを受け止めることに成功したが、そのまま尻しり餅もちをついてしまった。ここではじめて美女の双そう眸ぼうが春はる明あきと三み鈴すずに焦しよう点てんを結び、白い面おもてに驚おどろきの色が生じる。


「なんと！　これは珍ちん妙みような。男おのこが陰いんの気を、女めのこが陽ようの気を持っておる！　もしや──おぬしたちの中に、おられるか？　我らが御ご前ぜはおられるか？」



　単語単語は理解できるが文章としては意味のわからないことを嬉き々きと喚わめきながら、美女は空を滑すべるように近づいてきた。

「三み鈴すずさん──三み鈴すずさん！」

　春はる明あきは腕うでの中にいる少女の名を呼んだ。しかし少女は応えない。顔をのぞき込こむと、その大きな瞳ひとみは瞼まぶたの下に隠かくされていた。

「今は──逃にげるしかない！」

　一いつ瞬しゆんの逡しゆん巡じゆんののち春はる明あきは三み鈴すずの肩かたに腕うでを回しなんとか立ち上がると、火の玉目がけて駆かけ出だした。──火の玉の向こう側に出られればなんとかなると思ったのだ。

　何が起きているのか、正直、よくわからない。しかし、あの美女に捕つかまってはいけないと本能が警けい鐘しようを鳴らす。助けを呼ぶことも考えたが、これだけ騒さわいでいるのに人っ子一人寄ってこないということは、音が外にもれないタイプの結界なのかもしれない。

　春はる明あきは必死に足を動かした。しかし、気を失った同級生を伴ともなったその歩みは、普ふ通つうに歩くよりも遅おそく、あっさりと美女に追いつかれてしまった。


「おぉ──御ご前ぜ」



　感かん嘆たんの声と共に美女の腕うでがこちらに伸のばされる。その腕うでは先ほど三み鈴すずの竹たけ箒ぼうきを受けた腕うでだった。袖そでが破れ肌はだが露ろ出しゆつしている。

「──っ!?」

　春はる明あきは危あやうく悲鳴を上げそうになった。

　美女の腕うではその美び貌ぼうに反しボロボロだった。まるで高い場所から落とされた石せつ膏こう像ぞうのように、全体的にひび割れ、所々欠けている。しかも黄こ金がね色いろの長い毛がまだらに生えていた。あり得ないほど伸のびた鋭するどい爪つめも同様にボロボロだったが鋭えい利りな輝かがやきだけは失っていなかった。

　三み鈴すずを抱かかえるようにしゃがみ込こんでしまった春はる明あきの顔をのぞき込こみ、美女は笑う。


「醜みにくいであろう？　本来ならば史上もっとも美しいはずのこの腕うでが、ここまで醜みにくく変わってしまった──それもこれも、すべて、我らが御ご前ぜを見失ってしまったから[image: さんてん][image: さんてん]」



　顎あごを摑つかむ冷たく硬かたい無機物のような手の感かん触しよくに春はる明あきはゾッとした。


「──して、我らが御ご前ぜはいずこにおられる？　おぬしの中か？　それとも女めのこの中か？」



「なかってなんだよ！　意味がわからない！　そもそも、俺おれたちはごぜなんて知らない！」


「おぉ──これだけ近くにいるというのに、なんの反応も示されないとは、人の中に深く深く潜もぐられてしまったか？　御ご前ぜ、御ご前ぜ──今、我らが救い出して差し上げましょう」



「話を──っ！」

　聞け──と続くはずだった台詞せりふは、目の前に突つきつけられた獣けものによって封ふうじられた。

　黒い体毛と赤い目を持つ四つ足の獣けもの──それは、昨朝、青いブレザーの女子生徒から出てきた獣けものとうり二つだった。


「こやつらで腸はらわたの隅すみから隅すみまで浚さらって差し上げましょう──皮ひ膚ふを裂さき、腸はらわたと共に溢あふれ出でたこやつらの血が、きっとあなたを美しく彩いろどってくれるでしょう」



　うっとりと微笑ほほえむ美女は、自分の言葉に酔よっているようだった。しかし、彼かの女じよが紡つむいだ言葉の数々が比ひ喩ゆやおどしでないことを春はる明あきは肌はだで感じていた。この美女は、目的のためならば──ごぜとやらのためならば人を殺すことも厭いとわない。そういう妖よう怪かいなのだ。

　元からそうだったのか、何か理由があるのか、そこまではわからない。わかっているのは、何もしなければ春はる明あきも三み鈴すずも腹の中を黒い獣けものに食われ死ぬということだけだ。生徒手帳があれば死なないらしいが、外傷ではなく体内を引っかき回された場合はどうなるのか──……

　最悪の事態を想像し春はる明あきの顔から血の気が引いていく。

　美女はそんな春はる明あきから三み鈴すずに視線を移した。


「まずは女めのこの方から[image: さんてん][image: さんてん]」



　黒い獣けものの輪りん郭かくが滲にじむ。──瞬しゆん間かん、春はる明あきの中で何かがはじけた。

　湧わき上あがる衝しよう動どうのまま獣けものごと美女の腕うでを払はらいのける。パラパラと腕うでの欠片かけらが空を舞まう。

　美女は、一いつ瞬しゆんきょとんとしたが、すぐに事態を把は握あくし春はる明あきを睨にらみつけた。


「我らの邪じや魔まをするか、男おのこ──それとも、おぬしが先にその血と腸はらわたをぶちまけるか？」



　春はる明あきの顎あごを摑つかむ美女の手に力が入り爪つめが皮ひ膚ふに食くい込こむ。春はる明あきは唇くちびるを嚙かみしめ前まえ髪がみを搔かき上あげた。普ふ段だん隠かくしている両目が外気にさらされる。──と、


「ぎゃあああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！！！！！！！！！！！！」



　美女は春はる明あきの顎あごから手を離はなし、両手で顔を覆おおいながら絶ぜつ叫きようした。

「えっ？　あ、あれ？　俺おれは、まだ何も……」

　突とつ然ぜんの出来事に春はる明あきは目を瞬しばたたかせた。よく見ると美女の顔の周囲に見覚えのあるキラキラと輝かがやく煙けむりが漂ただよっていた。すっかり嗅かぎ慣れてしまった甘あまい酒の香かおりがふわりと鼻をくすぐる。

「短気は損気じゃぞ、春はる明あき」

　これまたすっかり耳慣れた声に頭上を仰あおぐと、煙管キセルを手にした柊ひいらぎが意地の悪い笑えみを浮うかべていた。

「柊ひいらぎ……」


「なっ、何ものじゃ!?　何なに故ゆえ、我らの邪じや魔まをする！」



　柊ひいらぎは「ひっひっひっ」と笑いながら煙管キセルの先で睨にらみつけてくる美女の額を軽く突ついた。美女の身体からだが後方に吹ふっ飛とび──芝しば生ふの上を何度か跳はねてから動かなくなった。

「わしが誰だれかわからぬとは……身体からだは立派じゃが、中身が伴ともなっておらぬようじゃのぅ」

　言いながら柊ひいらぎは煙管キセルをひるがえし呆あつ気けに取られている春はる明あきの頭を叩たたいた。

「いてっ！　──何するんだよ！」

「それはこちらの台詞せりふじゃ。──おぬし、さっき彼奴あやつに何をしようとした？」

「っ！　そっ、それは……その……」

　春はる明あきは、ばつが悪そうに視線をさまよわせた。柊ひいらぎは腕うでを組み、大きなため息を吐はき出だす。

「おぬしの力をおぬしがどう使おうが、おぬしの勝手じゃ。しかし、怒いかりや焦あせりは、おぬしであっておぬしではない。間ま違ちがえるな」

　言われてはじめて、春はる明あきは自分の中で湧わき上あがったあの衝しよう動どうが怒いかりだと気づいた。

「ごめん……ありがとう」

　柊ひいらぎは「わかればよろしい」と言って煙管キセルを銜くわえた。

　闇やみ色いろの膜まくに白い亀き裂れつが生じ、無数の火の玉と共に音もなく砕くだけ散ちる。

「結界が解けたようじゃのぅ。──ところで春はる明あき、いつまで三み鈴すずを抱だいているつもりじゃ？」

「えっ？　──あっ！　こ、これは、仕方なくっていうか、緊きん急きゆう事態だったからで、べ、別に下心があったわけじゃ……」

　真っ赤な顔で弁解を口にしながら春はる明あきは三み鈴すずの身体からだをそっと芝しば生ふに横たえた。

　呼吸は安定している。怪け我がも見受けられない。

　春はる明あきは、無意識に詰つめていた息と共に「よかった」と安あん堵どの気持ちを吐はき出だした。

　柊ひいらぎは顎あごで美女を指し示し、「彼奴あやつはどうする？」と言った。

「……殺してはいないよな？」

「当たり前じゃ」

「じゃあ、捕つかまえて先生に突つき出だすから手伝ってくれ」

「それだけでよいのか？」

　試ためすような柊ひいらぎの視線に春はる明あきは微び苦く笑しようを浮うかべながら、しっかりと頷うなずいてみせた。──実際、美女に対する怒いかりはすっかり収まっていた。しかし、ためらいなく人間を殺そうとした彼かの女じよを放っておくことはできない。

　春はる明あきは立ち上がり一歩踏ふみ出だした。その足もとに緑色のナイフが──いや、笹ささの葉が数枚、突つき刺ささる。

「うわっ!?　こ、これって……」

　足を引ひっ込こめながら周囲に視線を向けると、赤いブレザーをまとった長身の少年──土つち御み門かど有あり好よしの姿が目に飛とび込こんできた。

「おはようございます」

　右手に数枚の笹ささの葉を携たずさえながら、有あり好よしは朝に相応ふさわしい爽さわやかな笑えみを浮うかべた。その左ひだり肩かたに鳥が降り立つ。大きさや形は鴉からすのようだが羽毛も目も白い。

　春はる明あきは、両手を握にぎりしめ、前まえ髪がみ越ごしに有あり好よしを見み据すえた。

「な、なんのつもりだ、土つち御み門かど有あり好よし」

「名前、覚えてくれたんですね。しかし一々フルネームは大変でしょう」

「な、名前なんかどうでもいいだろう！　三み鈴すずさんもいるのに、何してんだよ、お前！」

「君たちが彼かの女じよに手を出そうとするからですよ」

　笑えみを浮うかべたまま有あり好よしはすっと目を細め、未いまだ動く気配のない美女に視線を移した。

「彼かの女じよが何ものなのか、知っているのか？」

　春はる明あきの問いに、有あり好よしは「彼かの女じよは、僕ぼくのものです」と応えた。

「僕ぼくがずっと捜さがし求もとめていた最強の怪かい異い……それが彼かの女じよです。しかし、今の彼かの女じよは、不完全です。完全になるには、まだ足りない……完全な彼かの女じよでなければ意味がない……だから、今、先生に突つき出だされると色々まずいんです」

　切れ長の双そう眸ぼうには、盲もう目もくで一方的な熱情が込こめられていた。どんな感情でも過ぎればそこに狂きよう気きが宿る──有あり好よしの目には、すでにその影かげがちらついていた。

　背中が凍こおりつくような寒気を覚えながら、それでも春はる明あきは問いかけた。

「……お前、何を企たくらんでいるんだ？」

　有あり好よしが口を開く。──その時、美女がビクリと身体からだを震ふるわせ、よろよろと立ち上がった。髪かみの間からのぞく顔にも足にも、腕うでと同じひびが入っている。

　身がまえた春はる明あきの顔に、笹ささの葉が数枚、突つきつけられる。笹ささの葉には少し土がついていた。目だけ動かし足もとを見ると、先ほどまでそこに突つき刺ささっていた笹ささの葉が消えていた。

　唸うなり声を上げる美女に、有あり好よしは、静かな声で「今のうちです、逃にげてください」と言った。

　美女は乱れた金きん髪ぱつの間から春はる明あきを睨にらみつけた。有あり好よしの口からため息がもれる。

「不完全なあなたが、どうにかできる相手ではありません。──逃にげてください」

　美女は有あり好よしを一いち瞥べつしてから、再び春はる明あきをギッと睨にらんだ。そして──


「我らが御ご前ぜ[image: さんてん][image: さんてん]九つの尾おを持つ妖よう狐この中の妖よう狐こ──いずれ迎むかえに参りましょう」



　美女の身体からだがふらりと揺ゆらぐ──次の瞬しゆん間かん、その姿は公園から消えていた。有あり好よしの左ひだり肩かたから白い鳥が飛び立ち、春はる明あきに突つきつけられていた数枚の笹ささの葉が地面に落ちる。

「もう動いてもかまいませんよ」

　言いながら有あり好よしは右手の笹ささの葉をブレザーの内側に戻もどし、何事もなかったかのようにスタスタと歩き出した。

「ちょ、ちょっと待て！」

　駄だ目めもとだったが予想に反し有あり好よしは足を止め振ふり返かえった。春はる明あきはたたみかけた。

「あ、あの妖よう怪かいは、俺おれと三み鈴すずさんを殺そうとしたんだぞ。なのに、どうして野放しにするんだ。足りないってどういうことだよ！」

「君には関係のないことです」

　冷たい笑え顔がおでそう言い残し、有あり好よしは公園をあとにした。





※






「……つ、疲つかれた」

　机に突つっ伏ぷし、肩かたで息をしながら春はる明あきは呻うめいた。

　あのあと、気を失ったままの三み鈴すずを前に春はる明あきが途と方ほうに暮れていると、昨日春はる明あきを保健室（男子用）まで案内してくれたあの狩かり衣ぎぬに鬼き面めんをつけた男がどこからともなく現れ、三み鈴すずを保健室（女子用）まで運んでくれたのだ。

　ほっと胸を撫なで下おろしたのもつかの間、ふと時計を見ると始業時刻まであと五分と迫せまっていた。──あの美女が創つくり出した結界の中は、時間の流れがゆがんでいたらしい。

　かくして春はる明あきは、朝から校内を全力疾しつ走そうすることになったのだ。

　隣となりの席で光流ひかるが「うふふ」と小さく笑う。

「お疲つかれさまですわ、春はる明あきさま。また何か面めん倒どうごとに巻まき込こまれたそうですわね」

「よ、よく、ご存じで……俺おれ、誰だれにも、話してないんだけど……」

「情報は宝ですわよ、春はる明あきさま」

　笑えみを深める光流ひかるを横目に、春はる明あきは背もたれに寄りかかりながら天てん井じように向けて深く重いため息を吐はき出だした。

「今は、宝よりも、水と、休みが欲ほしい……じいちゃん、俺おれ、ちょっとここでやっていく自信なくしたかも……」

「彼ひ岸がんにいらっしゃる御お方かたに愚ぐ痴ちってはいけませんわ。春はる明あきさまの身を案じて、現世に戻もどってきてしまうかもしれませんでしょう？」

「な、なんでだろう、しゃれに、聞こえない……」

「うふふ……ところで春はる明あきさま。今朝はまだ柊ひいらぎさまのお姿を拝見していないのですが、どうなさったのですか？」

「あっ、それが、よく、わからないんだけど、昨日の夜から、消えたり、現れたりしてて……」

「わしがどうかしたかのぅ？」

　どこからともなく柊ひいらぎの声が響ひびき、キラキラと輝かがやく煙けむりが春はる明あきの身体からだを包つつみ込こんだ。

「っ!?」

　息を吞のむ春はる明あきを無視して机の上に移動した煙けむりは、留とどまり固まり小型の積乱雲を作ったかと思うと、瞬まばたきの間に朱しゆ色いろの衣ころもを羽織った銀ぎん髪ぱつの美女──柊ひいらぎに変じた。

　すっかり嗅かぎ慣れてしまった酒の匂においが柊ひいらぎの動きに合わせてふわりと広がる。

「ふわぁ……あぁ、よく寝ねた」

　大きなあくびをしてから、柊ひいらぎは呆あつ気けに取られている春はる明あきに気づき、「ひっひっひっ」といつものように笑った。

「どうした春はる明あき、変な顔をしおって。もしや、わしの顔を忘れたのか？　薄はく情じようじゃのぅ。──どれ、二度と忘れられぬよう、ここはわしが大人になって一ひと肌はだ脱ぬいで進ぜよう」

「やめろっ！　朝から公然猥わい褻せつはやめろっ！」

　春はる明あきは慌あわてて立ち上がり、着流しの襟えりを摑つかんでいる柊ひいらぎの手を摑つかんだ。──教室と廊ろう下かで複数の舌打ちが響ひびいたが気のせいだと思いたい。

　柊ひいらぎは「ひっひっひっ」と笑いながら春はる明あきの手をやんわりと払はらった。

「期待をさせておいて申し訳ないが、冗じよう談だんじゃよ。わしの肌はだはそう安くはない」

　色々突つっ込こみたかったが、やぶへびになりそうだったので春はる明あきはぐっと口を噤つぐんだ。

「──それより、柊ひいらぎ。お前、今までどこにいたんだ？」

「なんじゃ、おぬし気づいておらなかったのか？」

　いつの間にか手に持っていた煙管キセルを銜くわえながら、柊ひいらぎは意地の悪い笑えみを浮うかべた。

「気づくって……」

「春はる明あきさま、もしかして生徒手帳のケースに何かおつけになられましたか？」

「え、あ、カプセルトイを……いや、ストラップをつけたけど……」

「拝見させていただけますか」

　光流ひかるの唐とう突とつな質問と申し出に戸と惑まどいつつ春はる明あきはブレザーの裾すそをめくり──

「えっ？」

　目を瞠みはった。ケースに取りつけた小こ槌づちと弓矢とひょうたんのストラップ──そのひょうたんのストラップからキラキラ輝かがやく煙けむりがもれ出ていたのだ。

「な、何これ……なんでひょうたんから煙けむりが？」

「わしがその根ね付つけを〝依より代しろ〟と定めたからじゃよ」

　言いながら柊ひいらぎが袖そでを軽く振ふると煙けむりは搔かき消きえた。

「根ね付つけって、今でいうストラップだよな。よりしろは……」

「こう書きますのよ」

　そう言って光流ひかるは〝依より代しろ〟と書かれたノートを春はる明あきに見せた。

「そ、それ！　購こう買ばいで見た。カプセルトイ自動販はん売ばい機きのところに、やたら書いてあったやつ」

「簡単にご説明いたしますと、〝依より代しろ〟とは式しき神がみのお家うちですわ」

「お、お家うち？」

「はい。場所ではなく人に憑ついた怪かい異いである式しき神がみは、常に顕けん現げんしていますと、どんどん疲ひ労ろうしてしまいますの。だから普ふ段だんは〝依より代しろ〟の中で待機しつつ休養していますのよ。ちなみに、わたくしの前ぜん鬼きと後ご鬼きの〝依より代しろ〟はこの数珠じゆずですわ」

　光流ひかるはお団子を留とめている髪かみ飾かざりに触ふれた。それは確かに房ふさのついた数珠じゆずだった。その数珠じゆずが淡あわく輝かがやいたかと思うと光流ひかるの頭の上に赤と青のヒヨコが現れ「ぴぃ」と鳴いた。

「この世にある形あるものはすべて〝依より代しろ〟になりますの。自らの身体からだを〝依より代しろ〟としている方もいらっしゃいますのよ」

「へぇ……──でも、それならそうと一言言ってくれれば……」

「疲つかれていたんじゃよ。──それにわしがいたのでは、かかる獲え物ものもかからんからのぅ」

「なんの話だ？」

　怪け訝げんな顔をする春はる明あきを無視して柊ひいらぎは再び大きなあくびをした。

「……さて、わしはもう一ひと眠ねむりするとしよう。おぬしはおぬしの役目を果たせ」

　言い終わると同時に柊ひいらぎの身体からだはキラキラ輝かがやく煙けむりに包まれ、ひょうたんの中へと吸すい込こまれていった。チャイムが鳴り、坂さか田たが教室に入ってくる。春はる明あきは後うしろ髪がみを引かれながらも黒板に向き直った。

「──うん？　なんだ、ポケットに……何か入ってる？」

　違い和わ感かんを覚え、ブレザーのポケットに手を突つっ込こむと指先に何か硬かたいものが触ふれた。取り出してみると、それは、鈴すずをモチーフにした漆うるし塗ぬりの髪かみ飾かざりだった。

「これ、三み鈴すずさんの……そっか、あの時、とっさにポケットに入れたのか……」

　呟つぶやきながら何気なく髪かみ飾かざりを裏返し──春はる明あきは、息を吞のんだ。

　前後して、教室の前方から何かが軋きしむような音と小さな悲鳴が聞こえてきた。

　顔を上げると、教きよう壇だんの上で笑え顔がおを浮うかべた坂さか田たが教きよう卓たくを片手で掲かかげ持っていた。何かが軋きしむ音は、普ふ段だんとは違ちがう体勢を取らされた教きよう卓たくの悲鳴だったらしい。

「春はる明あきさん、私の話、聞いていましたか？」

　坂さか田たはゆっくりと肘ひじを曲げ、投とう擲てきのかまえを取る。

「坂さか田た先生のご先祖さまは、源みなもとの頼らい光こうさまにお仕えした四し天てん王のうのお一人──坂さか田たの金きん時ときさまなんですの。昔話の金きん太た郎ろうと申した方がわかりやすいでしょうか？　なので春はる明あきさま、素す直なおに謝罪することをお勧すすめいたしますわ」

　光流ひかるの助言を春はる明あきは速すみやかに受け入れた。




「か、賀か茂もさん」

　ホームルーム終しゆう了りよう後ご、春はる明あきは隣りん席せきの光流ひかるに声をかけた。

「はい、なんですの？」

「そ、その、賀か茂もさんは、三み鈴すずさんと、中等部の頃ころから、仲がいいんだよな？」

「三み鈴すずちゃんのことは、お名前でお呼びするのに、何な故ぜ、わたくしは名字なんですの？」

　光流ひかるの目つきがわずかに鋭するどくなる。春はる明あきは慌あわてて、「ひ、光流ひかるさんと三み鈴すずさんは、中等部の頃ころから、仲がいいんだよな？」と言い直した。

「はい。そのとおりですわ」

　満足そうに微笑ほほえみながら光流ひかるは頷うなずいた。

「そ、それと、プ、プールは、火ひ組ぐみと一いつ緒しよだって、言ってたよな。それって中等部も？」

「はい。そのとおりですわ」

「じゃ、じゃあ光流ひかるさんは、み、三み鈴すずさんの、裸はだか、見たこと、ある？」

「……裸はだか、ですか？」

　抑よく揚ようのない声で繰くり返かえし光流ひかるは目を瞬しばたたかせた。

「あっ、いや、その、いやらしい意味じゃなくて！　な、なんなら、上半身だけでも全然いいし、水着でも、うん、全然大だい丈じよう夫ぶなんだけど！」

「──春はる明あきさま」

　慌あわてて言いい募つのる春はる明あきを制するように、その肩かたに触ふれ、光流ひかるは緩ゆるく首を左右に振ふった。

「その質問は、アウトですわ」

「で、ですよね……」

「若さという免めん罪ざい符ふは、同じ過あやまちを犯おかしたことのある年長者にしか理解されませんの。しかもそれは、年を追うごとに濃こさを増す黒歴史……」

「そ、そんな重い話だっけ？」

　光流ひかるは春はる明あきをキッと見み据すえ、「乙女おとめの柔やわ肌はだを拝むには、人生をかけなければならないということですわ」と熱弁をふるった。

「や、柔やわ肌はだに興味はあるけど──いやいやいや、そうじゃなくて、俺おれが知りたいのは、三み鈴すずさんの右みぎ肩かたに、傷があるか、ないかだけで……」

「──春はる明あきさま」

　静かな声で名前を呼ばれ、春はる明あきは反射的に頭を抱かかえながら「ごめんなさい、すみません」と謝罪の言葉を口にしていた。

　しかし、待てど暮らせど続くと思われた糾きゆう弾だんの言葉は紡つむがれなかった。恐おそる恐おそる腕うでを下ろし顔を上げると、驚おどろきと困こん惑わくと悲しみの色を湛たたえた光流ひかるが真まっ直すぐこちらを見ていた。

　固く閉ざされていた唇くちびるがゆっくりと開かれる。

「……どうして、ご存じなんですの？」

　頭の中が真っ白になった。気がつくと春はる明あきは教室を飛び出していた。

　背後で「春はる明あきさまっ!?」と光流ひかるが呼ぶ声が聞こえたが振ふり返かえることはできなかった。




　数人の教員に怒ど鳴なられながらも、走って走って走って走って──保健室の購こう買ばい前まえで春はる明あきはふらふらになりながら足を止めた。

「はぁ～～～～～～……」

　膝ひざに手を置き、座すわり込こもうとする身体からだをなんとか支える。

「……逃にげて、どうする」

　──かといって向き合う勇気もない。

「どうすれば、いいんだよ……」

　弱々しい自身の声に焦しよう燥そうが募つのる。──と、

「春はる明あき君？」

　廊ろう下かの角から三み鈴すずがひょっこり姿を現した。

「み、三み鈴すずさん……」

　あまりのタイミングに春はる明あきは一いつ瞬しゆん、幻げん覚かくでも見たのかと思った。しかし、よくよく考えてみればここは三み鈴すずが運はこび込こまれた保健室（女子用）のすぐ近く──彼かの女じよがいてもおかしくはない。

「大だい丈じよう夫ぶ？　汗あせがすごいよ」

　気づかれないようじりじりと後ずさりながら、春はる明あきは、顔に笑えみのようなものを浮うかべた。

「み、三み鈴すずさんこそ、もう、大だい丈じよう夫ぶなの？」

　三み鈴すずは背筋を正し、「その節はお世話になりました」と言って深々と頭を下げた。

「異常なしって言われたから教室に戻もどろうと思って。そうしたら春はる明あき君がいるんだもん、びっくりしちゃった。吹ふっ飛とばされたあとのことは全然覚えてないんだけど春はる明あき君が助けてくれたんだよね。ありがとう。ここ数日ちょっとだるかったりして……昨日といい今日といい、私、春はる明あき君に助けられてばっかりだね。情けないなぁ……」

　はにかみながら三み鈴すずは指で軽く頰ほおを搔かいた。押おさえを失った黒くろ髪かみが、その顔を隠かくすようにさらりと流れる。

　その瞬しゆん間かん、春はる明あきは本当の意味で確信すると同時に腹が据すわった。

「三み鈴すずさん」

　しっかりと床ゆかを踏ふみしめ、春はる明あきは三み鈴すずと向かい合った。

　三み鈴すずが顔を上げる。春はる明あきは両手を握にぎりしめ前まえ髪がみ越ごしに三み鈴すずの大きな瞳ひとみを見み据すえた。

「昨日話した、俺おれの幼おさな馴な染じみのこと、覚えてる？」

「……たろう君のこと？」

　三み鈴すずの表情がわずかに強こわ張ばった。その指がいつも髪かみ飾かざりがある箇か所しよに触ふれ──ゆっくりと下ろされる。

「小四の夏休みに俺おれたちは、じいちゃんの家の近所にある山に遊びに行って──そこで、崖がけから転がり落ちたんだ。落ちた先に草が茂しげっていたから、俺おれはあざとすり傷で済んだ。でも……たろーは違ちがった。転がり落ちる途と中ちゆう、岩か何かで、右みぎ肩かたに大きな裂れつ傷しようを負ったんだ」

「春はる明あき君」

　凜りんとした声が春はる明あきの口を封ふうじた。

　微び笑しようを浮うかべた三み鈴すずが一歩、春はる明あきに近づき両手を前に差し出す。

「髪かみ飾かざり、拾ってくれたでしょ？」

　春はる明あきは頷うなずき、ブレザーのポケットから取り出した髪かみ飾かざりを三み鈴すずの掌てのひらに乗せた。

　三み鈴すずは「ありがとう」と言ってから髪かみ飾かざりの表面を一ひと撫なでし、ひっくり返した。そこには油性マジックではっきり『安あ倍べ春はる明あき』と書かれていた。

「たろーって名前は、田た村むら麻ま呂ろの最初と最後の文字から取ったんだ」

　いつもの位置に髪かみ飾かざりを留とめ、三み鈴すずは肩かた幅はばに足を開き肩かたを怒いからせた。凜りんとした雰ふん囲い気きに精せい悍かんさが加わり、顔立ちも心なしか雄お々おしく見える。

「あの病室以来だね。──そうだよ、はる君。ぼくが君の幼おさな馴な染じみのたろーだ」




　病室という言葉に春はる明あきは、はっとした。

「気づいてたんだ」

「うん。──でも君は決して病室には入らなかった……ぼくを見なかった。そしてそのまま、君はぼくの前から消えてしまった。何度か君のおじいさんの家にも行ったけど、君はあの夏以降、一度もあの家を訪おとずれなかった。おじいさんのお葬そう式しきまで、一度も……」

　自分で自分を抱だきしめるように右みぎ肩かたを摑つかみ、三み鈴すずはうつむいた。

　据すえたはずの腹が揺ゆらぎ足もとがふらつく……何か言わなければと思う一方、何を言えばいいのかわからず、春はる明あきの頭の中を言葉がただ通り過ぎていく。

　言葉もなく視線も交かわさず、二人はただ空間だけを共有していた。──と、




「あ～あ～マイクテス。マイクテス。本日ハ晴天ナリ、本日ハ晴天ナリ──」




　スピーカーから若い男の声がこぼれ落ちた。




「まずは二年生と三年生に告ぐ。二年生と三年生に告ぐ。本日の授業は休講。部活動もなし。今から三十分以内に校内から退たい避ひすること。繰くり返かえす。二年生と三年生に告ぐ。二年生と三年生に告ぐ。本日の授業は休講。部活動もなし。今から三十分以内に校内から退たい避ひすること」




　一いつ拍ぱく置いて、放送は続けられた。




「次に一年生に告ぐ。一年生に告ぐ。今から三十分後、かねてよりポスターにて告知していた新入生歓かん迎げい会かいを執とり行おこなう。全員北体育館に集合せよ。現時点で所持している呪じゆ具ぐの携けい帯たいは許可する。ちなみに今から購こう買ばいに走っても購こう買ばいはやっていないので無意味だと伝えておく。質問は一いつ切さい受けつけない。繰くり返かえす。一年生に告ぐ。一年生に告ぐ。今から三十分後、かねてよりポスターにて告知していた新入生歓かん迎げい会かいを執とり行おこなう。全員北体育館に集合せよ。現時点で所持している呪じゆ具ぐの携けい帯たいは許可する。ちなみに今から購こう買ばいに走っても購こう買ばいはやっていないので無意味だと伝えておく。質問は一いつ切さい受けつけない。──以上」




　呆あつ気けに取られる春はる明あきたちの傍かたわらで、購こう買ばいの扉とびらが開き、若い眼鏡の女性店員が扉とびらにかかっていた『OPEN』の札をひっくり返し『CLOSE』にした。





※






　北体育館の出入り口には、鬼おにの面をつけ狩かり衣ぎぬをまとった男が数人立っていた。鬼おにの面といってもそれぞれ意い匠しようは異なり、同じものは一つとしてない。狩かり衣ぎぬにもそれぞれ個性があるのに対し男たちの背格好は同じ型から作られた人形のように似通っていた。

　彼かれらは体育館にやって来た生徒一人一人の手首に何も書かれていない木札を紐ひもで巻きつけ、何も書かれていないＡ４サイズの紙を手て渡わたしていった。その男たちとは別に体育館の中にも鬼おにの面に狩かり衣ぎぬという組み合わせの男が何人もいた。『ステージ前に移動してください。』『押おしてはいけません。』などと書かれたスケッチブックを掲かかげ、生徒たちを優やさしく誘ゆう導どうしている。

　続々と集まってくる生徒たちの顔には、程度は異なるものの不安の色が滲にじんでいた。

「歓かん迎げい会かい、だよな？」「何がはじまるんだ」「技能検定がどうこうって噂うわさ、聞いたことある」「私も」「先生方の会議が多かったのって、これのせい？」「そうらしいよ」「大がかりすぎるでしょ」「お腹なか痛い……」「何々、マジ怖こわいんですけど」「なんかテンション上がる」「楽しみだね」　──等々。耳を澄すまさずとも入ってくる様々な感情と情報に軽い目め眩まいを覚えつつ、春はる明あきはステージの方に近づいていった。──と、

「春はる明あきさま」

　振ふり返かえると、人混みをうまくすり抜ぬけながら光流ひかるが駆かけ寄よってきた。

　身のこなしは軽かろやかだが相変わらず歩くような速さだ。

「ご無事で何よりですわ。急に出て行ってしまわれたから心配していましたのよ」

「ご、ごめん……」

　光流ひかるは「うふふ」と小さく笑ってから周囲に視線を向けた。

「なんだかとっても物々しいですわね」

「光流ひかるさんは、なんか、余よ裕ゆうだな。もしかして、事前に、知ってたとか？」

「いいえ。仮にわたくしが何か知っていたとしても、それは皆みなさまも知っていることですわ。──ただわたくしは、何事も楽しんだ方がいいと思っていますの」

「前向き……だな」

「後ろ向きでは、危ないでしょう？　──失礼いたしますわ」

　笑え顔がおから一変、厳しい表情で光流ひかるは春はる明あきの腕うでを摑つかみ、『走らないでください。』と書かれたスケッチブックを掲かかげる鬼おにの面をつけた男の陰かげに隠かくれた。

「ひ、光流ひかる、さん？」

「土つち御み門かど有あり好よしですわ」

　戸と惑まどう春はる明あきに光流ひかるは短く告げた。その視線の先を追うと確かに有あり好よしがいた。有あり好よしもまたこちらを見ているようだったが、すぐに身をひるがえし人混みの中に消えていった。

「──春はる明あきさま、昨日の〝術わざくらべ〟以外に土つち御み門かど有あり好よしと何かございましたか？」

「えっ？　な、なんで？」

　光流ひかるは頰ほおに手をあて小首を傾かしげながら「うぅ～ん」と唸うなった。

「なんと申しますか……昨日の土つち御み門かど有あり好よしからは、切せつ羽ぱ詰つまったものを感じたのですが、今日は、それが更さらに増しているような……そんな印象を受けましたの」

　春はる明あきは頭の中で今朝の出来事を思い返した。

　ごぜを探し求め春はる明あきと三み鈴すずを襲おそった妖よう怪かいの美女──その美女を『ずっと捜さがし求もとめていた最強の怪かい異い』と称しようしながら『不完全』だからと逃にがした土つち御み門かど有あり好よし──彼かれは何を知っているのか。何をしようとしているのか。……俺おれは、何をするべきなのか……

「──そ、そういえば、光流ひかるさん、土つち御み門かど君って……」

「あんなのは呼び捨てで十分ですわよ」

「つ、土つち御み門かどは、鳥飼ってる？」

「今は何も飼っていないと思いますけど……何な故ぜですの？」

「今朝、白い鳥を連れているのを見たんだ。真っ白な鳥で、目も白くて……」

「でしたら簡易の式しき神がみかもしれませんわね。失うせもの探しの時などに用いますのよ。探しものと縁えん深ぶかいものに術を施ほどこして動けるようにしますの、そうすると失うせもののところまで案内してくれますのよ」

　春はる明あきが「へぇ～」と応えた直後、チャイムが鳴った。

　同時に扉とびらとカーテンが独りでに閉まり、薄うす闇やみが館内を包つつみ込こんだ。

　あちこちで小さな悲鳴と困こん惑わくの声が上がる。

「な、何が起きてるんだ!?」

「何を言っておる春はる明あき。何かが起こるのはこれからよ」

　キラキラ輝かがやく煙けむりと共に現れた柊ひいらぎは、春はる明あきの首に背後から腕うでを絡からめ、酒の匂においよりも甘あまい声で囁ささやいた。

「ひっ──柊ひいらぎ!?　どういうことだ!?　お前、何か知っているのか!?」

　後頭部に感じる柔やわらかな感かん触しよくに顔を真っ赤に染めながら春はる明あきが小さな声で問いかけると、柊ひいらぎは艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

「おぬしの祖父の頃ころもあったからのぅ。まぁちょっとしたお遊びじゃよ。──ほれ、ちゃんと前を見ろ」

　言いながら柊ひいらぎは春はる明あきの頭を両手で挟はさみ、顔をステージの方に向けさせた。

　鮮せん烈れつなライトがステージの上を照らし出す。そこには十数人の男女がズラリと並んでいた。年ねん齢れいはバラバラでスーツや私服と思おぼしき服を着ている。

「一年生のクラス担任と、副担任──それから教科担当のある先生方ですわね」

　ステージを見上げながら光流ひかるが呟つぶやく。

　一人の女性教員が一歩前に出た。──坂さか田た紅べに子こだった。

　坂さか田たは一礼してから手にしたマイクのスイッチを入れ、口を開いた。




「新入生の皆みなさ～ん、こ～んに～ちは～！」




　幼児を対象とした教育番組のお姉さんを彷ほう彿ふつとさせる口調とテンションに、新入生は凍こおりついた。




「あれあれ～、元気がないですよ～？　それじゃあ、もう一回。こ～んに～ちは～！」




　正気を取とり戻もどした生徒の何人かが「こんにちは」と言い返す。しかし坂さか田たはお気に召めさなかったらしく、その後、同じやりとりが七回繰くり返かえされた。応えないかぎり進まない──と気づいた生徒たちは、各おの々おの、はにかみながらも精せい一いつ杯ぱい元気な声で応えた。




「──はい、皆みなさん元気にご挨あい拶さつできましたね。いい子ですね～。それでは、これより宇う羅ら乃の僚つかさ学園高等部恒こう例れい、新入生歓かん迎げい会かい──あ・ら・た・め──ドキドキ☆陰おん陽みよう師じだらけの校内ウォークラリーの開かい催さいを宣言しま～す！」




　坂さか田たの宣言に呼応するように、それまで何も書かれていなかった紙に『ドキドキ☆陰おん陽みよう師じだらけの校内ウォークラリー』の文字と共に校内案内図が現れた。どうやらこれは、パンフレットのようだ。

　館内にざわめきが起こる。しかしそれは、無地の紙に文字や図形が浮うかび上あがったからではなく──「ドキドキだけでも恥はずかしいのに星って……」「坂さか田た先生だからまだいいけど、うちの担任が言ったらアウトだよね」「ウォークラリーってなんだっけ？」「ＲＰＧみたいにマップ内を巡めぐってそこで起きている問題を解決していく、みたいな？」「私は村むら娘むすめＡがいい」「何させられるの？」「呪のろいを解除せよ、とかあるといいな」──といった雑談が主だった。

　歓かん迎げい会かいの内容が少しわかり、生徒たちの中に生まれた余よ裕ゆうがおしゃべりという形になって現れたのだ。しかしそれも、「おぉ～い、静かにしないと坂さか田た先生が投とう擲てきをはじめるぞぉ～」という男性教員の言葉によって、すぐに鳴りをひそめた。

　坂さか田たは男性教員に会え釈しやくをしてから生徒たちに「それでは、ルールを説明するので、いい子の皆みなさんは、ちゃ～んと聞いてくださいね」と笑え顔がおで告げた。




「まずは、木札を見てください。あれれ～数字が浮うかんできましたよ～。数字が浮うかんでこない、あるいは読めないよ～というお友達は、恥はずかしがらずに手を挙げてくださいね～」




「どれどれ」

「う──わっ！　急に摑つかむな！」

　春はる明あきが左手首に視線を落とすより先に柊ひいらぎが春はる明あきの左ひだり腕うでを摑つかみ顔の横まで持ち上げた。

　柊ひいらぎに文句を言ってから春はる明あきは前まえ髪がみの向こうで揺ゆれる木札を見た。そこには、いつの間にか達筆な筆文字で漢数字が書かれていた。

「……五」

「春はる明あきさまも五番ですの。では、おそろいですわね」

　隣となりに並んだ光流ひかるが木札を掲かかげながら微笑ほほえんだ。その木札にも確かに『五』と書かれていた。

　坂さか田たが「は～い、こっちに注目～」と言って片手を上げた。舞ぶ台たい中央にスクリーンが降りてくる。そこに春はる明あきたちの手もとにあるパンフレットと同じ内容が映し出された。




「いい子の皆みなさんには、これから同じ数字のお友達と一いつ緒しよに校内を探検してもらいま～す。扉とびらの横に鬼き面めんさんが立っている教室には、ドッキドキワックワクの課題ゲームが用意されていま～す。楽しみですね～。課題ゲームの内容は鬼き面めんさんのスケッチブックを参考にしてくださいね～」




「きめん？」

「彼かれらのことですわ」

　春はる明あきの呟つぶやきを聞きつけた光流ひかるが、鬼おにの面をつけた男を視線で指し示す。

「彼かれらは校内で問題を起こした妖よう怪かいなんですの。一定の期間、式しき神がみとして学園に仕えたあと釈しやく放ほうされますわ。でも、半数近くはそのまま残って式しき神がみを続けるそうですわ。ちなみに、彼かれらのような成人男性を模した式しき神がみを鬼き面めん、幼児を模した式しき神がみを童どう子じと呼びますの」

「な、なんで、幼児？」

　光流ひかるは頰ほおを仄ほのかに赤く染めながら、「成人男性の姿をしていますと色々問題のある場所もありますでしょう？」と言った。春はる明あきもつられて赤くなりながら、「そ、そうだな」と応えた。




「課題ゲームをクリアするとポイントがもらえます。最大で五点、最低でも一点はもらえま～す。よかったですね～。しかも、クリアしたあとでも課題ゲームはやり直せるんですよ～。ただしポイントは上書きされるので気をつけましょうね～。課題ゲームが難しいよ～と思ったら途と中ちゆうで棄き権けんすることもできま～す。詳くわしいことは、パンフレットを読みましょうね」




　坂さか田たはどこからか懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出し掲かかげた。




「制限時間は、一チーム二時間です。その間に一番多くのポイントを獲かく得とくしたお友達の優勝で～す。残念ながら最下位になってしまったお友達には罰ばつゲームが、優勝したお友達には、金きん一いつ封ぷうのほかに、なんと！　五月の御ご霊りよう会えで舞まいを奉ほう納のうしてもらいま～す！」




　何十人という生徒が一いつ斉せいに息を吞のむ音がした。同時に、坂さか田たのテンションにうまく対応できず、どこかだれていた生徒たちの顔に生気が点ともる。

　ステージに向けられる視線には、熱がこもり、ぽつぽつと聞こえてくる──「御ご霊りよう会えで舞まえるの？」「うわうわ！　絶対負けられないじゃん！」「マジでっ!?」「戦せん闘とうじゃなくて呪のろい系の課題が多ければチャンスはある！」──などといった囁ささやきには、驚おどろきと戸と惑まどいと隠かくしきれない歓かん喜きが滲にじんでいた。

「ま、舞まいの奉ほう納のうって……そんな、テンションが上がるようなこと、なのか？」

　理解が追いつかない春はる明あきに、光流ひかるが「当然ですわ！」とキラキラした瞳ひとみで応える。

「宇う羅ら乃の僚つかさ学園五月の御ご霊りよう会えといえば陰おん陽みよう師じの名家がそろう大おお舞ぶ台たい──そこで舞まいを奉ほう納のうするということは、宇う羅ら乃の僚つかさ学園に在ざい籍せきする生徒にとって、この上もない名めい誉よなんですのよ！」

「へ、へぇ……」

　人見知りな春はる明あきにとっては、地じ獄ごくのようなご褒ほう美びだが一応空気を読んで口を閉ざした。




「はいはい、いい子の皆みなさん、はしゃいじゃう気持ちはわかりますが、ちょ～っと落ち着きましょうね～。いいですか？　このウォークラリーの成績は、色んな授業の参考にさせていただきます。いい子の皆みなさんは大だい丈じよう夫ぶだとは思いますが、くれぐれも手を抜ぬいたりしないでくださいね～。──それでは」







　ステージを照らしていたライトが消え、通常照明が点ともされると、館内の空気がピンと張はり詰つめた。




「楽しい楽しい技能検定ウオークラリーをはじめま～す！　『一』番から『五』番のお友達は、玄げん関かんに集合してくださいね～！」




「参りますわよ、春はる明あきさま」

　春はる明あきの返事を聞くことなく、光流ひかるは身をひるがえし歩き出した。

　ゆっくりと遠ざかる背中を春はる明あきもゆっくりと追いかけた。










　　　［四時間目］





※






　机や椅い子すをすべて窓まど際ぎわに寄せられた教室の中央は、ちょっとした広間になっている。そこに二十人の幼児が佇たたずんでいた。驚おどろくほど背格好が似通った幼児たちは、水すい干かんをまとい鬼おにの面で顔を隠かくし、金棒、鎌かま、短刀、棍こん棒ぼう、釘くぎバット──等々、接近戦に適した武器を装備している。

　幼児の姿をした式しき神がみ──童どう子じだ。

　春はる明あきたちは、廊ろう下か側がわの壁かべを背に彼かれらと相対していた。──と、

『いざ！　尋じん常じように勝負ぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ！！！！！！！！！！！！』

　異口同音過ぎて一人がしゃべっているとしか思えない雄お叫たけびを上げながら、童どう子じたちは一いつ斉せいに進しん撃げきを開始した。短い足を一いつ生しよう懸けん命めい動かす姿は可愛かわいらしいが手にした武器は本物だ。斬きられれば血が出るし、叩たたかれれば骨折する可能性もある。死なないからといって安心はできない。

　どうするべきか逡しゆん巡じゆんする春はる明あきの傍かたわらで二人の女子生徒がそれぞれ動いた。

「前ぜん鬼き、やっておしまいですわ！」

　黒いブレザーを着た女子生徒──賀か茂も光ひかる流は、高らかに命じながら赤いヒヨコを押おし寄よせてくる童どう子じたちに投げつけた。赤いヒヨコは空中でくるくると回転し、煙けむりをまき散らしながら執しつ事じ風ふうの若い男に姿を変えたかと思うと、「イエス！　マム！」と応えながら柄えの長い斧おのを童どう子じたちに振ふり下ろした。

「ネガティブ──退・散！」

　赤いブレザーを着た女子生徒──田た村むら三み鈴すずは、自ら童どう子じたちのまっただ中に突つっ込こみ、愛用の竹たけ箒ぼうきで彼かれらを薙なぎ払はらった。

　斧おのや竹たけ箒ぼうきにあたった童どう子じたちは「わー」とか「きゃー」とかといった可愛かわいらしい悲鳴を上げながら煙けむりと共に搔かき消きえる。その様子を見て春はる明あきはようやく彼かれらは、式しき神がみなのだと実感した。

　二十体の式しき神がみは、三十秒とかからず全員消失した。がらんとした広間に鬼おにの面をつけた男──鬼き面めんが音もなく現れる。鬼き面めんは片手に大きな判子をもう片方の手にスケッチブックを持っていた。広げられたスケッチブックには、『課題クリア☆おめでとう』と書かれていた。





※






　鬼き面めんがパンフレットに判子を押おしつけ離はなすと、ぽんっという軽い音と共に紙面に紙かみ吹雪ふぶきが舞まった。この紙かみ吹雪ふぶきは、何かに触ふれると消えるため、あたりは散らからないというなんとも便利な代しろ物ものだ。紙かみ吹雪ふぶきが消えてから改めてパンフレットを見ると、校内図の教室棟とう一階にある『☆実習室』のところに『課題クリア☆五点』の文字が追加されていた。

「思っていたより簡単だったね」

「いけませんわ三み鈴すずちゃん。慢まん心しんは心に隙すきを生みますわよ」

「そうだね。勝って兜かぶとの緒おを締しめよ、だね」

　実習室を出ると先に判子を押おしてもらった光流ひかると三み鈴すずが廊ろう下かの隅すみでそんな会話を交かわしていた。扉とびらの横を見ると鬼き面めんがスケッチブックを手に佇たたずんでいる。スケッチブックには、『二十体の式しき神がみ（童どう子じ）を一分以内に退治できるだけ退治せよ』と書かれていた。たまたま通りかかった別のチームが、その課題を見て「ここは、あとにしよう」と言って教室の前を通り過ぎていく。陰おん陽みよう師じとしての教育をキチンと受けている者でも尻しり込ごみする課題のようだ。

「薄うす々うす気づいてはいたけど……光流ひかるさんも三み鈴すずさんも、相当な実力者なんだな……」

　二人に視線を戻もどすと、パンフレットを広げた三み鈴すずの腕うでに光流ひかるが引っ付いていた。三み鈴すずは慣れているのか驚おどろきもせず、「どうする？　このまま二階に行く？」と光流ひかるに意見を求めた。

「教室棟とうで課題が用意されているのは、実習室のほかは、二階の進路相談室だけですわね。でしたら、このまま突とつ撃げきしてしまった方がいいと思いますわ。時間は有限ですもの」

「そうだね……──あっ、春はる明あき君は、どう思う？」

　三み鈴すずがこちらを見る。その手首に括くくりつけられた木札には、春はる明あきたちと同じ『五』の一字があった。なんの因果か、田た村むら三み鈴すず・賀か茂も光ひかる流・安あ倍べ春はる明あき──以上、三名が『ドキドキ☆陰おん陽みよう師じだらけの校内ウォークラリー』第五班のメンバーなのだ。

　北体育館の玄げん関かんでこの事実を知った時、春はる明あきはしばし言葉を失った。笑え顔がおで「よろしくね、春はる明あき君」といつもどおり接してくれた三み鈴すずに頷うなずき返すことしかできなかった。

　今もせっかく三み鈴すずが会話の切きっ掛かけをくれたというのに口が強こわ張ばってしまい「う」とか「あ」としか言えなくなってしまった。それでもなんとか気力を振ふり絞しぼり、「このまま、二階で、いいと、思う」と応えた。

　直後──爆ばく音おんが校舎を揺ゆらした。

　揺ゆれはすぐに収まったが外ではまだ爆ばく音おんが続いているためガラスは震ふるえっぱなしだ。ほかにも壁かべが破は壊かいされる音やガラスが割れる音、男女の悲鳴があちこちから聞こえてくる。

「爆ばく音おんは、校庭からだったね」

　校庭のある方向を見ながら三み鈴すずは、なんでもないことのように言った。三み鈴すずの身体にしがみつき揺ゆれを堪こらえた光流ひかるは、パンフレットを確かく認にんしてから、「校庭の課題は、なかなか大変なようですわね」と呟つぶやいた。

「いやいやいや！　ウォークラリーで爆ばく発はつとか悲鳴とか、どう考えてもおかしいだろう!?　さっきの課題だって一歩間ま違ちがえれば大おお怪け我がだぞ!?　死なないからってやり過ぎだろ!?」

　揺ゆれの震しん動どうで尻しり餅もちをついた春はる明あきは、床ゆかにしゃがみ込こんだまま思わず叫さけんだ。

　光流ひかるが無む邪じや気きな笑えみを浮うかべながら、「仕方ありませんわ。だってここは宇う羅ら乃の僚つかさ学園ですもの」とお決まりの文句を口にする。

　何か言い返そうと口を開いた春はる明あきを嘲あざ笑わらうように再び校舎を揺ゆらすほどの爆ばく音おんが轟とどろいた。

「一ひと先まず、二階に行こうか」

　三み鈴すずの提案に否を唱える者はいなかった。




　進路相談室の『陰おん形ぎようしている式しき神がみ（童どう子じ）を五分以内に捜さがし出だせ』という課題を五点満点でクリアした第五班は、その勢いのまま特別棟とうに移動した。

　特別棟とうには、すでに列ができている教室がいくつかあった。扉とびらの横に立っている鬼き面めんの前で課題と睨にらめっこをしているチームもちらほら見受けられる。

　中には、「山やま田だ、あの野や郎ろうどこ行った！」「違ちがうんです！　土つち御み門かどは土つち御み門かどでも土つち御み門かど違ちがいっていうか……」「髪かみの短い、金かね組ぐみの子なんだけど知らない？」──等々、開始早々はぐれてしまったチームメイトを捜さがして右往左往している生徒もいた。

　課題の方は、『指定されたお札を三分以内に正確に書け』といった陰おん陽みよう師じっぽいものから、『略歴から歴史上の人物を当てよ』というクイズ番組にありそうなものまで実に多た彩さいだ。

　春はる明あきたちは、まず『五分以内に付つく喪も神がみを見つけ出せ』という音楽室の課題を五点満点でクリアしてから、『十分以内に呪のろわれた本を見つけ出し、その呪のろいを解け』という図書室の課題に取りかかった。

　小こ振ぶりとはいえ建物一軒けんを丸々使っているので、図書室は、とても広い。

　三人は手分けして呪のろわれた本を探すことにした。

　春はる明あきに割わり振ふられたのは、文庫本のコーナーだった。

「でも、呪のろわれた本ってどうやって探せばいいんだ？」

　自身の身長よりも高い本ほん棚だなを見上げながら春はる明あきは唸うなった。

「教えてやろうか？」

　ウォークラリーがはじまってから無言を貫つらぬいていた柊ひいらぎが本ほん棚だなの上に腰こしかけ意地の悪い笑えみを浮うかべながら甘あまく囁ささやく。春はる明あきは「気持ちだけ受け取っておくよ」と言って、近くにあった踏ふみ台だいを使って一番上の棚たなの一番端はしの本を手に取った。

　柊ひいらぎは「ふぅん」と気のない声を出し、明後日あさっての方角を見ながら「反はん抗こう期きかのぅ」と続けた。

「自立への第一歩ってことなら、そうかもな」

「いきなり見ず知らずの場所に連れてこられ、今までとは違ちがう常識を押おしつけられておるのだ、多少年上の優やさしくて綺き麗れいで妖よう艶えんなお姉さまに頼たよっても罰ばちは当たるまい。──まぁ手を貸すか貸さないかは、わしが決めるがのぅ」

　パラパラとページをめくってから本を棚たなに戻もどし、隣となりの本を手に取る。

「頼たよるのと寄りかかるのは違ちがうだろう。俺おれはお前に寄りかかりたくはない」

　柊ひいらぎは目を瞠みはり──ふっと笑ってから煙管キセルを銜くわえた。

「わしも寄りかかられるのは、ごめんじゃ。──寄りかかるのは好きなんじゃがのぅ」

「はいはい。まぁ、そんなわけだから駄だ目めで元々、少しは自分で考えようと思うんだ。このままじゃ俺おれ、役立たずまっしぐらだし」

「進路相談室と音楽室の課題では、役に立っていたではないか。童どう子じも琵び琶わ牧ぼく々ぼくも開始早々おぬしに見破られて泣いておったしのぅ」

　春はる明あきはページをめくっていた手で前まえ髪がみを引っ張りながら、「あれは、ただ視ただけだ」と少し拗すねた口調で呟つぶやいた。

　柊ひいらぎは「ふぅん」とつまらなそうに鼻を鳴らしてから春はる明あきの傍かたわらに降りてきた。

「持って生まれたものも、おぬしの立派な実力の一部じゃぞ」

　春はる明あきは半分目を伏ふせながら「……わかってる」と言い捨てた。柊ひいらぎは「なら、いいんじゃがのぅ」と言いながら本ほん棚だなの一番上の棚たなにある本の背表紙を煙管キセルで叩たたいた。叩たたかれた本は独りでに動き出し──「いてっ！」──春はる明あきの頭に直ちよく撃げきした。

　丁度角になっている部分が脳天に突つき刺ささったため結構な衝しよう撃げきと痛みが春はる明あきを襲おそった。

「無む邪じや気きだった頃ころを思い出せるよう優やさしいわしからのプレゼントじゃ」

「何がプレゼントだ！」

　春はる明あきはズキズキと鈍にぶい痛みを訴うつたえる頭頂部を撫なでながら、持っていた本を棚たなに戻もどし床ゆかに落ちてしまった痛みの原因である本を拾った。──本に罪はない。むしろこんな雑な扱あつかいを受けたのだから被ひ害がい者しやといってもいいだろう。

「いや、被ひ害がい本ぼんか？」

　どうでもいいことを呟つぶやきながら、ほこりを払はらうように文庫本の表紙を軽く叩たたく。そこには、『殺せつ生しよう石せき』というタイトルと十じゆう二に単ひとえをまとった髪かみの長い女性が描えがかれていた。

　柊ひいらぎは再び本ほん棚だなの上に腰こしかけながら「昔々ある大陸に──」と語り出した。

「美び姫きに化け権力者に近づき、己おのれの快楽のためだけに罪のない人間をむごたらしい方法で殺させ国を滅ほろぼした、それはそれは恐おそろしい妖よう怪かいがおりました。その妖よう怪かいは、やがて日本に渡わたりました。平へい安あん時代後期のことです。妖よう怪かいは鳥と羽ば上じよう皇こうの寵ちよう愛あいを得ることに成功しました。しかし、妖よう怪かいの妖よう気きにあてられ上じよう皇こうは体調を崩くずしてしまいます。そこで周囲の者はすぐに陰おん陽みよう師じ──安あ倍べの泰やす成なりを呼び、原因を占うらなわせました」

　春はる明あきは口を中ちゆう途と半はん端ぱに開けた状態で柊ひいらぎを見上げた。彼かの女じよがいつになく柔やわらかな声で語る物語に聞き覚えがあったのだ。しかし彼かれが知っている物語は、もっと低く優やさしい声をしていた。

　柊ひいらぎは続ける。

「泰やす成なりは、上じよう皇こうの寵ちよう愛あいを受けている美び姫き──玉たま藻もの前まえが妖よう怪かいであると見み抜ぬきました。正体を知られた妖よう怪かいは、那な須す野のに逃のがれましたが追ってきた泰やす成なりと武士たちによって神の力を宿した矢に射い貫ぬかれ石になってしまいました。しかし、石となってもその怨おん念ねんは生き物に害をなしたため、石はいつしか殺せつ生しよう石せきと呼ばれるようになり、数百年ののち玄げん翁のう和お尚しように砕くだかれるまで生き物を殺し続けましたとさ……おしまい」

「その話……」

「おぬしは、よく晴せい明めいと泰やす成なりの話をねだっていたからのぅ。嫌いやでも覚えるというものじゃ」

　春はる明あきは、手の中の本に視線を落としながら「俺おれは、ちょっと忘れてた」と呟つぶやいた。

　柊ひいらぎが「ひっひっひっ」と笑う。

「ちなみに、このお話に登場する妖よう怪かいは、白はく面めん金きん毛もう九きゆう尾びの狐きつね──九きゆう尾びの狐きつねといった方が聞きなじみがあるかのぅ。その名の示すとおり九つの尾おを持つ妖よう狐こじゃ。そういえば、今朝、おぬしたちを襲おそった輩やからも、九つの尾おを持つ妖よう狐こがどうたらと言っておったのぅ……」


　──我らが御ご前ぜ[image: さんてん][image: さんてん]九つの尾おを持つ妖よう狐この中の妖よう狐こ──いずれ迎むかえに参りましょう──



　今朝聞いた美女の濁にごった声が脳のう裏りに蘇よみがえる。

　春はる明あきははっとして、柊ひいらぎを見上げた。

「なら、ごぜっていうのは、九きゆう尾びの狐きつねのことで、あのお姉さんは、何な故ぜかは、わからないけど、九きゆう尾びの狐きつねが誰だれかの身体からだの中にいると思って、俺おれたちを襲おそったのか？」

　足を組みながら柊ひいらぎは「さぁて」と気のない返事をした。

「あれ？　でも、そもそも九きゆう尾びの狐きつねは石になって、しかもその石も砕くだかれたんだよな？　じゃあ、あのお姉さんが捜さがしている九きゆう尾びの狐きつねは、一体何ものなんだ？　仮に本物の九きゆう尾びの狐きつねだとして、どうして誰だれかの身体からだの中にいるんだ？」

　情報を整理しようとすればするほど疑問が増えていく──……

　なんともいえないもどかしさに空いている方の手で髪かみを搔かきむしっていると、「ネガティブ──退・散！」という声と共に鈍にぶい打だ撃げき音おんが室内に響ひびき渡わたった。

　本ほん棚だなの上を見ると、そこに柊ひいらぎの姿はなく、ただキラキラ輝かがやく煙けむりだけが残されていた。

「……今は、こっちに集中すべきだな」

　手の中の本を棚たなにしまい、春はる明あきは気持ちを切きり替かえた。





※






「前ぜん鬼き、美お味いしいですか？」

　廊ろう下かをほてほてと進みながら光流ひかるは頭上の赤いヒヨコに問いかけた。赤いヒヨコは黒い蛇へびの尻尾しつぽのようなものを嘴くちばしいっぱい頰ほお張ばったまま羽をバタバタさせた。

　尻尾しつぽのようなものはまだ生きているのか、たまに思い出したように上下するが赤いヒヨコは意に介かいしていないらしく、ゆっくりと吞のみ込こんでいく。──中々ショッキングな映像だ。

「あれは、本に憑ついていた呪のろいだよ」

　春はる明あきの視線に気づいた三み鈴すずが、隣となりに並びながら教えてくれた。

「私が本を見つけて、そはや丸まる──あっ、私の竹たけ箒ぼうきの名前なんだけど、それで呪のろいを叩たたき出だして前ぜん鬼き君が食べてくれたの」

「ま、まだ動いてるけど……」

「あれは呪じゆ力りよくの残りかすみたいなものだから大だい丈じよう夫ぶだよ。クリアの判子も、点数だってちゃんともらえたでしょ？」

　パンフレットを広げながら三み鈴すずはにっこりと微笑ほほえんだ。

　確かに図書室のところには、『課題クリア☆五点』の判子がしっかりと押おされている。

「そうだけど……ちょっと、目のやり場に困るな」

　三み鈴すずは「ふふふ」と小さく笑った。その時、二人の頭上でバサリと羽音が響ひびいた。足を止め頭上を仰あおぐと、真っ白な鳥が天てん井じようすれすれを飛んでいた。──今朝、有あり好よしが連れていた鳥によく似ている。

「あれって……」

「本物の鳥じゃなくて式しき神がみみたいだね。連れん絡らく用ようかな？」

　はらはらと白い羽根が舞まい落ちる。三み鈴すずはそのうちの一枚を掌てのひらで受け止めたが、すぐに消えてしまった。何も残っていない掌てのひらを握にぎりしめ、「……よかった」と呟つぶやく。

「何が？」

「春はる明あき君と話ができて」

「あっ──」

　反射的に離はなれようとした春はる明あきの袖そでを何かが引っ張る。見ると、三み鈴すずの指が袖そで口ぐちを摑つかんでいた。力は込こめられておらず、軽く腕うでを振ふるだけで離はなれていくだろうその白い指から春はる明あきは目を逸そらすことができなくなった。

　沈ちん黙もくに押おし潰つぶされるのを恐おそれるように、三み鈴すずが「あのね」と言葉を発する。

「あとで、ぼくの話を聞いてほしいんだ。頑がん張ばって、全部話すから。だから……だから、私にも、春はる明あき君の話を聞かせて」

　三み鈴すずの声を聞きながら、春はる明あきは三み鈴すずの顔が見たいと思った。どんな表情をしているのか知りたかった。しかし、指先を見つめることしかできなかった。三み鈴すずも春はる明あきの顔をのぞき込こもうとはしなかった。──それが二人の今の距きよ離りだ。

　春はる明あきは目を閉じた。ゆっくりと息を吸すい込こみ吐はき出だし、小さな声で「うん」と応える。

　一いつ拍ぱく置いて「ありがとう」と囁ささやいた三み鈴すずの声は、微笑ほほえんでいるようだった。

「春はる明あきさま、三み鈴すずちゃん、どうかしましたの？」

「なんでもないよ」

　応えながら三み鈴すずは春はる明あきの袖そで口ぐちから指を離はなし友人の下へと駆かけていった。その背中を春はる明あきは穏おだやかな気持ちで見送ることができた。




　春はる明あきたちがスタートしてから一時間──課題を掲かかげる教室の前には、軒のき並なみ列ができている。チームの数に比べ課題の方が圧あつ倒とう的てきに少ないのでこれは、当然の結果だった。

　ある程度の目め処どをつけ効率よく点数を稼かせがなければ優勝は難しいと踏ふんだ光流ひかるの提案で、春はる明あきたちは特別棟とうを足早に一周してから保健室に移動した。課題を掲かかげる教室がない保健室の廊ろう下かは、閑かん散さんとしていて作戦会議には、もってこいだった。

「やっぱり制限時間が短い課題は回転が速いよね。でも──……」

「皆みなさま同じ考えのようでしたわね。そういう課題にかぎって列が長かったですわ。存外、制限時間が長くとも列が短い課題の方が早く順番が回ってくるかもしれませんわね」

「そうすると、どこがいいかな？」

「そうですわね……」

　三み鈴すずが広げたパンフレットをのぞき込こみながら光流ひかるは顎あごに指を添そえ思案する。

　窓を背に今後の方針を真しん剣けんに話し合う少女二人を春はる明あきは、向かいの壁かべに寄りかかりながら見守っていた。サボっているわけではない。呪じゆ術じゆつにうとい春はる明あきでは、課題の難易度を測ることができないので二人の邪じや魔まをしないようにしているだけだ。

「では、そういたしましょう」

　光流ひかるの言葉に三み鈴すずが頷うなずき、パンフレットをたたむ。考えすぎて結局課題に取り組めませんでした──という愚ぐを犯おかさぬよう、光流ひかるはあらかじめ会議に割さく時間を決めていた。その時間内に意見がまとまらなければ一番近くの課題に問答無用で並ぶということになっていたのだが、そうはならなかったらしい。

　晴れやかな笑え顔がおを浮うかべた光流ひかるが「春はる明あきさま」と手を振ふりながら近づいてくる──と、廊ろう下かの角から童どう子じが飛び出してきた。春はる明あきは「危ないっ！」と言って光流ひかるの肩かたを抱だき寄せた。光流ひかるが立っていたあたりを童どう子じが駆かけ抜ぬけていく。

「なんだ、あいつ……」

「春はる明あきさま」

　名前を呼ばれ視線を落とすと目と鼻の先に光流ひかるの顔があった。光流ひかるはにっこりと微笑ほほえみ「ありがとうございますわ」と言った。春はる明あきは顔を真っ赤に染め上げながら慌あわてて光流ひかるの肩かたから手を離はなし距きよ離りを取った。

「ご、ごめん！」

「うふふ……春はる明あきさまの胸って意外とたくましいんですのね」

「っ!?」

　春はる明あきは胸を守るように腕うでを交差させた。

「光流ひかるちゃん、春はる明あき君、見て！」

　三み鈴すずの切せつ羽ぱ詰つまった声に驚おどろきつつも廊ろう下かの先を見ると、鬼おにではなく白い狐きつねの面をつけた童どう子じが立っていた。──先ほど飛び出してきた童どう子じだ。

　面めん越ごしに、じっとこちらを見み据すえながら掲かかげられたその右手には、懐かい中ちゆう時ど計けいが握にぎられていた。それは、各班に一つずつ貸し出された懐かい中ちゆう時ど計けいとよく似ていた。懐かい中ちゆう時ど計けいを保管している光流ひかるが慌あわててブレザーのポケットを確かく認にんし──「ありませんわ……」と青ざめた顔で告げる。

　狐きつね面めんの童どう子じはキャッキャッと笑いながら身をひるがえした。そして──

『鬼おにさんこちら、手の鳴る方へ──……』

　甲かん高だかい声で歌いながら走り出す。

「後ご鬼き！」

　光流ひかるの頭から飛び降りた青いヒヨコは、メイド風の女の子に変じると素す早ばやく主人を背負い駆かけ出だした。

「春はる明あき君！　私たちも」

　春はる明あきは頷うなずき、三み鈴すずと共に狐きつね面めんの童どう子じと光流ひかるのあとを追いかけた。





※






　……──ふと気がつくと春はる明あきは、白い靄もやに覆おおわれた橋の上にいた。

　走りながら端はしに寄り欄らん干かんから下をのぞくと水面が見えた。池なのか湖なのかはたまた凪なぎの海なのか──ともかく川ではないようだ。

　顔を前に戻もどすと三み鈴すずとメイド風の女の子──と彼かの女じよに背負われた光流ひかるの背中が見えた。うっすらとだが狐きつね面めんの童どう子じの姿も見える。

　橋の軋きしみに混じり『鬼おにさんこちら』と歌う声が聞こえてきた。

「俺おれたち、廊ろう下かを走っていたはずじゃ……」

「化かされちゃったみたいだね」

　三み鈴すずが前を向いたまま苦く笑しよう混じりの声であっけらかんと告げる。

　独り言を聞かれてしまった羞しゆう恥ちに頰ほおを染めつつ、春はる明あきは眉み間けんにしわを寄せ、「化かされたって……」と呟つぶやいた。ここが学園の外ならば「冗じよう談だんはやめてくれ」と続けただろう。しかし、ここは宇う羅ら乃の僚つかさ学園の中だ。あり得ない話ではない。──いや、十中八九、三み鈴すずの言うとおり春はる明あきたちは何かに化かされたのだろう。

　三み鈴すずはメイド風の女の子に近づき、「ねぇ光流ひかるちゃん」と友人に声をかけた。

「万が一にも、これが課題って可能性あると思う？」

「パンフレットには、課題は教室と校庭のみと明記されていますので、その可能性は低いですわ。それにわたくし、幼よう稚ち舎しやからこの学園のお世話になっていますが、狐きつねの面をつけた童どう子じがいるなど聞いたこともございませんわ」

「じゃあ、あの子は、童どう子じじゃなくて童どう子じのふりをした何か……ってことか」

「結界の規模から鑑かんがみると単独犯ではなさそうですわね。わたくしたちは差さし詰ずめ、蜘く蛛もの巣すにかかった蝶ちよう々ちよといったところでしょうか」

「蜘く蛛もの正体はわからないけど、まんまと罠わなに引っかかったってわけだね」

「目的も不明ですわね。──しかし、何なん人ぴとたりともわたくしたちの優勝を阻はばむことは許しませんわよ！　必ずやウォークラリーが終わるまでに、お暇いとまさせていただきますわ！」

　そう言って光流ひかるは拳こぶしを握にぎりしめた。──帰れると信じて疑わないところがすごい。

　しかし、少女二人の会話を聞きながらも、春はる明あき自身、それほど焦あせってはいなかった。

「数日前の俺おれなら、もっと怖こわがったし、戸と惑まどったんだろうな……」

　口の中で呟つぶやき、ふっと苦く笑しようする。

　不意にメイド風の女の子が足を止めた。光流ひかるが「後ご鬼き？」と名を呼ぶと女の子は無言で前方を指さした。三み鈴すずと春はる明あきも足を止め前方を注視する。

　そこに狐きつね面めんの童どう子じの姿はなく代わりに進路をふさぐように襖ふすまが設しつらえられていた。

「鬼おにごっこはここまでのようですわね」

　光流ひかるが女の子の背中から降りると女の子は青いヒヨコに戻もどり主人の頭に収まった。

「それでは、春はる明あきさま。お願いいたしますわ」

「ふえぇっ!?」

　手で襖ふすまを指し示す光流ひかるに春はる明あきは素すっ頓とん狂きような声を上げた。

　光流ひかるは「うふふ」と笑ってから「冗じよう談だんですわ」と言った。

「……──ところで、そちらは、いつまで隠かくれん坊ぼうをしているつもりなんですの？」

　光流ひかるは、温かな笑えみを冷ややかな笑えみに変え、振ふり返かえりながら赤いヒヨコを襖ふすまとは逆の方向に投げつけた。執しつ事じ風ふうの若い男に変じたヒヨコが柄えの長い斧おのを何もない空間に叩たたきつける──と、空間がゆがみ、そこから土つち御み門かど有あり好よしが姿を現した。

「ばれていましたか」

　有あり好よしの手の中で笹ささの葉が砕くだけ散ちる。──結界を張っていたようだ。

「ばれるも何も気配がだだもれでしたわよ、土つち御み門かど有あり好よし」

　光流ひかるは腕うで組ぐみしながら微び苦く笑しようを滲にじませる有あり好よしを睨にらみつけた。その頭に赤いヒヨコが帰き還かんする。

　有あり好よしは軽く肩かたをすくませた。

「悲願達成を目前にして気が急せいてしまったようです。──しかし、それももう終わりです」

　有あり好よしのブレザーのポケットから真っ白な靄もやが溢あふれ出でる。靄もやは有あり好よしの肩かたに集まり、一羽わの白い鳥に変じた。春はる明あきが「あの鳥……」と呟つぶやいた直後、三み鈴すずが急にしゃがみ込こんだ。

「三み鈴すずさん!?」

　駆かけ寄よると、三み鈴すずはカタカタと震ふるえていた。

「は、春はる明あき、君……どうしよう……力が……抜ぬけて……私……わたし……」

　三み鈴すずは今にも泣き出しそうな顔で春はる明あきを見上げた。その右の掌てのひらに白い羽根が一枚、張りついていた。──それは、図書室の課題を終えたあと三み鈴すずが廊ろう下かで受け止めた、そして消えたはずの羽根だった。羽根は白い光を発し、その光が三み鈴すずの右手を覆おおっている。

　有あり好よしが感かん嘆たんのため息を吐はき出だす。

「やっと、僕ぼくの努力が報むくわれる……」

「土つち御み門かど！　お前、三み鈴すずさんに何をした！」

　春はる明あきは前まえ髪がみ越ごしに有あり好よしを睨にらみつけた。有あり好よしは肩かたに止まった鳥を撫なでながら微笑ほほえんだ。

「三み鈴すず君の中で眠ねむっていた彼女が目覚めようとしているだけですよ」

「わかるように説明しなさい、土つち御み門かど有あり好よし！　その彼かの女じよとはなんなんですの、土つち御み門かど有あり好よし！」

　カッカッと高らかな足音を響ひびかせながら光流ひかるは有あり好よしに詰つめ寄よった。

　その時、襖ふすまが独りでに開き──傷だらけの鬼き面めんが這はい出でてきた。




「──っ!?」

　声なき悲鳴を上げながら、春はる明あきはとっさに三み鈴すずと鬼き面めんの間に立ちふさがった。

　襖ふすまから這はい出でてきた鬼き面めんの面にはひびが入っていた。狩かり衣ぎぬも所々破れ血が滲にじんでいる。それでも鬼き面めんは、肘ひじを立て背を反らしながら上半身を起こすと手に持ったスケッチブックを春はる明あきたちに掲かかげて見せた。

『逃にげてください。』

　予想外の言葉に春はる明あきは「えっ？」と間の抜ぬけた声を出した。

　文字が滲にじみ、すぐに次の文字が浮うかび上あがる。

『ここから逃にげてください。今なら、まだ脱だつ出しゆつできるはずです。』

「あなたは……本物の鬼き面めんのようですが、わたくしたちをここまで連れてきた狐きつね面めんの童どう子じのことはご存じなんですの？」

　光流ひかるが厳しい表情で問いかける。

『あれは、私の仲間です。そして、昨日までの私です。』

「ならばあなたは、仲間がせっかく捕つかまえてきた獲え物ものに逃にげろと仰おつしやいますの？」

『はい。』

「……襖ふすまの奥おくには、一体何がいらっしゃいますの？」

　スケッチブックの文字が滲にじみ──一いつ瞬しゆんの間を置いて、新たな文字が浮うかび上あがる。

『我らが御ご前ぜの抜ぬけ殻がらです。』

「ごぜん？　おまえ？　それとも、ごぜでしょうか？」

「ごぜ……」

　聞き覚えのある言葉に春はる明あきははっとした。

「──もう手て遅おくれですよ」

　有あり好よしの言葉を待っていたかのように、ガゴッと鈍にぶい音を立て襖ふすまが開け放たれる。

　襖ふすまの向こうには闇やみがあった。闇やみは音もなく溢あふれ、瞬まばたき一回──天地の境もわからないほど深い闇やみが春はる明あきたちを包つつみ込こむ。それでも不思議なことに互たがいの姿だけは、しっかりと視し認にんできた。

「これは……」

「春はる明あきさま、ご存じですの？」

「今朝、よく似た結界に、三み鈴すずさんと一いつ緒しよに取とり込こまれたんだ……」

　注意深く周囲を見回すと闇やみの中にぽつりぽつりと色しき彩さいが生じた。それはすべて人だった。宇う羅ら乃の僚つかさ学園高等部の赤、青、白、黒のブレザーをまとい、力なく床ゆかと思おぼしき闇やみの上に倒たおれ伏ふしている。おそらく春はる明あきたちと同じようにウォークラリーの最中、何かを盗とられ、ここまで誘ゆう導どうされたのだろう。

　そして倒たおれ伏ふす彼かれらの中心に紫むらさきのレトロなワンピースをまとった美女がいた。今朝、春はる明あきと三み鈴すずを襲おそった、あの美女だ。闇やみの中に座し、白いブレザーを着た女子生徒を膝ひざに乗せている。女子生徒は、目を開けているが身体からだに力は入っておらず美女に寄りかかっている。

　美女はゆっくりと顔を傾かたむけ女子生徒の唇くちびるに自らの唇くちびるを重ね合わせた。

「──っ!?」

　突とつ然ぜんの刺し激げき的てきな光景に春はる明あきは顔を真っ赤にしながらも決して視線は逸そらさなかった。

　あの美女から目を離はなしてはいけないと本能的に悟さとったのだ。

　女子生徒の瞳ひとみから光が消え、それを隠かくすように瞼まぶたが閉ざされる。美女は女子生徒から唇くちびるを離はなすと、その身体からだを床ゆかに無造作に転がしながら立ち上がった。


「女めのこでは少し物足りぬ[image: さんてん][image: さんてん]しかし、御ご前ぜのお身体からだを戻もどすため贅ぜい沢たくは言っていられません」



　相も変わらず奇き妙みような声を発しながら美女は顔を上げた。

　ゾッとするほど真まっ直すぐな光を宿した朱しゆ色いろの瞳ひとみが春はる明あきに──いや、三み鈴すずに向けられる。


「嗚あ呼あ──我らが御ご前ぜ、そちらにいらっしゃったのですね！」



　上気した頰ほおに手を添そえ美女は恍こう惚こつの笑えみを浮うかべる。

「春はる明あきさま！　三み鈴すずちゃん！　──離はなしなさい！　土つち御み門かど有あり好よし！」

　鼓こ膜まくに飛とび込こんできた声に目だけ動かし光流ひかるを見ると、有あり好よしの左ひだり腕うでがその細い首に巻きついていた。

「落ち着いてください、光流ひかる君。──もうすぐ彼女が本来の姿に戻もどるのですから」

　有あり好よしは苦く笑しようを浮うかべながら右手にかまえた笹ささの葉の先せん端たんを光流ひかるの頰ほおに突つきつけた。光流ひかるは抵てい抗こうを止やめる代わりに冷ややかな視線で有あり好よしを刺さし貫つらぬいた。

「春はる明あきさまと三み鈴すずちゃんに何かあったら、賀か茂も家に伝わるすべてを使ってあなたを生しよう涯がい呪のろって差し上げますわ、土つち御み門かど有あり好よしっ！」

「──……だめ」

　囁ささやくように紡つむがれた否定の言葉は、春はる明あきの背後から聞こえてきた。

　振ふり返かえると、三み鈴すずはしゃがみ込こんだままぼんやりと虚こ空くうを見つめていた。その掌てのひらに張りついていた羽根が澄すんだ音を立てながら光もろとも砕くだけ散ちり──強風が一同を襲おそった。

「うわっ！」

　風はすぐに止やんだ。顔を覆おおっていた両りよう腕うでを下ろし──春はる明あきは息を吞のんだ。

「三み鈴すず……さん？」

　ゆらりと立ち上がった三み鈴すずの髪かみは、漆しつ黒こくではなく黄こ金がね色いろに、半眼になっている双そう眸ぼうは、深い琥こ珀はく色いろに変じていた。何より彼かの女じよを取り巻く冷たくも美しい空気が告げている。

　彼女は、田た村むら三み鈴すずではない。


「嗚あ呼あ、御ご前ぜ！　そこにいらっしゃったのですね！」



　美女の歓かん喜きの声が闇やみに木こ霊だまする。

「……あれが、あなたが仰おっしやっていた彼女なんですの？　土つち御み門かど有あり好よし」

　依い然ぜん、有あり好よしの腕うでに捕とらわれたまま光流ひかるは抑よく揚ようのない声で問いかけた。

「そのとおりです。──この日をどれだけ待ちわびたことか！」

　対する有あり好よしの声は、美女に負けず劣おとらず歓かん喜きの色に染まっていた。頰ほおにも朱しゆが点ともっている。その肩かたに止まったまま、白い鳥が羽をバサリと羽ばたかせた。

　光流ひかるはくっと歯を嚙かみしめてから、「いい加減にしなさい！」と叫さけんだ。

「あれは、三み鈴すずちゃんじゃありませんわ！　三み鈴すずちゃんを、わたくしの友人を返しなさい！」

「光流ひかる君、落ち着いてください」

「黙だまりなさい！　土つち御み門かど有あり好よし！」

　すべての音を遠くに聞きながら、春はる明あきはただ三み鈴すずであって三み鈴すずでない誰だれかを見つめていた。

　琥こ珀はくに変じた双そう眸ぼうは何も映さず、口は閉ざされ、両りよう腕うでは身体からだに沿うように垂らされている。黄金に変じた毛先は、風もないのにゆらゆらと揺ゆれ、まるで獲え物ものを探す蛇へびのようだ。
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「御ご前ぜ、御ご前ぜ！　嗚あ呼あ今すぐ、その偽いつわりの身を切り刻んで差し上げましょう！」



　視界の端はしで美女が何事か喚わめきながら床ゆかを蹴けり、こちらに向かってくるのが見えた。

　頭の片かた隅すみで「逃にげろ！」と叫さけぶ自分がいた。しかし春はる明あきは動けなかった。よくわからないごちゃごちゃとした感情に支配され、ただ三み鈴すずを見つめることしかできなかった。

　すると、それまで棒立ちだった三み鈴すずが動いた。春はる明あきの胸むなぐらを摑つかみ、放り投げたのだ。

「いって！　何するんだ！」

　すぐに上半身を起こし抗こう議ぎの声を上げるが三み鈴すずはこちらを一いち瞥べつすることもなく、舌足らずな口調で「それは、だめなのですよ」と言いながら迫せまり来る美女に右手を突つきつけた。──と、その腕うでに真っ赤な炎ほのおが巻きつき、美女目がけて放たれる。


「御ご前ぜ？　これはなんのお戯たわむれでしょうか？」



　嘲あざ笑わらいながら美女は炎ほのおを避よけず手で薙なぎ払はらった。──いや、薙なぎ払はらおうとした。しかし、美女の手が炎ほのおに触ふれた瞬しゆん間かん、炎ほのおは恐おそるべき速さでその身体からだを吞のみ込こんだ。


「あああああああああああああっ！！！！！！！！！！」



　絶ぜつ叫きようを上げ、美女は炎ほのおに包まれたまま床ゆかの上を転がった。

「どういうことだ……助けて、くれたのか？」

　戸と惑まどいながらも春はる明あきは立ち上がり三み鈴すずを見た。

　三み鈴すずは右手を下ろし──近くに倒たおれ伏ふしていた生徒に炎ほのおを放った。

「っ!?」

　生徒の身体からだが炎ほのおに吞のまれ──ふっと搔かき消きえる。

　三み鈴すずは手て当あたり次し第だい、生徒に向けて炎ほのおを放ち──気がつけば周囲は火の海と化していた。

「三み鈴すずちゃん！」

　有あり好よしの拘こう束そくを逃のがれた光流ひかるが三み鈴すずに駆かけ寄よる。三み鈴すずは琥こ珀はくの瞳ひとみを光流ひかるに向け──炎ほのおを放った。

　驚きよう愕がくの表情を浮うかべたまま光流ひかるは炎ほのおに吞のまれ──悲鳴を上げる間もなく搔かき消きえる。

「光流ひかるさんっ！」

　春はる明あきの悲痛な声が響ひびく中、有あり好よしは、顔をしかめながら炎ほのおに背を向け、闇やみの向こうへと走り去った。美女は、炎ほのおにまかれたまま未いまだ床ゆかの上で悶もだえている。

　毒々しいほど赤い炎ほのおの中、立っているのは春はる明あきと三み鈴すずだけになった。

　三み鈴すずは──三み鈴すずの姿をした何かは、琥こ珀はくの瞳ひとみに春はる明あきを映し、右みぎ腕うでから新たな炎ほのおを春はる明あきに向けて放った。

「っ！」

　慌あわてて身をひるがえすが間に合わない。ここまでか──と歯がみした直後、炎ほのおと春はる明あきの間に誰だれかが立ちはだかった。──先ほど襖ふすまから這はい出でてきた鬼き面めんだ。

　炎ほのおを正面から受けた鬼き面めんは声なき悲鳴を上げながらも振ふり返かえり、スケッチブックで闇やみを薙ないだ。すると闇やみの中にズラリと襖ふすまが現れた。鬼き面めんは春はる明あきの腕うでを摑つかみ、一番近くにあった襖ふすまを開け、中に飛とび込こんだ。




　襖ふすまの向こうには、石いし畳だたみの廊ろう下かがあった。左右を襖ふすまで囲まれたその廊ろう下かは、十人くらい横並びになっても余よ裕ゆうで通れるほど広く、そして入り組んでいた。天てん井じよう部分には闇やみがあり光源は見あたらないが適度な明るさが保たれている。

「お前、どうして助けてくれたんだ？　さっきも、逃にげろって言ってくれたし……」

　春はる明あきの問いかけに鬼き面めんは足を止め振ふり返かえった。胸のあたりがまだメラメラと燃えている。その身体からだがぽんっという音と共に煙けむりに包まれ──首からスケッチブックを下げた、一頭の狐きつねに変じた。炎ほのおは煙けむりがうまいこと搔かき消けしてくれたらしく、影かげも形もない。

「お前は──昨日、女の子に取り憑ついてた狐きつね！」

『はい。その節はお世話になりました。』

　狐きつねは石いし畳だたみに座すわり込こみ、深々と頭を下げた。

『つきましては、あなたに、お願いがございます。』

「お願い？」

『どうか、御ご前ぜを救ってください。』

「お前たちがいう御ご前ぜって……」

『人からは、九きゆう尾びの狐きつねと呼ばれています。』

　予想はしていた。しかし改めて突つきつけられた真実に春はる明あきは息を吞のんだ。

　狐きつねの顔に憂うれいが滲にじむ。

『元々私は、宿を持たないただの妖よう狐こでした。昨月、何かに導かれるように、この学園に入はいり込こみ──そこで御ご前ぜと出会ったのです。御ご前ぜの創つくった結界の中で私はほかの妖よう狐こと共に、時に菓か子しを盗ぬすみ、時に弁当を盗ぬすみながら、楽しく暮らしていたのです。』

「さらっと窃せつ盗とうを打ち明けたな」

　春はる明あきの突つっ込こみに狐きつねは不思議そうに小首を傾かしげた。春はる明あきは胡座あぐらを搔かきながら、「悪い、続けてくれ」と言った。

『ただ私たちは徐じよ々じよにおかしくなっていきました。人に対する恨うらみが募つのり、伝承のように人に害を加えない御ご前ぜのことを責めるようになったのです。御ご前ぜはすべて、自分のせいだと仰おっしやっていました。そして数日前。御ご前ぜは、身体からだだけを残して、どこかに消えてしまわれたのです。』

「身体からだだけ？　妖よう怪かいなのに、身体からだがあるのか？」

　目を瞠みはる春はる明あきに狐きつねはコクコクと頷うなずいた。

『人間のような肉の身体からだではありませんが、我ら怪かい異いにも身体からだと魂たましいが存在するのです。私のような微び力りよくな妖よう狐こでは、ほとんど境はございませんが、御ご前ぜほどの怪かい異いになりますと、それこそ人間のように明確に身体からだと魂たましいがわかれているのです。』

「九きゆう尾びの狐きつねは、魂たましいだけで家出したってことか？」

『そうなります。しかし、いくら御ご前ぜとはいえ魂たましいだけでは、脆もろく、とても危険です。私たちは、御ご前ぜの身体からだが朽くちぬよう半分が残された御ご前ぜの身体からだに入り、残り半分で御ご前ぜの魂たましいを捜さがすため結界の外に出ました。魂たましいだけでは妖よう気きを隠かくすことはできません。それにこの学園には、敷しき地ちから出られないように結界が張られています。だからすぐに見つけられると思っていました。』

「でも、見つけられなかった」

　春はる明あきの言葉に狐きつねは『はい。』と応えた。

『魂たましいからもれ出す妖よう気きを封ふうじるには、封ふう印いんされるか人間に取り憑つくしかありません。』

「お前の言うとおりだとすると、九きゆう尾びの狐きつねの魂たましいは、数日前に家出してすぐ校内で三み鈴すずさんと遭そう遇ぐうして、取り憑ついたってことか？」

　狐きつねは、コクリと頷うなずいた。

　春はる明あきは眉まゆをひそめた。──有あり好よしは美女を「不完全」だと言っていた。彼かれは、気づいていたのだ。あの美女の身体からだは九きゆう尾びの狐きつねだが中身は──魂たましいはほかにあると。そして方法は不明だが、九きゆう尾びの狐きつねの魂たましいが三み鈴すずの中にいることを突つき止とめ、眠ねむっていたその魂たましいを目覚めさせた。おそらく、あの白い鳥の式しき神がみを使って。

「お前、土つち御み門かど……あの赤いブレザーを着た男の肩かたにいた白い鳥に見覚えはあるか？」

　狐きつねは首を左右に振ふり『知りません。しかし、少しだけ怖こわいように感じました。』と応えた。

　春はる明あきは「うぅ～ん」と唸うなりながら立ち上がった。

　そんな春はる明あきを見上げながら狐きつねは続けた。

『私たちは、御ご前ぜの魂たましいを捜さがすため人間に取り憑つくことにしました。その人間の中に御ご前ぜがいればよし、いなくとも校内で自由に動ける身体からだが手に入るからです。しかし、ほとんど失敗に終わりました。成功したのは、私ぐらいですが、私もすぐ、あなたに祓はらわれました。そしてようやく自じ我がと狂きよう気きが混じり合うほど邪じや気きに侵しん食しよくされていた自分に気づくことができたのです。』

「ちょっと待て、お前を祓はらったのは、俺おれじゃなくて三み鈴すずさんだぞ」

『いいえ。私の邪じや気きを祓はらってくれたのは、あなたです。』

　スケッチブックに浮うかんだ文字は、心なしか太く力強かった。

『──同時に何な故ぜ御ご前ぜが出て行ってしまわれたのかもわかりました。先ほど、寝ねぼけながらも御ご前ぜが自らの身体からだを拒きよ否ひしたのは、こびりついた邪じや気きを厭いとってのことでしょう。』

「拒きよ否ひって……さっきの炎ほのおのことか？」

　炎ほのおにまかれ、搔かき消きえていった光流ひかるや生徒たちの姿を思い出し、春はる明あきは眉まゆをひそめた。

『はい。あの炎ほのおは御ご前ぜの拒きよ絶ぜつの表れであり、優やさしさの象しよう徴ちようでもあります。無意識だからこそ、その威い力りよくは強力です。私は耐たい性せいがあったので直ちよく撃げきを受けてもなんとかなりましたが、それでも、次はないでしょう。あなたの場合は、かすっただけでおしまいです。だからこそ一度態勢を立て直す必要がありました。』

「おしまいって──あの炎ほのおにまかれた人たちはどうなったんだ!?」

　春はる明あきは思わずスケッチブックを摑つかみ、上下に振ふった。狐きつねはスケッチブックと共に顎あごを上下させながら、『落ち着いてください。無傷で結界の外にいるはずです。』とキチンとした文字で応えた。

「本当か！　本当にみんな無事なんだな!?」

　狐きつねはコクコクと頷うなずいた。

『御ご前ぜは、人に害をなそうとする邪じや気きを敏びん感かんに感じ取り、邪じや気きが届かない場所に人を逃にがしたのです。御ご前ぜは、本来は優やさしい怪かい異いなのです。なのに我らは、邪じや気きにまみれ、御ご前ぜに理想を押おしつけてしまった。御ご前ぜが逃にげるのも当然です。』

　自らを恥はじるように狐きつねはうつむいた。

　春はる明あきはスケッチブックから手を離はなし、髪かみを搔かきながら再び胡座あぐらを搔かいた。

「その……お前が最初に言った御ご前ぜを救ってくれって、具体的にどうすればいいんだ？」

　狐きつねは、迷っているのか、スケッチブックの上で文字がグニャグニャとゆがみ、躍おどる。

　春はる明あきはふっと微笑ほほえみ狐きつねの頭を軽く撫なでた。

「俺おれにできるかどうかわからないけど、言うだけならただだから言ってみろよ」

　狐きつねはゆっくりと顔を上げ──前足で器用にスケッチブックを掲かかげ持った。

『御ご前ぜの望むままに。』

「わかった」

　スケッチブックを少しずらし狐きつねはすっと目を細めた。──笑ったようだ。しかし、その目はすぐに見開かれた。

『──ここまでのようです。』

「ここまで？」

『これを持って行ってください。盾たてくらいにはなります。』

　そう書かれたスケッチブックを狐きつねは春はる明あきの胸に押おしつけた。

　春はる明あきが「盾たて？」と訝いぶかしみながらもスケッチブックを受け取ると、狐きつねは石いし畳だたみを蹴けり、飛び上がりながら空中で身をひるがえした。

　次の瞬しゆん間かん、狐きつねの身体からだは真っ赤な炎ほのおに包まれ、炎ほのおごと搔かき消きえた。

　その背後──廊ろう下かの先で右手を前に突つき出だした三み鈴すずが悼いたむように琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを細めていた。

　春はる明あきは苦く笑いながら立ち上がった。




「スケッチブックって盾たてになるんだな……」

　炎ほのおの刀をスケッチブックで受け止めながら春はる明あきは、乾かわいた笑えみを浮うかべた。刀の持ち主である三み鈴すずは、琥こ珀はくの瞳ひとみでじっと春はる明あきを見み据すえてから後ろに飛とび退のき──すぐ突つっ込こんできた。

　突つき出だされる刀を春はる明あきは半身になって躱かわす。三み鈴すずは春はる明あきの横を通り過ぎ──素す早ばやく足を止め、踵きびすを返しながら、がら空きになった脇わき腹ばら目がけて炎ほのおの刀を薙なぐ。スケッチブックでなんとか防ぐが勢いまでは殺せず、春はる明あきの身体からだはスケッチブックごと吹ふき飛とばされた。

「ぐあっ！」

　襖ふすまをぶち破り板いた敷じきの床ゆかに背中をしたたかに打ちつける。衝しよう撃げきで一いつ瞬しゆん息が止まった。しかし、いつまでも床ゆかに転がっているわけにはいかない。

　春はる明あきが立ち上がるのと前後して三み鈴すずが襖ふすまを開け放つ。

「だめなのですよ……」

　石いし畳だたみの廊ろう下かで再会してから、彼かの女じよが言葉を発したのはこれがはじめてだった。

　狐きつねに炎ほのおを浴びせ搔かき消けしたあと、三み鈴すずは、炎ほのおを刀の形に変え襲おそいかかってきた。型も何もないチャンバラごっこの延長のような動きだったが、武芸に秀ひいでた三み鈴すずの身体からだから繰くり出だされるそれらは、恐おそろしく速く、スケッチブックに助けられながら春はる明あきはただひたすら防ぼう御ぎよに徹てつすることしかできなかった。

「だめなのですよ」

　三み鈴すずは同じ言葉を繰くり返かえしながら近づいてきた。その声は、いつもより若じやつ干かん高く、こちらを見み据すえているはずの琥こ珀はくの瞳ひとみとは、何な故ぜか視線を交かわすことができない。

「言われてみれば、寝ね起おきに見えないこともないな……」

　後ずさりながら春はる明あきは先ほど狐きつねが言っていたことを思い出し苦く呟つぶやいた──次の瞬しゆん間かん、炎ほのおの刀が目の前に迫せまっていた。三み鈴すずが一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰つめてきたのだ。スケッチブックを掲かかげ、ギリギリでそれを防ぐ。三み鈴すずは素す早ばやく刀を引き、今度は胴どう体たい目がけて連続で突つきを繰くり出だしてきた。

　春はる明あきは、腰こしを据すえ歯を食いしばり、なんとかその猛もう攻こうに耐たえていた──と、左ひだり頰ほおに鋭するどい痛みが走り生温かい何かがぬるりと頰ほおを伝った。覚えのある痛みと感かん触しよくに、春はる明あきは何が起きたのか瞬しゆん時じに察した。──昨日の〝術わざくらべ〟で有あり好よしにつけられた傷が開いたのだ。

「くそっ──」

　痛みに顔をゆがめながら、春はる明あきは一か八か、突つきの衝しよう撃げきを利用して後ろに飛とび退のいた。少しふらついたが距きよ離りを取ることには成功した。──といっても十歩とかからず詰つめることができる距きよ離りだ。スケッチブックをかまえながら下を見ると、板いた敷じきの床ゆかに点々と血が落ちていた。腕うでで血を拭ぬぐいながら三み鈴すずを見る。

　三み鈴すずは目を見開き、棒立ちしていた。よく見ると、その頰ほおに赤い汚よごれがあった。──春はる明あきの血がついたらしい。刀を持っていない方の手が血に触ふれ、赤く染まった指先を琥こ珀はくの瞳ひとみが見下ろす。薄うすく開いた唇くちびるの間から「あっ……」と怯おびえを含ふくんだ声がもれた。

「だめ、なのですよ」

　血のついた指先を隠かくすように手を握にぎりしめ、三み鈴すずは言った。──その白い頰ほおを涙なみだが伝う。

「けんかは、ひとをきずつけるのは、のろうのは、ころすのは、だめなのですよ」

　涙なみだに沈しずむ琥こ珀はくの双そう眸ぼうが春はる明あきを捉とらえる。

　春はる明あきと三み鈴すずであって三み鈴すずでない彼かの女じよの視線がこの時はじめて交わった。

　そのまま三み鈴すずはふらふらとした足取りで近づいてきた。後退しようとした春はる明あきの背中に襖ふすまがあたる。後ろ手に襖ふすまを開き、肩かた越ごしに背後を確かく認にんし──息を吞のむ。

　そこには、闇やみしかなかった。闇やみの底から吹ふきつける冷たい風が春はる明あきの前まえ髪がみを揺ゆらす。

「そんなことをするのならば──」

　はっとして振ふり返かえると、炎ほのおの刀を上段にかまえた三み鈴すずがすぐそこにいた。そして──

「こなたの前から消えてほしいのですよっ！」

　炎ほのおの刀を振ふり下ろす。

　石いし畳だたみで聞いた狐きつねの話が本当ならば、この一いち撃げきを受けても、春はる明あきは結界の外に出されるだけだ。そのあと何が起こったとしても責められるいわれは、ないに等しい。しかし──……

「三み鈴すずさんを置いて、自分だけ安あん全ぜん圏けんに逃にげるなんてできるか！」

　確実に逃のがれられる方法はただ一つ──迫せまり来る炎ほのおの刃やいばを見つめながら、春はる明あきは床ゆかを蹴けり闇やみに身を投じた。同時にスケッチブックを振ふりかぶり──

「いい加減シャキッとしろ！　俺おれの幼おさな馴な染じみを返せ！　──九きゆう尾びの狐きつね！」

　三み鈴すずの額目がけて投げつける。

　スケッチブックは、春はる明あきが狙ねらったとおり刀を振ふり下ろした状態のまま目標を見失い呆ぼう然ぜんとする三み鈴すずの額に命中した。──唯ゆい一いつの誤算は、空中でスケッチブックが大きな判子に変じたことだけだ。判子は大量の紙かみ吹雪ふぶきをまき散らしながら砕くだけ散ちった。

　三み鈴すずは目を白黒させていたが、不意にこちらを見下ろし──「春はる明あき君？」──と呟つぶやいた。

「三み鈴すずさん！」

　春はる明あきが三み鈴すずを呼ぶより先に、少女もまた自らの意思で闇やみに身を投じた。

　少年と少女は落ちながらも、それぞれ手を伸のばした。しかし、その指先が触ふれ合あう前に二人の身体からだは闇やみに埋うもれてしまった。





※






　瞼まぶた越ごしに光を感じた春はる明あきは、い草ぐさの香かおりを嗅かぎながら目を開けた。

　天てん井じようには闇やみがあり、室内は適度な明るさが保たれている。上半身を起こし周囲を見ると、そこは襖ふすまに囲まれた板いた敷じきの広間だった。家具らしい家具は、春はる明あきの下に敷しかれた数すう畳じようの畳たたみのみ。あとは隅すみの方にお菓か子しの包装紙や空の弁当箱が山と積まれているだけだ。

「三み鈴すずさん？　三み鈴すずさん、いないのか？」

　春はる明あきは立ち上がり少女の名を呼んだ。──しかし、返事はない。

「一いつ緒しよに落ちたはずなのに……なんでいないんだ？　それにここは……土の匂においがするけど、まだ外じゃないみたいだし……」

　鼻をすんすん動かしていると視界の端はしで赤いものが揺ゆれた。見ると、真っ赤な火の玉が浮うかんでいた。数は四つ。春はる明あきが手を伸のばすと逃にげるように部屋の四よ隅すみに散っていった。隅すみには、それぞれ一台ずつ燭しよく台だいが置かれ、その上にやたら大きな和わ蠟ろう燭そくが鎮ちん座ざしていた。火の玉はまるではじめからそこにいたかのような顔で和わ蠟ろう燭そくの芯しんに落ち着いた。

　春はる明あきは髪かみを搔かきながら、正面の襖ふすまに視線を移した。桜色に染まった山の絵が描えがかれている。左を向くと雪に沈しずむ山の絵が、右を向くと青々とした葉に覆おおわれた山の絵が描えがかれていた。

「なんなんだ、ここは……」

　その時、スパンッ──と小気味いい音が室内に響ひびいた。襖ふすまが勢いよく開けられたのだ。

　肩かたをすくめながら振ふり返かえると開け放たれた襖ふすまの真ん中に両りよう腕うでを広げた三み鈴すずが仁に王おう立だちしていた。髪かみの色は漆しつ黒こくに戻もどっているが、うつむいているため瞳ひとみの色は確かく認にんできない。

　三み鈴すずは無言のまま両りよう腕うでを下ろし春はる明あきに近づいてきた。その手に炎ほのおでできた刀はない。

　開け放たれた襖ふすまは独りでに閉じ紅葉した山の絵が露あらわになる。

「三み鈴すずさん……なのか？」

　春はる明あきが名前を呼ぶと三み鈴すずは一いつ旦たん足を止め、勢いよく顔を上げた。

　爛らん々らんと輝かがやく琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが春はる明あきを捉とらえる。そして──

「こなたは、安あ倍べを捕つかまえたのですよ！」

　──と、言いながら残りの距きよ離りを一気に駆かけ抜ぬけ、その勢いのまま春はる明あきに抱だきついてきた。春はる明あきは決して貧ひん弱じやくではない。しかし、なんの気構えもなく勢いをつけた同学年の女子を支えきれるほど屈くつ強きようでもなかった。結果、春はる明あきは三み鈴すずに抱だきつかれたまま背中から畳たたみへ倒たおれ込こみ──「いてっ！」

　後頭部を打った。畳たたみの上だったのでそれほど痛みはなかったが少し目め眩まいがした。

　三み鈴すずは春はる明あきの胸に顎あごを乗せ「きゃはは」と無む邪じや気きに笑った。

「こなたは、面おも白しろかったのですよ、安あ倍べ！」

「面おも白しろかったじゃない！　お前、三み鈴すずさんをどうした！　三み鈴すずさんは無事なんだろうな！」

「田た村むらには傷一つないのですよ。だから、怒おこっちゃ嫌いやなのですよ」

　春はる明あきの頰ほおに指を這はわせ、胸に頰ほおずりしながら三み鈴すずはうっとりと目を細め、赤い唇くちびるに挑ちよう発はつ的てきな笑えみを刻んだ。匂におい立つ色気と甘あまい香かおりに春はる明あきは陶とう然ぜんとしたが、すぐに正気を取とり戻もどし邪じや念ねんを振ふり払はらうように首を左右に振ふった。後頭部が痛んだが、おかげで意識ははっきりした。

　三み鈴すずの肩かたのあたりを押おしながら、「退どいてくれ」と言うと、三み鈴すずは、「こなたは、わかったのですよ」と言って上半身を起こし春はる明あきの膝ひざをまたぐような形で座すわり込こんだ。

　スカートからのぞく白い足から視線を逸そらしつつ、春はる明あきは、もう一度、少し上うわ擦ずった声で「退どいてくれ」と言った。しかし三み鈴すずは微笑ほほえむだけで退どく気配がない。大きなため息を吐はき出だしてから春はる明あきは両手を背後につき上半身を起こした。

「安あ倍べは顔が赤いのですよ」

　口もとに手を添そえながら三み鈴すずは「きゃはは」と笑った。春はる明あきは前まえ髪がみ越ごしに三み鈴すずを見み据すえながら、「お前は誰だれなんだ」と言った。笑しよう声せいがピタリと止やむ。

「こなたは、みすずなのですよ」

　艶あでやかな笑えみを口もとに刻みながら三み鈴すずは言った。

「違ちがう。お前は三み鈴すずさんじゃない。その身体からだは三み鈴すずさんのものでも、お前は違ちがう」

　険しい表情の春はる明あきに三み鈴すずは小首を傾かしげながら困ったような笑えみを浮うかべた。

「安あ倍べはこなたの名を知っているのですよ。さっき安あ倍べが呼んでくれたから、こなたはちゃんと──シャキッと目覚めることができたのですよ」

「お前……まさか本当に、炎ほのおを放った時も俺おれに襲おそいかかった時も寝ねぼけていたのか？」

　三み鈴すずは何な故ぜか偉えらそうに「そのとおりなのですよ」と言って胸を張った。

「あっ、もしかして、だから安あ倍べは意地悪するのですか？」

「俺おれのことは別にいいんだよ。それより、三み鈴すずさんは無事なのか？」

「安あ倍べは疑うたぐり深いのですよ。こなたは田た村むらに害を与あたえはしないのですよ。むしろ、こなたは田た村むらや人間の子供たちを守ったのですよ。こなたが寝ねぼけて……無意識のうちに炎ほのおであの子たちを拒きよ絶ぜつしなければ、今いま頃ごろ、田た村むらの身体からだは引ひき裂さかれていたのですよ」

　息を吞のむ春はる明あきの頰ほおを指先で撫なで、三み鈴すずは続けた。

「それに、こなたの炎ほのおは誰だれかを傷つけるものではないのですよ。子供たちは今いま頃ごろ結界の外で保護されているはずなのですよ」

「狐きつねもそう言っていた」

「安あ倍べをここに招いたのもこなたなのですよ。ここはこなたが創つくったこなたの隠かくれ家がだからなのですよ。ここならそう簡単には見つからないのですよ。──こなたはもうこなたの名の下に誰だれかを犠ぎ牲せいにはしたくないのですよ」

　その声には、優やさしい響ひびきには不ふ釣つり合あいなほど強い決意が込こめられていた。

　その時、どこからか甘あまい酒の香かおりを漂ただよわせながらキラキラ輝かがやく煙けむりが現れ三み鈴すずの顔の前をたゆたいだした。くすぐったいのか三み鈴すずは鼻をむずむずさせ──

「へくちっ！」

　くしゃみをした。同時に、ぽんっと軽快な音を立てながら黄こ金がね色いろの毛に覆おおわれた三角形の獣けものの耳がその頭上に現れる。三み鈴すずは更さらに五回、立て続けにくしゃみをした。

　二回目のくしゃみでスカートの下から黄こ金がね色いろの尻尾しつぽが一本現れ、三回目のくしゃみで尻尾しつぽは三本に増え、四回目で六本に、五回目で九本に増えた。そして──

「へ、へ、へ……へ──っくちょんっっっっっっっっっ！！！！！！！！！」

　六回目の特大くしゃみと共に三み鈴すずの身体からだから勢いよく何かが飛び出し春はる明あきの顎あごにぶつかった。「いってぇっ！」と声を上げながら春はる明あきは反射的に両手で顎あごを押おさえ──支えを失い、畳たたみに後頭部を打ち声なき悲鳴を上げた。

「──……えっ？　えっ!?　ここ、どこ？　あれっ!?　は、春はる明あき君！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　目を閉じ歯を食いしばりなんとか痛みに耐たえていると膝ひざにかかっていた重みが消えた。

　目を開けると、目と鼻の先に心配そうな三み鈴すずの顔があった。その目は黒く、獣けものの耳と尻尾しつぽも見あたらない。──何より、その柔やわらかくも鋭するどい気配は、三み鈴すずのものだった。

「み、三み鈴すず、さん？」

「そうだよ。どうしたの、頭痛い？　光流ひかるちゃん……は、いない。じゃあ保健室に──行こうにも、そもそもここどこ!?　私たち、橋の上にいたんじゃ……」

「お、俺おれは大だい丈じよう夫ぶだから、落ち着いて……」

　やや興奮気味の三み鈴すずを言葉と手で制しながら、春はる明あきは上半身を起こした。

「それより、三み鈴すずさんから飛び出したものは、どこに……」

　鈍にぶい痛みを訴うつたえる後頭部をさすりながら周囲に視線を向けると、三み鈴すずが星空のような瞳ひとみを見開き、春はる明あきの後方をまじまじと見つめながら、「私から飛び出したのって、あれ？」と言った。

　上半身をひねり振ふり返かえると桜色の山が描えがかれた襖ふすまの前に黄こ金がね色いろの塊かたまりがあった。その上空にキラキラ輝かがやく煙けむりが集まり──「ひっひっひっ」と笑いながら柊ひいらぎが姿を現した。

　柊ひいらぎは春はる明あきたちを一いち瞥べつしてから素す足あしの先で黄こ金がね色いろの塊かたまりを突つついた。

「これ、おぬし、いつまでそうしておるつもりじゃ？」

「お、おい柊ひいらぎ、そんなことしていいのか？　それって……」

「おや、春はる明あき、わしのことを心配してくれておるのか？　しかし、それは杞き憂ゆうじゃ。これとわしは旧知の仲じゃからのぅ。これくらいのことで怒おこられたりはせんよ」

　そう言って柊ひいらぎが再び塊かたまりを突つついた次の瞬しゆん間かん──

「きゃははははっ！！！！！！！！！」

　無む邪じや気きな笑い声を響ひびかせながら、十じゆう二に単ひとえをまとった美女が塊かたまりの中から現れた。

　空に広がる長い長い髪かみは、陽光に透すけるような黄こ金がね色いろ。

　切れ長な瞳ひとみは、煮に詰つめた砂糖のような琥こ珀はく色いろをしている。

　その姿は間ま違ちがいなく、昨日、百葉箱の傍かたわらに佇たたずみ、夢の中で何かを訴うつたえ、今朝、春はる明あきと三み鈴すずを襲おそい、ついさっき春はる明あきたちと対たい峙じした──あの美女だった。

「こなたは、驚おどろいたのですよ。でもこなたは、面おも白しろかったのですよ。それからこなたは、くすぐったかったのですよ」

　立ち上がりながらはしゃぐ美女の頭には、先ほどまで三み鈴すずの頭にあった獣けものの耳がついていた。

　黄こ金がね色いろの塊かたまりに見えた九本の尻尾しつぽは、ピンッと伸のばされ美女の背景を彩いろどっている。

「おぬしは相変わらずじゃのぅ」

　美女のすぐ傍かたわらをぷかぷか浮ふ遊ゆうしながら、柊ひいらぎが嘆たん息そくする。

　美女は柊ひいらぎを見上げながら満面の笑えみを浮うかべた。

「こなたは、酒しゆ吞てん童どう子じを見つけたのですよ。酒しゆ吞てん童どう子じは昔も今も安あ倍べの傍そばにいるのですよ。こなたにくしゃみをさせたのも酒しゆ吞てん童どう子じなのですよ」

「大だい吟ぎん醸じようの煙けむりじゃ。気付けには丁度よかったじゃろう？」

「こなたは、酒ならなんでも好きなのですよ。酒に貴き賤せんはないのですよ」

「いやいやいや！　ちょっと待て！」

　和なごやかに会話をしていた美女二人は、同時に春はる明あきの方を振ふり返かえった。

　その目力に軽く圧あつ倒とうされながら春はる明あきはできるかぎりの険しい表情で続けた。

「どういうことか説明してくれ、柊ひいらぎ！　耳といい尻尾しつぽの数といい、その人は、やっぱり……」

　柊ひいらぎはぽんっと手を打ち、「そういえば答え合わせがまだじゃったのぅ」と言って美女の背後に回まわり込こみ、その肩かたに手を置いた。

「こやつは、おぬしの考えておるとおり、九きゆう尾びの狐きつね──の魂たましいじゃ」

　美女──九きゆう尾びは透すかさず腰こしに手をあてスレンダーな胸を張り、「なのですよ！」と言った。その姿はどう見ても多くの罪なき人間を殺させた残ざん虐ぎやくな妖よう怪かいには見えない。

　春はる明あきが呆あつ気けに取られていると肩かたを叩たたかれた。振ふり返かえると真面目な顔をした三み鈴すずが深々と頷うなずきながら言った。

「ここは、宇う羅ら乃の僚つかさ学園だから」

　春はる明あきは頷うなずき返すことしかできなかった。










　　　［五時間目］





※






「今いま更さらだけど──俺おれたち、ウォークラリーの真っ最中だよな？」

　胡座あぐらを搔かいた春はる明あきは、正面を向いたまま隣となりで正座をしている三み鈴すずに問いかけた。

「そうだね。ドキドキ☆陰おん陽みよう師じだらけの校内ウォークラリーの途と中ちゆうだね」

「次の課題も頑がん張ばるぞーって意い気き込ごんでたら、狐きつねの面をつけた童どう子じもどきに懐かい中ちゆう時ど計けいを盗とられて、追いかけているうちに妙みような場所に連つれ込こまれて……」

「なんだかちょっと不思議の国のアリスみたいだね。──私たちは、ばっちり現実だけど」

「土つち御み門かどが現れたり、三み鈴すずさんの様子がおかしくなったと思ったら襖ふすまが開いて、暗くなって、美女が現れて、急に金きん髪ぱつになった三み鈴すずさんが全部焼やき払はらって……」

「えっ!?　私、金きん髪ぱつになったの!?」

「目と髪かみが九きゆう尾びさんカラーになってたよ」

「そうなんだ……橋の上で光流ひかるちゃんが土つち御み門かど君を見つけ出したところまでは、はっきり覚えているんだけど、そのあとは、身体からだの主導権が九きゆう尾びさんに移っちゃったみたいで、記き憶おくがほとんどないんだよね」

「それから、襖ふすまから出てきて忠告してくれた鬼き面めんが昨日の狐きつね憑つきの狐きつねで、俺おれに色々教えてくれて、スケッチブックまで持たせてくれて……スケッチブックが盾たてになるとは知らなかった」

「鬼き面めんのスケッチブックは特別製だから、よい子の春はる明あき君は、普ふ通つうのスケッチブックで同じことをしようとしちゃ駄だ目めだよ」

「九きゆう尾びの狐きつねに取り憑つかれた三み鈴すずさんに襲おそわれて……」

「ごめんなさい」

「いやいやいや、三み鈴すずさんは悪くないから。──それで、なんとか九きゆう尾びの狐きつねを叩たたき起おこすことに成功して……」

「二人そろって闇やみに落ちて……」

「気がついたら九きゆう尾びの狐きつねが創つくった結界の中で、九きゆう尾びの狐きつねと畳たたみの上で向かい合っている──どうしてこうなった？」




「……こなたは、そろそろ話したいのですよ」

　春はる明あきと三み鈴すずの正面──畳たたみの上に築かれたクッションの山に埋うもれながら、九きゆう尾びは少し唇くちびるを尖とがらせた。軽く現実逃とう避ひをしていた春はる明あきと三み鈴すずは背筋を正し、「お願いします」と異口同音に言い放った。春はる明あきの頭上で柊ひいらぎが「ひっひっひっ」と笑う。

　九きゆう尾びは咳せき払ばらいをしてから改めて口を開いた。

「大方の伝承では、こなたは成じよう仏ぶつしたか消しよう滅めつしたことになっているのですよ。でも、それは違ちがうのですよ。こなたはずっと封ふう印いんされていたのですよ。こなたがそう望んだのですよ」

「望んだ？」

　春はる明あきの言葉に頷うなずきつつ、九きゆう尾びは立ち上がった。

「こなたは強力な怪かい異いでありながら、その力を鼓こ舞ぶするよりも、ゆるゆるだらだらする方が好きな怪かい異いだったのですよ。──でも、誰だれも信じてはくれなかったのですよ」

　九きゆう尾びが頭上に手を伸のばすと、闇やみしかなかったそこに巨きよ大だいな円形の鏡が現れた。

　続けて九きゆう尾びが口の中で何事か呟つぶやくと、真っ赤な柱と、それにへばりつきもがく人間の姿が鏡に映し出された。春はる明あきが映像の意味を理解する前に今度は大量の毒虫や蛇へびの中であがく女性の姿が映り──すぐに別の──凄せい惨さんで悲ひ惨さんな映像に切きり替かわる。

　三み鈴すずは真っ青な顔で口もとを手で覆おおい、春はる明あきも視線を逸そらし嘔え吐ずいた。

「彼かれらは、こなたのために殺されたのですよ」

　頭上を見上げ、九きゆう尾びは続けた。

「ゆるゆるだらだらするには、富が必要なのですよ。だからこなたは美女に化け権力者に近づき、その寵ちよう愛あいを得て、ゆるゆるだらだらしていたのですよ。こなたはそれで十分だったのですよ。でも権力者は違ちがったのですよ。こんな退たい屈くつな日々が続けばこなたは自分の下を去る──そう考えこなたを引き留とめるために過激な見世物を用意するようになったのですよ」

「過激な見世物って……」

　三み鈴すずの顔から更さらに血の気が引いていく。九きゆう尾びは顔を前に戻もどし、「処しよ刑けいなのですよ」と言って小さく笑った。──諦あきらめの笑えみだ。

「こなたは嫌いやだと言ったのですよ。それを『こんな普ふ通つうの処しよ刑けいは嫌いやだ』と解かい釈しやくされたのですよ。処しよ刑けい方法は、どんどんひどくなっていったのですよ。罪人はすべて殺され罪なき者まで刑けい場じように連れ出されるようになったのですよ。次の国でも同じだったのですよ。だからこなたは、最初に処しよ刑けいを見せられた時、面おも白しろいと噓うそをついたのですよ。そうすれば通常の処しよ刑けいが行われるだけで済むと思ったのですよ。でも、やっぱり、どんどんひどくなっていったのですよ……」

　九きゆう尾びが再び何事か呟つぶやくと鏡はただの鏡に戻もどった。

「中国の殷いんにおいては妲だつ己きと呼ばれ、インドにおいては華か陽よう夫人と呼ばれ、中国の周しゆうにおいては褒ほう姒じと呼ばれ……国を変え名を変えても繰くり返かえされる光景にこなたは疲つかれてしまったのですよ。どんな優やさしい権力者でもこなたが傍そばにいると必ず残ざん虐ぎやくになるのですよ。もう人間なんてどうでもいい、ただゆるゆるだらだらしたい……そんな投なげ遣やりな気持ちで、こなたはこの国に来たのですよ。そしてこなたは女めの童わらわに化けみすずと名乗ったのですよ」

　三み鈴すずは「えっ……」と声を上げ目を見開いた。

　九きゆう尾びは三み鈴すずを一いち瞥べつしてから再び頭上を見上げた。鏡面に『藻も』の文字が浮うかび上あがる。

「みすずとは藻もと書くのですよ。玉のように美しく輝かがやく藻みすず──だからこなたは玉たま藻もの前まえと呼ばれたのですよ。そして鳥と羽ば上じよう皇こうの寵ちよう愛あいを得たこなたは、宮中で安あ倍べの泰やす成なりと出会ったのですよ」

「懐なつかしいのぅ」

　ふぅっとキラキラ輝かがやく煙けむりを吐はき出だしながら柊ひいらぎが笑った。

「泰やす成なりは、こなたの話を聞いてくれたのですよ。泰やす成なりは、こなたが辛つらいのならば封ふう印いんしてくれると言ったのですよ。だからこなたと泰やす成なりは一ひと芝しば居い打ったのですよ。こなたは矢に射られ死んだふりをしたのですよ。それから泰やす成なりが用意しておいてくれた器うつわに封ふう印いんされたのですよ。──ただ、ここでこなたも泰やす成なりも予想していなかったことが起きたのですよ」

「何が……」

　眉まゆをひそめる春はる明あきに、九きゆう尾びは微び苦く笑しようを浮うかべながら、「こなたを封ふう印いんした器うつわに邪じや気きが集まり巨きよ大だいな石になってしまったのですよ」と言った。

「泰やす成なりは手を尽つくしてくれたのですよ。でも、無理だったのですよ。それから二百年──玄げん翁のうが現れるまでこなたは殺せつ生しよう石せきとして存在し続けたのですよ。玄げん翁のうはこなたの話を聞いてくれた二人目だったのですよ。玄げん翁のうは大きな槌つちで殺せつ生しよう石せきを砕くだき、こなたが封ふうじられた器うつわを清め保管してくれたのですよ。そうして巡めぐり巡めぐってこなたは、この学園に来たのですよ」

　長いため息を吐はき出だしながら九きゆう尾びはクッションに腰こしを下ろした。

「平和だったのですよ。ところが一月ほど前、生徒の一人がこなたの封ふう印いんを解いてしまったのですよ。こなた以外にも多くの妖よう怪かいが解き放たれたのですよ」

「それって……」

「卒業生による妖よう怪かい解放事件に間ま違ちがいないね」

　春はる明あきの呟つぶやきに、三み鈴すずは小さく頷うなずきながら応えた。

「こなたは封ふう印いんし直してもらいたかったのですよ。でも器うつわも話を聞いてくれそうな陰おん陽みよう師じも見あたらなかったのですよ。仕方がないからこなたは人ひと気けのない場所に結界を張って閉じこもったのですよ。そこに妖よう狐こたちが集まってきて、こなたのために、お菓か子しやお弁当をたくさん運んできてくれたのですよ。気分転てん換かんにと漫まん画がや洋服を持ってきてくれた子もいたのですよ。──でも妖よう狐こたちも段々、変わっていったのですよ」

　九きゆう尾びが視線を巡めぐらせると畳たたみを囲むように無数の狐きつね──妖よう狐こが姿を現した。

「落ち着け、幻まぼろしじゃ」

　ぎょっとして腰こしを浮うかせた春はる明あきの頭を煙管キセルで叩たたきながら、柊ひいらぎは言った。

　三み鈴すずは竹たけ箒ぼうきに手をかけたまま、「これが、幻まぼろし？」と驚おどろきを隠かくせない様子だった。

　妖よう狐こたちは後ろ足で立ち前足を天に振ふり上あげ、何事か叫さけんでいるようだった。

　九きゆう尾びが指で空を薙なぐ。──途と端たん、室内は無数の怒ど号ごうに包まれた。

『御ご前ぜ、何な故ぜですか！』『何な故ぜ人間を殺してはいけない？』『殺そう殺そう殺そう殺そう』『赤い血が見たいのです！』『奴やつらは我らの敵です』『ここにいる子供たちの血肉はさぞ美味でしょう！』『想像しただけで涎よだれが……』『血を内臓を』『ぶちまけたいぶちまけたい！』『御ご前ぜ！』

　言葉よりも妖よう狐こたちの血走った目に春はる明あきは恐きよう怖ふを覚えた。──正気じゃない。

　九きゆう尾びが再び空を薙なぐと、妖よう狐この姿もろとも怒ど号ごうは消えた。

「こなたは、妖よう狐こたちにもすべてを話したのですよ。でも、妖よう狐こたちは聞いてくれなかったのですよ。それどころか日に日に殺気立ち、人間を殺したいと言うようになったのですよ。まるでかつてのこなたの夫たちのように。こなたはそこでようやく気づいたのですよ」

　九きゆう尾びは右手を目の高さに持ち上げ掌てのひらを上に向けた。そこに黒い炎ほのおが点ともる。

「こなたは邪じや気きを引き寄せてしまうのですよ。こなたに近しいものは、その邪じや気きにあてられ邪じや悪あくになってしまうのですよ。だから、こなたは逃にげたのですよ。結界の中に身体からだを残し、魂たましいだけで逃にげたのですよ。でもそのままでは、すぐ妖よう狐こたちに見つかってしまうのですよ。そんな時、こなたは、田た村むらを見つけたのですよ。田た村むらからは安あ倍べの匂においと、少しだけ死の気配がしたのですよ。だから、こなたは田た村むらの中に入ることができたのですよ」

　春はる明あきと三み鈴すずは顔を見合わせた。

　安あ倍べと死──その二つから連想されるのは、春はる明あきの祖父の葬そう儀ぎしか考えられなかった。

「そういえば、春はる明あき君のおじいちゃんの葬そう儀ぎの翌日くらいから、何もないところで転んだり、踏ふみ込こみが甘あまかったり、ちょっと身体からだが重いようなだるいような感じがしてたんだよね。……でも、取り憑つかれているなんて全然気づかなかった。てっきり疲つかれが溜たまっているんだとばっかり……」

　九きゆう尾びが「きゃはは」と笑う。

「この世には陰いんと陽ようがあるのですよ。陰いんと陽ようは対等なのですよ。対等だからこそ同等でなければ均きん衡こうが崩くずれるのですよ。妖よう狐こは陰いんの怪かい異いなのですよ。だから妖よう狐こは陽ようの気を持つ男おのこに近づくのですよ。でも陰いんから生まれたこなたは特別強い陰いんなのですよ。普ふ通つうの男おのこでは均きん衡こうが崩くずれてしまうのですよ。でも田た村むらは、陰いんであるはずの女めのこなのに、とても強い陽ようなのですよ。こなたを宿していながら、平然と日常生活を送れる人間がいるなんてこなたはとても驚おどろいたのですよ」

「さすがは、神仏の加護厚き坂さかの上うえの田た村むら麻ま呂ろの子孫じゃのぅ」

　三み鈴すずの顔をのぞき込こみながら、柊ひいらぎは「ひっひっひっ」と笑った。

「こなたは、田た村むらの中でずっと眠ねむっていたわけではないのですよ。時々起きては、こなたの願いを叶かなえてくれる陰おん陽みよう師じを田た村むらの中から捜さがしていたのですよ。そして昨日の朝──こなたは、安あ倍べを見つけたのですよ」

　九きゆう尾びは、灯ともしたままだった右手の黒い炎ほのおを握にぎりつぶし、立ち上がった。

「こなたは安あ倍べにお願いがあるのですよ。だからこなたはすべて話したのですよ。こなたは安あ倍べに信じてもらいたいのですよ」

「信じます──いや、信じるよ」

　言いながら春はる明あきも立ち上がり、九きゆう尾びの目を真まっ直すぐ見み据すえた。

「九きゆう尾びさんの話は、さっき狐きつねから聞いたのとほとんど同じだった。だから噓うそじゃないと思う。何より、夢の中で何かを必死に訴うつたえていた九きゆう尾びさんの目は、今のあなたと同じ琥こ珀はく色いろだった。でも、ほかで会った九きゆう尾びさんの目は朱しゆ色いろで……禍まが々まがしかった」

　九きゆう尾びは春はる明あきの手を握にぎり微笑ほほえんだ。

「安あ倍べはこなたをわかってくれたのですよ。こなたはそれだけで嬉うれしいのですよ」

「結構時間がかかったけどね。──それで、お願いって……」

　九きゆう尾びは春はる明あきの額に自らの額をくっつけた。冷たい体温と野原を思わせる爽さわやかな──それでいて甘あまい香かおりに春はる明あきは平静を装よそおいつつ少しドキドキしていた。

　笑えみを深め九きゆう尾びは口を開く。

「こなたは安あ倍べにこなたを封ふう印いんしてほしいのですよ」




　春はる明あきは思いっきり背中を反らしながら、「いやいやいや！　それは無理！」と叫さけんだ。しかし九きゆう尾びはむっと眉み間けんにしわを寄せ、「無理ではないのですよ！　安あ倍べはやればできる子なのですよ！」と言い返しながら春はる明あきの手を更さらに強く握にぎりしめた。

　九きゆう尾びの白く細い手の中で春はる明あきの手が異様な音を立てる。

「痛い痛い！　本当に！　マジで痛いから！　折れる！　いや、砕くだける！」

「それは困るのですよ。陰おん陽みよう師じの指は大切なのですよ」

　そう言って九きゆう尾びはあっさり春はる明あきの手を解放した。

　三み鈴すずが立ち上がり、片手を上げる。

「あの、九きゆう尾びさん。春はる明あき君はこの間まで陰おん陽みよう師じとは無む縁えんの世界にいたんです。そんな春はる明あき君に封ふう印いんを頼たのむのは、ちょっと無理があるんじゃないでしょうか」

　九きゆう尾びは意地の悪い笑えみを浮うかべ、「田た村むらは知らないのですよ」と言った。

　三み鈴すずは少しむっとしながら「何をですか？」と問いかけた。

「安あ倍べの当主は生まれながらの陰おん陽みよう師じなのですよ。それに安あ倍べには、泰やす成なりがこなたを封ふう印いんするのに使った器うつわがあるのですよ。器うつわには泰やす成なりが使った封ふう印いんの術がまだ残っているのですよ、安あ倍べはそこにちょっと力を注いでくれればいいのですよ」

　そこで九きゆう尾びは春はる明あきに向き直り、お菓か子しをせがむ子供のように手を差し出した。

「だから安あ倍べはさっさと器うつわを出して、とっととこなたを封ふう印いんするのですよ！」

「いやいやいや、俺おれ、器うつわなんて知らないぞ」

　指の調子を確かめながら春はる明あきは言った。

　途と端たん、それまでどこか余よ裕ゆうがあった九きゆう尾びの顔に驚おどろきが広がる。

「そ、そんなはずはないのですよ！　こなたは確かに器うつわの気配を感じるのですよ！」

「九きゆう尾び、おぬし、いつからその器うつわの気配を感じていたのじゃ？」

　春はる明あきの頭に腰こしかけながら柊ひいらぎが問いかける。

「朧おぼろ気げにはずっと感じていたのですよ！　はっきりしたのは昨日からなのですよ！」

「昨日のいつ頃ごろじゃ？」

「午後なのですよ！　だからこなたは、安あ倍べが早々に校内のどこかにあった器うつわを見つけ出して浄じよう化かしてくれたのだと思っていたのですよ！　だから、こなたは夢の中で、その器うつわに早くこなたを封ふうじてほしいと訴うつたえたのですよ！」

　涙なみだで瞳ひとみを潤うるませながら、九きゆう尾びは春はる明あきを睨にらみつけた。

「いやいやいや、ちょっと待て。そもそも俺おれは、器うつわの色も形も知らないんだぞ？　昨日の夢だって、声は聞こえなかった……あっ！」

　春はる明あきは唐とう突とつにあることを思い出し、叫さけんだ。

「土つち御み門かどだ！　器うつわを持っているのは土つち御み門かど有あり好よしだ！」





※






　春はる明あきと三み鈴すずは、青々とした山が描えがかれた襖ふすまの前で部屋の中心を眺ながめていた。

　二人の視線の先では、設しつらえられた畳たたみを舞ぶ台たいに見立て、九きゆう尾びが舞まっている。

　指先までピンッと伸のばしたかと思うと、ゆらりと力を抜ぬき、鮮せん麗れいに、しかし柔やわらかく優ゆう雅がに、つつましやかに妖よう艶えんに──舞まう。

　ゆらゆらと不確かな像を映す鏡の下で舞まい続ける──捜さがし続ける。

　これは舞まいではなく術なのだと九きゆう尾びは言った。

　捜さがしているのは、先ほど春はる明あきが器うつわの持ち主と名指しした有あり好よしだ。

「春はる明あき君は、どうして土つち御み門かど君が器うつわを持っているってわかったの？」

　春はる明あきは、隣となり──というには少々離はなれた場所にいる三み鈴すずを見た。

　三み鈴すずはしゃがみ込こんだまま春はる明あきを上うわ目め遣づかいに見上げている。その真まっ直すぐな視線に心臓を射い貫ぬかれつつ春はる明あきは応えた。

「み、三み鈴すずさん、図書室を出たあと、天てん井じよう近くを飛んでいた白い鳥のことは覚えてる？」

　三み鈴すずは自らの掌てのひらを指し示し、「羽根を落としていった子？」と問い返した。

「そう、その鳥。多分、あれが器うつわなんだと思う」

「あの子が？」

「俺おれ、今朝もあの鳥を見たんだ。土つち御み門かどが連れていた。その話を光流ひかるさんにしたら、失うせもの探しなんかに使う簡易の式しき神がみじゃないかって」

「失うせものと縁えん深ぶかいものを使って、それがある場所まで案内してもらう術だよね」

　春はる明あきは首しゆ肯こうした。

「九きゆう尾びさんは何百年も器うつわの中にいたんだ。これほど縁えんが深いものはほかにないだろう？　それに、三み鈴すずさんの中で眠ねむっていた九きゆう尾びさんが目覚める直前、消えたはずの羽根が三み鈴すずさんの手の中にあって光ってたんだ。その羽根が九きゆう尾びさんを目覚めへと誘さそう呼び水になったんじゃないかな」

「そういえば、なんか手が熱かったような……」

　三み鈴すずは手を開いたり閉じたりした。

「土つち御み門かどは、今朝の時点であのワンピースのお姉さんの正体に気づいているような口ぶりだった。九きゆう尾びさんを封ふう印いんした安あ倍べの泰やす成なりは、俺おれの先祖だけどあいつの先祖でもある。あいつの家に九きゆう尾びさんに関する資料が残っていて、そこに彼かの女じよが封ふう印いんされたことや器うつわに関する記述があって、その記述どおりの器うつわが妖よう怪かい解放事件のあと、校内に落ちていたとしたら……」

「九きゆう尾びの狐きつねも封ふう印いんから解き放たれたと思うだろうね。ここの生徒なら。──ふふふ」

　急に笑い出した三み鈴すずに春はる明あきはぎょっとした。

　三み鈴すずはしばらく笑ってから、「はぁー」と息を吐はき出だした。

「ごめんね、話の途と中ちゆうに」

「いや……うん、正直、驚おどろいた」

　三み鈴すずは苦く笑しようを浮うかべながら「だよね」と言って立ち上がった。

「ちょっと思い出しちゃったの。よくこうやって二人で悪わる巧だくみしたなぁ～って」

　そう言って三み鈴すずは背中から竹たけ箒ぼうきを取り出し、春はる明あきに向き直りながら正せい眼がんにかまえた。

　一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　竹たけ箒ぼうきの先が春はる明あきの鼻先をわずかにくすぐる。

「覚えてる？　うちの家系は、ある程度の年ねん齢れいにならないと武ぶ闘とう派は陰おん陽みよう師じか鬼き女じよか、わからないって話。──あれには例外があってね、九きゆう尾びさんも言っていたけど、〝田た村むら麻ま呂ろ〟は陽ようの気が、〝鈴すず鹿か御ご前ぜん〟は陰いんの気が特別強いから生まれてすぐにわかるんだ。だから私は生まれてすぐ親しん戚せきから失望されたの」

「失望？」

「視線とか言葉の端はし々ばしに滲にじむんだよね。せっかくの〝田た村むら麻ま呂ろ〟がどうして女の子なんだ──って。私に武術の才能があればあるほど失望は増していくの」

「だから、男の子の格好をしていた……？」

　三み鈴すずは頷うなずく代わりに肩かたをすくませながら儚はかなく微笑ほほえんだ。

「上に兄が二人いたのが余計に親しん戚せきの癪しやくに障さわったみたいでね。両親にも嫌いや味みを言う親しん戚せきがいて……それで私、なんか切れちゃって。女の子の服を全部破いて、兄のお古を着るようになったんだ。家族はみんな三み鈴すずは三み鈴すずだよって言ってくれたんだけど、言われれば言われるほどかたくなになっちゃって……春はる明あき君と出会ったのは、それがマックスだった頃ころなの」

　春はる明あきはなんと返していいのかわからず沈ちん黙もくした。

　三み鈴すずは竹たけ箒ぼうきを下ろし続けた。

「春はる明あき君と遊ぶのはとっても楽しかったよ。だけど女の子だってばれたら、もう遊んでくれないんじゃないかと思って……それが怖こわくて、本当のことが言えなかった。春はる明あき君に偉えらそうなことを言ったけど、本当は私が……ぼくが、一番ずるい人間だったんだ。あの最後に会った夏だって……」

　うつむきながら春はる明あきは「……そうだな」と言った。

　三み鈴すずは諦あきらめたように微笑ほほえみ目に涙なみだを滲にじませながら後ずさる。

「でも──」

　二人の間にあったもどかしい距きよ離りを一気に詰つめ、春はる明あきは三み鈴すずに手を伸のばした。

　目を瞬しばたたかせる三み鈴すずを逃のがしてなるものかと見み据すえながら、その二にの腕うでをしっかりと捕とらえる。

「俺おれはたろーに救われた。たろーが声をかけてくれたから、注意してくれたから、俺おれは人としてそこそこまっとうに生きてこられた。たろーは俺おれの恩人なんだ。それに、ずるいって言うんなら俺おれのせいで怪け我がをしたたろーの見み舞まいにすら行けなかった俺おれも十分ずるい奴やつだ。だから、だから……」

「えっ!?　ちょ、ちょっと待って、春はる明あき君！　ストップストップ！」

　三み鈴すずは竹たけ箒ぼうきの小枝の束の方で春はる明あきの顔をバサバサと叩たたいた。力加減はされていたがチクチクする上、口の中に入ってはさすがに危険なので春はる明あきは、口を閉ざさざるを得なくなった。

「春はる明あき君のせいって……どういうこと？」

「えっ？」

　小枝の束を摑つかみ、横に退どけながら、春はる明あきは目を瞬しばたたかせた。

「だ、だってあの時、たろーは足を踏ふみ外はずした俺おれを助けようとして、一いつ緒しよに崖がけから落ちて……」

「それはそうだけど、そもそも山に登ろうって言い出したのはぼくだし、はじめ、はる君は危ないから止やめようって反対したじゃないか。でも、ぼくが守るから大だい丈じよう夫ぶって言って、ぼくは無理矢理はる君を山に連れて行って……」

「ご、ごめん、そのはじめの部分からイケメンな発言まで、全然覚えてない……」

　三み鈴すずは竹たけ箒ぼうきを下ろし目を瞬しばたたかせた。

「じゃあ……じゃあどうして、お見み舞まいに来てくれなかったの？　ぼくは、てっきり君を守れなかったぼくを君が怒おこっているんだとばっかり……」

「だ、だから、たろーは俺おれが足を踏ふみ外はずしたせいで大おお怪け我がしたから、きっと俺おれのこと恨うらんでると思ってたんだよ。俺おれを見るたろーの目に、嫌けん悪おがあったらと思うと、怖こわくて……それ以来、たろー以外の人の目も見るのが怖こわくなって……」

　竹たけ箒ぼうきが床ゆかに落ちる音がした。同時に春はる明あきの頰ほおは三み鈴すずの手にやんわりと包まれた。

　前まえ髪がみが少し乱れ、いつもは隠かくされている春はる明あきの目が片方だけ露あらわになる。

　三み鈴すずはその星空色の大きな瞳ひとみに春はる明あきの三白眼を映し込こみ、泣き出しそうな顔で笑った。

「馬ば鹿かみたいだね、ぼくたち。どっちも相手に嫌きらわれているんだと思おもい込こんで、でも直接確かめる勇気もなくて……ぼくも、君も、ずるい。だから、ずるい者同士、またここからはじめるっていうのは、どうかな？」

「でも、俺おれのせいでたろーが……三み鈴すずさんが怪け我がをしたのは、事実だ」

「春はる明あき君が思っているほど、私は怪け我がのことは気にしていないよ？　それとも春はる明あき君は、男の子のたろーじゃない私は──女の子の三み鈴すずは、嫌いや？」

　春はる明あきは首を左右に振ふった。

　三み鈴すずは春はる明あきの頰ほおから手を離はなし笑えみを浮うかべた。泣き出しそうな笑え顔がおではない。満面の笑えみだ。

「それじゃあ改めまして──私は田た村むら三み鈴すず。三み鈴すずって呼んで。さんもいらない」

「俺おれは、安あ倍べ春はる明あき。それから俺おれも春はる明あきでいい。君はいらない」

「春はる明あき」

「三み鈴すず」

「いちゃついておるところ邪じや魔まして悪いが、そろそろ戻もどってこい。九きゆう尾びが困っておるぞ」

　見つめ合う二人の間に煙管キセルを差さし込こみながら柊ひいらぎが意地悪く笑う。
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　春はる明あきは顔を真っ赤にしながら一歩後ずさった。

「べ、別にいちゃついてなんか──っ！」

「そうですよ柊ひいらぎさん！　これは友情の再さい確かく認にんです！」

　拾い上げた竹たけ箒ぼうきを握にぎりしめながら三み鈴すずは力強く告げる。その頰ほおは興奮のためわずかに色づいているが、まとう空気に色気は微み塵じんも感じられない。

　三み鈴すずの態度に若じやつ干かん胸がもやもやしたが、気を取り直し、春はる明あきは九きゆう尾びを見た。

　十じゆう二に単ひとえをまとった九きゆう尾びは、部屋の中央で静かに佇たたずんでいた。

　目が合うと九きゆう尾びはにっと笑った。

「こなたは土つち御み門かどを見つけたのですよ」

　その言葉に応え、春はる明あきたちの背後にある青々とした山が描えがかれた襖ふすまが開け放たれた。

　振ふり返かえった先──畳たたみが敷しかれた部屋の中央に、やたら爽さわやかに微笑ほほえむ有あり好よしがいた。




「驚おどろきました。まさかそちらから来てくださるとは……」

　有あり好よしの足もとには、彼かれを囲むように四枚の笹ささの葉が畳たたみに突つき刺ささり、どうやったのかは不明だが頭上の闇やみにも一枚、笹ささの葉が突つき刺ささっていた。笹ささの葉は光の線で繫つながり四し角かく錐すいを形作っている。そして──

「土つち御み門かど、お前、その腕うで……」

　春はる明あきの指し摘てきに有あり好よしは一いつ瞬しゆんきょとんとしてから「あぁこれですか」と言って左ひだり腕うでを胸の高さに上げた。その指先から肘ひじまで真っ赤な炎ほのおに包まれている。

「三み鈴すず君──いえ、九きゆう尾びの狐きつねが光流ひかる君に向けて放った炎ほのおが少し飛び火してしまったんです。消そうとしたのですが無理だったので、一ひと先まず進行を遅おくらせようと結界を張ったのですが、そのせいで身動きが取れなくなってしまって……どうしようかと考えていたところです」

「お前、そうだ、あの時、目の前で光流ひかるさんが炎ほのおに包まれたのに、どうして何もせず、一人で逃にげたりしたんだよ！　お前なら、何かできたんじゃないのか！　お前なら──」

　声を荒あららげる春はる明あきに、有あり好よしは苦く笑しようを浮うかべ、「落ち着いてください」と言った。

「君は僕ぼくを買かい被かぶりすぎです。それに本物の炎ほのおだったら話は別ですが、あれは術者にとって不必要なものを外に追い出すための術でしょう？　保険がなくなってしまったのは痛いですが、それだけです」

「保険？」

　場ば違ちがいな言葉に春はる明あきは首をひねった。

「君や三み鈴すず君と交こう渉しようすることになった際、有利に運ぶための保険ですよ」

「土つち御み門かど君、それは保険じゃなくて脅きよう迫はくだよ」

　なんとも言えない表情を浮うかべながら、三み鈴すずはクラスメイトに竹たけ箒ぼうきの柄えの方を向けた。

　有あり好よしは軽く目を瞠みはった。

「三み鈴すず君。憑つきものは取れたようですね」

「私の中で眠ねむっていた彼かの女じよを土つち御み門かど君が無理矢理起こしてくれたおかげだよ」

　三み鈴すずの皮肉を有あり好よしは「そうですか」と笑え顔がおで受け流した。

「では、その代わりと言ってはなんですが彼かの女じよを──九きゆう尾びの狐きつねの魂たましいを渡わたしてください」

　有あり好よしの顔からふっと笑えみが消える。

「君たちが持っていても無用の長物にしかなりません。身体からだと魂たましいは二つで一つ──しかし、魂たましいならばなんでもいいわけではありません。その身体からだと共に育はぐくまれた唯ゆい一いつ無む二にの魂たましいがあってこそ、その存在は完全なものとなるのです」

「それで、完全な九きゆう尾びの狐きつねを蘇よみがえらせて──お前はどうするつもりなんだ？」

　春はる明あきの挑いどむような問いかけに、有あり好よしは目を瞬しばたたかせ、「わかりませんか？」と言った。

「わからないから訊きいているんだ」

「忘れていました。あなたはまだ、こちらの世界にうといんでしたね……」

　有あり好よしは無事な右手で額を押おさえ、やれやれと言う代わりに首を左右に振ふった。

　春はる明あきは両手を握にぎりしめ、湧わき上あがる怒いかりを抑おさえた。

「いいですか、春はる明あき君。よく覚えておきなさい」

　無事な右手の人さし指をこちらに突つきつけながら有あり好よしは真面目な顔で続ける。

「最強の怪かい異いが完全な姿に戻もどった時、陰おん陽みよう師じがすること。それは──その怪かい異いを可か及きゆう的てき速すみやかに封ふう印いんすることです」

「………………えっ？」

「つまり、僕ぼくは完全な九きゆう尾びの狐きつねを封ふう印いんしたい──と言っているのです」

「えっ？　いや、ちょっと待て、お前、完全な九きゆう尾びの狐きつねを手に入れた暁あかつきには、何かしでかすつもりじゃなかったのかっ!?」

　有あり好よしは怪け訝げんな表情で、「君は何を言っているんですか？」と言った。

「いや、だって、それじゃあ、お前は、なんで九きゆう尾びの狐きつねのことを黙だまってたんだ？」

「もしも九きゆう尾びの狐きつねの存在が公おおやけになれば、一部の教員や生徒は、血ち眼まなこになって彼かの女じよを捜さがし求もとめると思ったからです。そうなれば必ず血が流れます。そんな事態は極力避さけるべきです」

「今朝、九きゆう尾びの狐きつねの身体からだを逃にがしたのは……」

「身体からだだけでも見つかれば大おお騒さわぎです。かといって身体からだだけ封ふう印いんしても隠かくし場ば所しよに困ります。ならば自主的に隠かくれてもらった方が効率がいいでしょう？　校内ならば、被ひ害がいも最小限に抑おさえられます」

　春はる明あきは口を開けたまま絶句した。

　微び妙みような空気を払はらったのは、「きゃはは」という九きゆう尾びの明るい笑しよう声せいだった。

「土つち御み門かども安あ倍べなのですよ。なんだかんだで怪かい異いに優やさしいのですよ」

　十じゆう二に単ひとえをまとった九きゆう尾びが軽かろやかな足取りで春はる明あきの横を通り過ぎ、前に出る。

「そもそもこの学園は、怪かい異いに優やさしすぎるのですよ。害さえ及およぼさなければ手を出さず、手を出したとしても消しよう滅めつさせず、自らの手もとで罪に見合った奉ほう仕しをさせ、邪じや気きの浄じよう化かを促うながし、怪かい異いを滅めつする陰おん陽みよう師じを育てながら怪かい異いを擁よう護ごする……ちぐはぐなのですよ。なのに心地ここちがいいのですよ」

　有あり好よしは姿勢を正し、深く一礼した。

「正気のあなたと相対するのは、はじめてですね玉たま藻もの前まえさま」

「今のこなたはただの九きゆう尾びの狐きつねなのですよ。それより、土つち御み門かど、こなたが封ふう印いんされていた器うつわを安あ倍べに渡わたすのですよ」

　有あり好よしはブレザーのポケットを手で押おさえながら、「──僕ぼくでは、駄だ目めなのですか」と言った。

　すっと細められたその目には、寂さびしそうな光が点ともっていた。

　九きゆう尾びは苦く笑しようを浮うかべ、「駄だ目めなのですよ」と返した。

「それを使えるのは安あ倍べの当主だけなのですよ。これは才能ではないのですよ」

「わかりました。──その代わり、一つだけ条件があります」

「こなたは、身体からだには戻もどらないのですよ」

　有あり好よしの語ご尾びに被かぶせるように九きゆう尾びは告げた。

「こなたが封ふう印いんされれば、あの身体からだもなくなるのですよ。そうすれば妖よう狐こたちも解放されるのですよ。すべて元通りなのですよ」

「──そう言って、春はる明あき君を騙だましたのですか？」

　冷え冷えとした声で有あり好よしは九きゆう尾びを糾きゆう弾だんした。

　成り行きを見守っていた春はる明あきと三み鈴すずは、一度顔を見合わせてから九きゆう尾びを見た。

　九きゆう尾びは微笑ほほえんでいる。──しかし、それは笑え顔がおという仮面だった。

「こなたは、騙だましてなどいないのですよ」

「真実をすべて語らないのは、騙だましているのと変わりませんよ」

　追おい討うちをかけるように冷れい淡たんとも言えるほど静かな口調で有あり好よしは続けた。

「罪も罰ばつも、決めるのは残されたものです。その重みを考えてください」

「九きゆう尾びさん」

　春はる明あきの呼びかけに、九きゆう尾びは笑え顔がおの仮面をつけたまま、ゆっくりと振ふり返かえった。

「どういうことか教えてくれ。残されたものって……」

「安あ倍べ、そんな顔をするのではないのですよ」

　九きゆう尾びは微笑ほほえみを苦く笑しように変え、ふぅっとため息を吐はいた。

「こなたはもう十分存在したのですよ。だからもういいのですよ」

　それは、春はる明あきの中に生じた最悪の想像を肯こう定ていする言葉だった。

　それでも、春はる明あきは確かめずにはいられなかった。

「……魂たましいだけで封ふう印いんされたら、九きゆう尾びさんは、消しよう滅めつしてしまうのか？」

「封ふう印いんされたあと消しよう滅めつする可能性が高いということじゃ」

　答えたのは柊ひいらぎだった。背後から主人の肩かたに手を置き耳に唇くちびるを寄せながら式しき神がみは続ける。

「わしらにとって魂たましいこそすべて──しかし魂たましいだけでは脆もろすぎる。だからわしらは、肉体に似せた身体からだをまとい、その脆もろさを隠かくす。身体からだをなくした魂たましいは、存在しているだけですり減っていくからのぅ。新たな身体からだを創つくることもできるが九きゆう尾びの場合、魂たましいが消える方が早いじゃろう」

「そんな──っ！」

「安あ倍べ」

　九きゆう尾びは真顔にも微笑ほほえにも見える表情で春はる明あきに近づき、その頰ほおに触ふれた。

「こなたが封ふう印いんされないかぎり、こなたの妖よう気きはこなたの意思に関かかわらず、こなたの残してきた身体からだに送られ続けるのですよ。そうすれば妖よう狐こたちは、人間に害を与あたえるのですよ。壊こわれかけた身体からだでも、それくらいはできるのですよ。九きゆう尾びの狐きつねはそれほど強力な怪かい異いなのですよ」

「でも、だったら九きゆう尾びさんが身体からだに戻もどれば……そうだ、それからすぐ封ふう印いんすれば」

　九きゆう尾びは首を左右に振ふった。

「こなたの身体からだは、邪じや気きに侵しん食しよくされてしまったのですよ。今、戻もどっても、こなたも邪じや気きに取とり込こまれ、こなたはこなたではなくなってしまうのですよ……そうなるくらいならば、こなたは還かえりたいのですよ。こなたが生まれた陰の中に……何より、こなたはもうこなたの名の下、誰だれかが傷つくのは嫌いやなのですよ」

　何か言い返そうと春はる明あきが口を開いた。その時──


「キャキャキャキャキャキャキャキャキャ！」



　頭上から濁にごった笑しよう声せいが降ってきた。




　天てん井じようにあたる闇やみの表面はまるで沸ふつ騰とうしたかのように激しく泡あわ立だっていた。しかしよく見ると、泡あわのように見えたものは、すべて闇やみ色いろに染まった狐きつねの顔だった。

　頭上を見た有あり好よしが「まずいっ！」と言って右手をブレザーの内側に滑すべらせる。その間にも闇やみに突つき刺ささった笹ささの葉はグズグズと変色し──有あり好よしが新たな笹ささの葉を取り出すと同時に腐くさり落ちた。左ひだり腕うでを覆おおっていた炎ほのおが勢いを増し、一いつ瞬しゆんでその身体からだを包つつみ込こむ。

「土つち御み門かどっ！」

　考えるよりも先に春はる明あきは駆かけ出だしていた。有あり好よしはそんな春はる明あきを真まっ直すぐ見み据すえながらブレザーのポケットに手を突つっ込こみ──そのまま炎ほのおと共に搔かき消きえた。


「御ご前ぜっ！」



　濁にごった声が感傷を打うち砕くだく。振ふり仰あおぐと、部屋の中央──春はる明あきの真上の闇やみから美女の上半身が生えていた。紫むらさき色いろのワンピースはボロボロで、すでに服の役割を果たしていない。だらりと垂れ下がる黄こ金がね色いろの髪かみの間から、爛らん々らんと輝かがやく朱しゆ色いろの瞳ひとみが忙せわしなく動いているのが見えた。


「御ご前ぜ！」



　白磁の肌はだにひびが入り、そこから黄こ金がね色いろの毛がずるりと飛び出す。


「こちらにいらしたか！」



　黄こ金がね色いろの毛は蛇へびのようにうねり蠢うごめき、美女の身体からだを包つつみ込こんでいく。同時に狐きつねの顔が一つ、また一つと闇やみに溶とけていく。


「お帰りになっていらっしゃったか！」



　半分闇やみに埋うもれた黄こ金がね色いろの繭まゆは、あちこちを隆りゆう起きさせながら膨ぼう張ちようし、そして──


「我らが御ご前ぜ[image: さんてん][image: さんてん]あぁ今迎むかえに参りましょう！」



　黄こ金がね色いろの繭まゆを破り現れたのは醜みにくく巨きよ大だいな獣けものだった。シルエットだけならば巨きよ大だいな九本の尾おを持つ狐きつねに見える。しかし、その身体からだを覆おおう黄こ金がね色いろは、無数の獣けものの顔だった。頭も耳も胴どう体たいも足も九本ある尾おも──すべてひどくゆがんだ獣けものの顔に覆おおい尽つくされている。

「より深い闇やみに吞のまれたのですよ」

　いつの間にか春はる明あきの隣となりまで移動していた九きゆう尾びが寂さびしげに呟つぶやき──九つの尾おで春はる明あきの胴どう体たいを薙なぎ払はらった。

「うっ！」

　衝しよう撃げきに押おされるように春はる明あきの身体からだは吹ふき飛とんだ。開け放たれたままになっていた襖ふすまを通とおり抜ぬけ板いた敷じきの床ゆかに敷しかれた畳たたみの上に落下する。──不思議と痛みは感じなかった。

「春はる明あきっ！」

　上半身を起こすと駆かけ寄よってくる三み鈴すずが見えた。その向こう──ちぎれた繭まゆの破は片へんが白い光となって降り注ぐ中、醜みにくく巨きよ大だいな獣けものが咆ほう哮こうのような何かを発しながら、闇やみを蹴ける。

　獣けものに目はない。目の部分にも獣けものの顔があるだけだ。

　しかし獣けものは真まっ直すぐ十じゆう二に単ひとえをまとった美女を捉とらえていた。

　十じゆう二に単ひとえをまとった美女もまた真まっ直すぐ獣けものを捉とらえていた。

　挑いどむように哀あわれむように獣けものを射い貫ぬいていた琥こ珀はくの双そう眸ぼうが、刹せつ那な、春はる明あきに向けられる。

　琥こ珀はくの双そう眸ぼうには諦あきらめと──微かすかな喜びがあった。

　そしてそのまま、十じゆう二に単ひとえをまとった美女は醜みにくく巨きよ大だいな獣けものに頭から吞のみ込こまれていった。

　春はる明あきは絶ぜつ叫きようした。




　九きゆう尾びの魂たましいを吞のみ込こんだ醜みにくく巨きよ大だいな獣けものは、そのままその場にうずくまった。

　表面を覆おおう獣けものの顔も目と口を閉じ沈ちん黙もくしている。

　しかしその身体からだからは、目視できるほど濃こく禍まが々まがしい気が立ち上っていた。

「春はる明あき！　一ひと先まずここから離はなれよう！」

　座すわり込こんだまま呆ぼう然ぜんと獣けものを見つめていた春はる明あきの腕うでを摑つかんだのは三み鈴すずだった。そのまま力任せに春はる明あきを立たせ雪に沈しずむ山が描えがかれた襖ふすまを開けた。




「ここまで来れば大だい丈じよう夫ぶかな？」

　三み鈴すずが足を止めたのは、壁かべも天てん井じようもない、ただ石いし畳だたみが敷しかれた床ゆかがあるだけの殺風景な場所だった。

　春はる明あきはやんわりと三み鈴すずの手を外した。

「春はる明あき……」

　三み鈴すずが心配そうに春はる明あきを見る。春はる明あきは顔を上げ微び苦く笑しようを浮うかべた。

「ありがとう、三み鈴すず。でも、俺おれは大だい丈じよう夫ぶだから、心配するな」

　三み鈴すずは一いつ拍ぱく置いてから小さく頷うなずいた。

「柊ひいらぎ」

　名前を呼ぶと柊ひいらぎはすぐに春はる明あきの目の高さまで降りてきた。その唇くちびるには意地の悪い笑えみが刻まれている。

「なんじゃ、我わが主あるじ」

「俺おれに何ができる？」

　柊ひいらぎはすっと目を細め、「何な故ぜそれをわしに訊きく？」と問い返した。

　春はる明あきは前まえ髪がみを搔かき上あげ、その三白眼でキッと柊ひいらぎを見み据すえた。

「お前は言った。俺おれが当主になったのは、俺おれとじいちゃんが同じだからだって。なら、安あ倍べ家の当主は代々俺おれと同じだってことだ。そしてお前は式しき神がみとしてずっと俺おれと同じ当主を見てきたってことだ。その知識を俺おれは借りたい。──今、俺おれは、俺おれの力をどう使ったらいい？　どうすれば、みんな助けられる？」

「みんなとは？」

「みんなは、みんなだ。俺おれも三み鈴すずも、土つち御み門かども光流ひかるさんも、九きゆう尾びさんも妖よう狐こたちも、この学園にいる生徒も教師も、棲すみ着いている怪かい異いも通りかかった幽ゆう霊れいもみんなだ」

　柊ひいらぎは「ひっひっひっ」と笑った。

「強ごう欲よくじゃのぅ。それに傲ごう慢まんかつ高飛車じゃ」

「悪いか」

「まさか！　それでこそ安あ倍べ家当主に相応ふさわしい」

　妖よう艶えんに微笑ほほえみ柊ひいらぎは煙管キセルを春はる明あきの目に突つきつけた。

「望みを叶かなえよう我わが主あるじ──闇やみ宿るその瞳ひとみに誓ちかって」





※






　生徒の知らない通路を使い、坂さか田た紅べに子こは北体育館の屋根に上がった。

　屋上には数人先客がいた。皆みな、坂さか田たの同どう僚りようだ。

　彼かれらはそろって空を見上げていた。今日の天気は雲一つない快晴だ。しかし、宇う羅ら乃の僚つかさ学園の上空では、真っ黒な雲がゆっくりと渦うず巻まいていた。

　冷たい風が坂さか田たの頰ほおを撫なでる。

「すごい邪じや気き──このままあと一時間もすれば一いつ般ぱん人じんの目にも視みえるようになりますね」

　近くにいた若い男性教員が「吞のん気きですね」と言ってため息を吐はき出だす。

「今はまだ落ち着いていますが、それも時間の問題ですよ。一いつ般ぱん人じんよりも、今は生徒の安全です。そろそろ避ひ難なんさせないと大変なことになりますよ」

「避ひ難なんなんてとんでもない。今は、楽しい楽しいウォークラリーの時間です」

　微笑ほほえを浮うかべる坂さか田たを若い男性教員は、化け物を見るような目で見た。

「正気ですか！　校内の妖よう怪かいが邪じや気きを取とり込こみ凶きよう暴ぼう化かすれば、まず最初に生徒が犠ぎ牲せいになるんですよ！」

「若造が知ったような口を叩たたくな」

　優やさしく微笑ほほえみながら、坂さか田たは、低く重い声で言い放った。若い男性教員の顔から血の気が一気に失うせ、凍こおりついたように動かなくなる。その肩かたを中年の男性教員がぽんぽんと叩たたいた。

「お前は間ま違ちがっちゃいないよ。でも、少し焦あせりすぎだ」

　中年の男性教員の言葉に坂さか田たは、首しゆ肯こうした。

「相当な大物が校内に潜ひそんでいたようですね。そして今、本当の意味で目覚めようとしている……危険な状じよう況きようです。しかし、だからといって私たちがすぐに手を出していては、生徒たちのためになりません」

「……生徒を見殺しにするのですか？」

　唇くちびるを戦慄わななかせながら若い男性教員は坂さか田たに問いかけた。

　坂さか田たはにっこりと微笑ほほえんだ。

「私たちの生徒を舐なめてはいけません。彼かれらは年若くとも私たちと同じ陰おん陽みよう師じなのですから」
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　その口から放たれたのは、断だん末まつ魔まであり産うぶ声ごえでもあった。

　醜みにくく巨きよ大だいな獣けものの表面を覆おおっていた獣けものの顔は消え美しい黄こ金がね色いろの毛がその身を包つつみ込こむ。

　開かれた双そう眸ぼうの色は──濃こい琥こ珀はく色いろにも鮮あざやかな朱しゆ色いろにも見えた。

　もう誰だれも、獣けものを見て醜みにくいとは思わないだろう。しかしその身体からだから滲にじむ妖よう気きはどす黒く、足もとの床ゆかはあっという間に腐くさって溶とけ、襖ふすまも同じ運命を辿たどった。

　闇やみの中には、一匹ぴきの美しく巨きよ大だいな獣けもの──九きゆう尾びの狐きつねだけが残された。

　しかしこの九きゆう尾びの狐きつねは、九きゆう尾びの狐きつねであって九きゆう尾びの狐きつねではなかった。

　何十、何百という妖よう狐こと、その邪じや念ねん怨おん念ねんが混ざり合ったものが九きゆう尾びの狐きつねの魂たましいを得て、その姿を模造しているに過ぎない。

　しかしこの九きゆう尾びの狐きつねは、我こそが九きゆう尾びの狐きつねと信じて疑わなかった。

　そして取とり込こんだ魂たましいの記き憶おくの中から特に残ざん虐ぎやくで残ざん忍にんな光景を反復し──陶とう然ぜんとした。

　この光景をまた見たいと思った。──そのためにはここから出なくてはならない。

　しかしこの九きゆう尾びの狐きつねは、少しだけ不安を抱いだいていた。

　ボロボロの身体からだとすり減った魂たましいと寄せ集めの新たな自じ我がでできた九きゆう尾びの狐きつねは、不完全だった。もっといってしまえば──妖よう気きが心こころ許もとない。それでもそこらの陰おん陽みよう師じには負けない自信はある。しかし九きゆう尾びの狐きつねとしての矜きよう恃じが中ちゆう途と半はん端ぱなまま外に出ることを拒きよ否ひしていた。

　ふと、九きゆう尾びの狐きつねは思い出した。ここには二人の人間がいることを。一人は男おのこのくせに多大な陰いんの気を持ち、一人は女めのこのくせに多大な陽ようの気を持つ、子供の存在を。

　喰くらってしまおう──結論はすぐに出た。

　あの二人を喰くらってしまおう。そうすれば妖よう気きを蓄たくわえることができるはず。

　あの二人を喰くらってしまおう。そうすれば悲鳴が聞けるはず。

　それは素す晴ばらしい考えだった。だから九きゆう尾びの狐きつねはなんの疑問も抱いだくことなく闇やみに身を投じた。

　キラキラと輝かがやく煙けむりが自分の鼻もとをくすぐっていたことにも気づかずに。

　すべてを自分の意思だと思おもい込こんだまま……──




　九きゆう尾びの狐きつねはすぐに二人の子供を見つけ出した。二人の子供は石いし畳だたみが敷しかれた広場に佇たたずんでいた。手を繫つなぎ、真まっ直すぐ前を見み据すえる姿は途と方ほうに暮れる迷子のようだ。

　九きゆう尾びの狐きつねは嘲ちよう笑しようを浮うかべ──子供たちが見み据すえる先に降り立った。二人の子供の背後には、酒しゆ吞てん童どう子じが控ひかえていたが九きゆう尾びの狐きつねである自分にとっては些さ事じでしかない。

　笑えみを深め九きゆう尾びの狐きつねは口を開いた。


「逃にげないのか？」



　紡つむがれたのは美しい女の声だった。そのことに一番驚おどろいたのは九きゆう尾びの狐きつね自身だったかもしれない。しかしそんなことはおくびにも出さず言葉を続ける。


「諦あきらめたのか？」



「いいえ」

　応えたのは女だった。鋭するどい眼まな差ざしで九きゆう尾びの狐きつねを捉とらえながら握にぎりしめた左手を突つき出だし手を開く。──と、中指に何かがぶら下がっていた。

　掌てのひらで覆おおい隠かくせるほど小さい木製の弓矢の根ね付つけだ。


「そんなもので何をするつもりだ？」



「ご存じないのですか？　九きゆう尾びの狐きつねは武官が放った矢に射られ絶命したのですよ。そして私は、武官だった坂さかの上うえの田た村むら麻ま呂ろの血と名を継つぐ者──資質は十分です」


「では、その弓矢でこの九きゆう尾びの狐きつねを射るというのか？」



　女は静かに頷うなずいた。九きゆう尾びの狐きつねは嘲あざ笑わらう。しかし女は眉まゆ一つ動かさない。

　それが九きゆう尾びの狐きつねの癇かんにさわった。徹てつ底てい的てきにこの子供をいたぶりたくなった。

　するとそれまで微び動どうだにしなかった男が、右手を女の左ひだり肩かたに置いた。

「確かに、このままじゃお前を射い貫ぬけない。──でもな」

　次の瞬しゆん間かん、男の前まえ髪がみが風を受けたようにふわりと舞まい上あがった。

　露あらわになったその眼がん窩かに光はなく、ただ闇やみが鎮ちん座ざしていた。

　空くう洞どうではない。眼球の形に固められた闇やみが人間の顔に埋うめ込こまれているのだ。

　闇やみは眼がん窩かから這はい出だすと、子供の顔を模様のような何かで飾かざり立たてながら恐おそるべき速さで肌はだを侵しん食しよくしていった。そうして、瞬まばたきの間に模様は指先にまで達した。

　瞬まばたきをする時間があれば、九きゆう尾びの狐きつねは二人の子供を害することができた。しかし、子供の眼がん窩かに埋うまる闇やみを見た瞬しゆん間かん、九きゆう尾びの狐きつねは恐きよう怖ふに囚とらわれてしまった。蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのように、ただ震ふるえを堪こらえることしかできなくなってしまったのだ。

　そんな自らを九きゆう尾びの狐きつねは恥はじ、恐きよう怖ふを振ふり払はらうように首を左右に振ふった。


「[image: さんてん][image: さんてん]貴様、人間のくせに闇やみを宿しているのか？」



「貴様じゃなくて俺おれは安あ倍べ春はる明あき。高校生で、一応陰おん陽みよう師じで、一応安あ倍べ家の当主だ」

　男は淡たん々たんとした声で告げ、空いている方の手で自らの目もとに触ふれた。

「それでこれは〝闇やみの目〟。じいちゃん曰いわく、闇やみを生み出し闇やみを操あやつる闇やみの塊かたまりらしい」


「気持ち悪い！」



　九きゆう尾びの狐きつねの悪態に対し、子供は「俺おれもそう思う」と言って苦く笑った。


「[image: さんてん][image: さんてん]からかっているのか？」



「いいや、俺おれの本音だよ。実際、この力をうとましく思っていた時期もあったからな。でも今は、この力のおかげでお前を退治することができる。──だからよかったと思う」


「ただの人間がわしを退治すると？」



「ただの人間ではない。──ここにいるのは、安あ倍べ家当主じゃ」

　残ざん酷こくに微笑ほほえみながら応えたのは、主人の背後を守るように空に浮うかぶ酒しゆ吞てん童どう子じだった。

「社やしろを任されるほどの力を持った白びやつ狐この子──安あ倍べの晴せい明めいの血をもっとも色いろ濃こく受うけ継つぐ存在じゃ。見てくれだけの九きゆう尾びの狐きつねを退治するなどわけもない」


「黙だまれ！　人にかしずいた裏切りものが！　それにその子供がまとう闇やみは、社やしろに祀まつられし神というより人に恐おそれられし我らに近きものではないか！」



　酒しゆ吞てん童どう子じは「ひっひっひっ」と笑った。

「だからどうした。残ざん虐ぎやくでない神がいないと、慈じ悲ひ深ぶかき妖よう怪かいがいないと、そんな世よ迷まい言ごとを吐はくつもりではあるまいな？　そもそも神も妖よう怪かいも人が決めたこと、わしらはただ存在するあるだけじゃ。人ではどうすることもできない力と共に、のぅ……」


「～～～～～～～～～っ！！！！！！！！！」



　九きゆう尾びの狐きつねは歯がみした。
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「大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん。私はいつでも行けるよ」

　春はる明あきは九きゆう尾びの狐きつねに視線を向けたまま三み鈴すずに問いかけた。

　三み鈴すずも標的を見み据すえたまま明るい声で応える。

「……気持ち悪く、ない？」

「何が？」

「俺おれが」

「どうして？」

「……ごめん、聞かなかったことにして」

　三み鈴すずは「ふふふ」と小さく笑った。

「駄だ目め、聞いちゃった。詳くわしい話はまた今度──今は、目の前の障害に集中しよう」

「──そうだな」

　二人は一いつ瞬しゆん、視線と笑えみを交かわした。

　春はる明あきの右手から闇やみが溢あふれ、三み鈴すずの左ひだり腕うでを伝い弓矢の根ね付つけに吸すい込こまれていく。

　弓矢の根ね付つけが闇やみに染まった──次の瞬しゆん間かん、三み鈴すずの左手には漆しつ黒こくの弓が握にぎられていた。

　次に三み鈴すずは背中から竹たけ箒ぼうきを引ひき抜ぬいた。その柄えにも弓矢の根ね付つけが括くくりつけられている。竹たけ箒ぼうきを弓につがえると、弓と触ふれている箇か所しよから竹たけ箒ぼうきにも闇やみが広がっていった。竹たけ箒ぼうきと括くくりつけられた弓矢の根ね付つけが闇やみに吞のまれる──と、二つは一つになり漆しつ黒こくの鏑かぶら矢やに姿を変えた。

　柊ひいらぎとの言い合いに夢中になっていた九きゆう尾びの狐きつねが、ぎょっとした顔でこちらを見る。──見た目はまるっきり獣けものだが表情は豊かだ。

　九きゆう尾びの狐きつねが駆かけ出だすのと三み鈴すずが自らの身長とそう変わらない弓を軽々と引いたのは、ほぼ同時だった。

「ネガティブ──退・散！　弓矢バージョン！」

　九きゆう尾びの狐きつねの眉み間けんに狙ねらいを定め、三み鈴すずは矢を放った。




　悲鳴のような音を伴ともない飛来する鏑かぶら矢やを見み据すえながら九きゆう尾びの狐きつねは笑った。

　笑いながら床ゆかを蹴けり、笑え顔がおを浮うかべたまま身体からだを横向きに一回転させる。背中が描えがいた円の真ん中を鏑かぶら矢やは通とおり抜ぬけていった。

　甲かん高だかく耳みみ障ざわりな笑しよう声せいを上げながら床ゆかに降り立った九きゆう尾びの狐きつねは、透すかさず後ろ足で床ゆかを蹴けった。前足を振ふり上あげ漆しつ黒こくの弓を携たずさえ佇たたずむ三み鈴すずに襲おそいかかる──はずだった。

「──っ！　なんだ!?」

　九きゆう尾びの狐きつねの身体からだは空でピタリと止まってしまった。

　背後を見ると尾おの一本が鏑かぶら矢やによって床ゆかに縫ぬい止められていた。九きゆう尾びの狐きつねは尾おを動かそうとしたが、うまく動かない。そうこうしているうちに九きゆう尾びの狐きつねの足は床ゆかに着いていた。


「何な故ぜだ！　何な故ぜ動かない！」



　床ゆかを踏ふみしめながら九きゆう尾びの狐きつねは再び尾おを動かそうとしたが結果は同じだった。

　しかも矢が刺ささった箇か所しよから闇やみがじわじわと九きゆう尾びの狐きつねの身体からだを侵しん食しよくしていく。

「格下が格上に挑いどんでも無む駄だじゃと、さっき教えてやったのにのぅ」

　ため息交じりの声は頭上から降ってきた。

　九きゆう尾びの狐きつねが顔を上げると闇やみの中に柊ひいらぎと春はる明あきがいた。

　春はる明あきの手には漆しつ黒こくの大おお槌づちが握にぎられていた。円形の面には、お札が一枚、何な故ぜか絆ばん創そう膏こうで貼はりつけられている。


「あっ[image: さんてん][image: さんてん]あぁ！　あああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！！！！！！！！！」



　九きゆう尾びの狐きつねは、がむしゃらに尾おを身体からだを頭を振ふった。──と、鏑かぶら矢やが外れた。

　自由を取とり戻もどした九きゆう尾びの狐きつねは迷うことなく床ゆかを駆かけ、闇やみに飛とび込こんだ。


「キャッ！　キャキャ、キャキャキャキャキャキャキャキャキャ！」



　四本の足を必死に動かし九きゆう尾びの狐きつねは笑いながら闇やみの中を進んでいく──逃にげていく。


「誰だれが！　誰だれが滅めつせられるものか！　我は九きゆう尾びの狐きつねだぞ！　数多あまたの人間を恐きよう怖ふさせ殺してきた九きゆう尾びの狐きつねだぞ！　こんなところで、あんな子供に滅めつせられるものか！　キャキャキャキャキャ！　キャキャキャキャキャキャキャキャキャ！」



「無む駄だだよ」

　九きゆう尾びの狐きつねは笑いを吞のみ込こんだ。

　目前の闇やみから大おお槌づちを手にした春はる明あきが姿を現す。
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「言っただろう？　この〝闇やみの目〟は闇やみを操あやつる──ここの闇やみはもう俺おれのものだ。だから、ここにいるかぎり、お前は逃にげられない」

　その言葉を裏付けるように闇やみが九きゆう尾びの狐きつねの身体からだに絡からみついてきた。

　痛みはない。ただ途と方ほうもない無力さに九きゆう尾びの狐きつねは吼ほえた。


「我は九きゆう尾びの狐きつねだぞ！　九きゆう尾びの狐きつねなんだ！　なのに何な故ぜ!!　何な故ぜ！！！　何な故ぜ！！！！」



「九きゆう尾びの狐きつねだからだよ」

　九きゆう尾びの狐きつねの慟どう哭こくを遮さえぎり春はる明あきは告げる。

「九きゆう尾びの狐きつねだから、お前は矢を受け、石のようにその身を硬かたくされ、大おお槌づちに砕くだかれ成じよう仏ぶつするんだ」


「そんな！　我はそんなことのために九きゆう尾びの狐きつねになったのではない！　我は、我は──」



　空気の中に紛まぎれた続きを探すように、九きゆう尾びの狐きつねは何度も口を開閉させた。──しかし、いつまで経たっても続きは見つからなかった。


「我は[image: さんてん][image: さんてん]私は[image: さんてん][image: さんてん]僕ぼくは[image: さんてん][image: さんてん]俺おれは[image: さんてん][image: さんてん]わらわは[image: さんてん][image: さんてん]拙せつ者しやは[image: さんてん][image: さんてん]それがしは[image: さんてん][image: さんてん]うちは[image: さんてん][image: さんてん]」



　濃こい琥こ珀はく色いろの瞳ひとみから涙なみだが溢あふれる。

　春はる明あきは唇くちびるを引き結び、大おお槌づちの柄えを両手で握にぎりしめた。その肩かたに柊ひいらぎの手が添そえられる。柊ひいらぎは春はる明あきを伴ともない空に舞まい上あがると、九きゆう尾びの狐きつねの眉み間けんの真上に移動した。そして──

「「これにて一巻の終わり」」

　異口同音に言い放ち、柊ひいらぎは春はる明あきの肩かたを軽く押おした。

　闇やみの中を落下しながら、春はる明あきは大おお槌づちを振ふりかぶり、九きゆう尾びの狐きつねの眉み間けん目がけて勢いよく振ふり下ろした。

　声を上げるよりも先に、九きゆう尾びの狐きつねの身体からだは真っ白な光に包まれた。





※






　いつの間にか閉じていた目を開けると澄すんだ青空が見えた。

　そこに三み鈴すずと光流ひかるの顔が加わる。

「春はる明あき、大だい丈じよう夫ぶ？」

「痛いところはございませんか？　春はる明あきさま」

　春はる明あきは何度も目を瞬しばたたかせてから「うん」と応え身体からだを起こした。そこは武道館と室内プールの間にある空き地だった。様々な草花の上に春はる明あきは仰あお向むけに横たわっていたのだ。

　改めて三み鈴すずと光流ひかるを見ると二人とも安あん堵どの表情を浮うかべていた。

「光流ひかるさん……無事だったんだな、よかった……」

「春はる明あきさま」

「……終わった、のか？」

　呟つぶやいた直後、額をぺちりと叩たたかれた。「いたっ！」と声を上げながら上を見ると、煙管キセルを手にした柊ひいらぎが意地悪く微笑ほほえんでいた。

「柊ひいらぎ……」

「最後の仕上げが残っておるぞ、我わが主あるじ」

　柊ひいらぎは煙管キセルでどこかを指し示した。見ると、元は百葉箱だったと思われる木もく片へんの上に光の玉が浮うかんでいた。大人が三人ほど中に入れるほど大きな玉だ。

「あれは……それに、どうして百葉箱が壊こわれているんだ？」

「九きゆう尾びの狐きつねは、あの百葉箱の中に身を潜ひそめていたんじゃよ。おぬしたちは、箱の中に創つくられた九きゆう尾びの狐きつねの箱庭の中にいたというわけじゃ。そして、あの光は浄じよう化かされた妖よう狐こたちじゃ」

「どうして留とどまっているんだ？」

「奴やつらの御ご前ぜを守っておるからじゃ。奴やつらの邪じや念ねんや怨おん念ねんと共に九きゆう尾びの身体からだは砕くだけてしまったからのぅ」

「へぇ～身体からだが……てっ！　ちょっと待て柊ひいらぎ！　身体からだと魂たましいが一いつ緒しよになったから思いっきり叩たたいても九きゆう尾びさんは大だい丈じよう夫ぶだって、お前言ったよな!?」

　柊ひいらぎは頰ほおに手を添そえ科しなをつくりながら「それがのぅ」と吐と息いき交じりの声を出した。

「わしが思っておったより身体からだも魂たましいも消しよう耗もうが激しかったようじゃ」

「激しかったようじゃって、じゃあ九きゆう尾びさんはどうなるんだよ！」

「このままでは消しよう滅めつしてしまうのぅ」

　春はる明あきは楽しそうに「ひっひっひっ」と笑う柊ひいらぎの胸むなぐらを摑つかみ引き寄せた。

「柊ひいらぎ」

「落ち着け我わが主あるじ。せっかく収めた闇やみがもれておるぞ」

「柊ひいらぎ」

「わかったわかった。話すからおぬしも離はなせ」

　春はる明あきが渋しぶ々しぶ手を離はなすと、柊ひいらぎはわざとらしく合わせを直してから妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。

「九きゆう尾びの狐きつねを助けたいのならば、あやつをおぬしの式しき神がみにしてしまえばいい」

　春はる明あきは目を瞠みはった。

「そんなこと……できるのか？」

　柊ひいらぎは間かん髪ぱつ容いれず「できる」と断言した。

「おぬしがあやつに新たな名前を与あたえればいい。──簡単じゃろう？」

「名前？」

「そうじゃ。九きゆう尾びでは駄だ目めじゃぞ。あとは、すぐに入れる〝依より代しろ〟じゃのぅ」

「それは僕ぼくが提供しましょう」

　振ふり返かえると、有あり好よしが片手を上げたまま近づいてきた。

「……つ、土つち御み門かど」

「この学園には僕ぼく以外にも土つち御み門かど家の者がいるので、できたら有あり好よしでお願いします」

　そう言って差し出された掌てのひらの上には、笹ささの葉にくるまれた白い石が鎮ちん座ざしていた。白い石は普ふ通つうのビー玉よりも一回り小さく、光を受け七色の光こう沢たくを放っている。笹ささの葉の方は、有あり好よしが持ち歩いているもののようだが何な故ぜか黒く汚よごれていた。

　有あり好よしの手もとをのぞき込こんだ光流ひかるが、「笹ささの葉と──これは、真しん珠じゆですわね」と言った。

「真しん珠じゆは九きゆう尾びの狐きつねを封ふう印いんしていた器うつわです。──それから、気づいていないようなので伝えておきますが、笹ささの葉についている黒い汚よごれは、春はる明あき君、君の血です」

「はぁっ!?　な、なんで俺おれの血なんか……」

　有あり好よしはため息を吐はき出だした。

「やはり、気づいていませんでしたか。──君の血には呪じゆ術じゆつを増ぞう幅ふくさせる力があるんですよ。その力を使って君は昨日の朝、女子生徒に取り憑ついた妖よう狐こを浄じよう化かしたんです」

「昨日の朝……って、でもお前、いなかったよな？　それに、あれって、三み鈴すずが使った妖よう怪かい封ふうじのお札の効果じゃないのか？　さっきも、それで九きゆう尾びの狐きつねを浄じよう化かできたみたいだし……」

「窓の外にいたんです。器うつわを拾ったのは、いいのですが邪じや気きが濃こくて術が使えず、一ひと先まず足で情報を得ようと校内を散策している最中でした。──それから、あの札にそこまでの効果はありません。妖よう怪かいの動きを封ふうじる程度です」

　春はる明あきは啞あ然ぜんとしながらずっと握にぎりしめていた左手を開いた。そこには、粉々になった小こ槌づちのストラップと件くだんのお札の切きれ端はし、それから絆ばん創そう膏こうがあった。絆ばん創そう膏こうにはわずかだが春はる明あきの血が付着している。

「だから、槌つちに絆ばん創そう膏こうで札を貼はりつけろって言ったのか……」

　指示を出した張本人が「ひっひっひっ」と笑う。──それが答えだった。

　小こ槌づちや切きれ端はしをポケットに突つっ込こみながら、春はる明あきはふとあることに気づいた。

「もしかして、昨日、つち……有あり好よしが俺おれに〝術わざくらべ〟を挑いどんだのって……」

「はい。君の血を拝借し、九きゆう尾びの狐きつねの器うつわにこびりついていた邪じや気きを祓はらうためです。おかげさまで目もく論ろ見みは成功、今朝、百葉箱が根城であると突つき止とめました。そうしたら公園で君たちが九きゆう尾びの狐きつねに襲おそわれていて、しかも彼かの女じよは身体からだと魂たましいが違ちがっていて、とても驚おどろきました。あっ、でも、〝術わざくらべ〟の時、君に言った言葉に噓うそはありませんよ。柊ひいらぎさまのことも諦あきらめてはいません。いずれ必ず再戦させていただきます」

「いやいやいや、そこは、諦あきらめようよ」

「僕ぼくが土つち御み門かどで君が安あ倍べであるかぎり、それは無理な話です」

　そう言って、有あり好よしは静かに微笑ほほえんだ。

　春はる明あきはため息を吐はき出だしてから気を取り直し、笹ささの葉にくるまれた真しん珠じゆに手を伸のばした。

「……本当に、いいのか？」

「僕ぼくが持っていてももう意味はないですから」

「珍めずらしく気前がいいんですのね、土つち御み門かど有あり好よし。何を企たくらんでますの？　土つち御み門かど有あり好よし」

　光流ひかるからの冷たい視線と問いかけに有あり好よしは軽く肩かたをすくませ微笑ほほえした。

「企たくらんでなんていませんよ。ただそうですね──安あ倍べ家当主の評判が落ちれば、土つち御み門かど家の評判にも影えい響きようが出るかもしれない──とは思っています」

　春はる明あきは有あり好よしに「ありがとう」と言って真しん珠じゆを手に取り、笹ささの葉を剝はがした。真しん珠じゆが淡あわい輝かがやきを放つ。

　真しん珠じゆをしっかり握にぎりしめ、春はる明あきは光の玉に近づいた。

「九きゆう尾びさん……聞こえるか？」

　返事はない。それでも春はる明あきは続けた。

「妖よう狐こたちは浄じよう化かされたあともあなたを守っている。それだけ九きゆう尾びさんのことを大切に想おもっているんだ。あなたに消えてほしくないんだ。俺おれも九きゆう尾びさんが消えたら嫌いやだ。だから……だから、俺おれの式しき神がみになってくれないか？」

　返事はない。しかし心なしか光の玉が震ふるえているように見えた。春はる明あきは更さらに続けた。

「一時的でいいんだ。妖よう気きが溜たまるまででいい。〝依より代しろ〟の中で寝ねててくれていい。──ただ傍そばにいてほしい。消えないでほしいんだ」

　不意に光が広がった。気がつくと春はる明あきは真っ白な光の中にいた。

　少し離はなれた場所には、十じゆう二に単ひとえをまとった九きゆう尾びが佇たたずんでいた。頭の上の獣けものの耳はこちらを向き、背中の九本の尾おもこちらをうかがうように蠢うごめいている。

　困ったように微笑ほほえむ九きゆう尾びに春はる明あきは右手を差し出した。

「九きゆう尾びさん」

　しかし、九きゆう尾びは動かない。一歩踏ふみ出だそうとした春はる明あきの肩かたに白い手が置かれる。

　振ふり返かえらず口の中だけで「柊ひいらぎ」と式しき神がみの名を呼ぶと、耳もとでふっと笑う気配がした。

「近づいてはならぬぞ我わが主あるじ。九きゆう尾びの方から来るようにしなければ意味がない」

「来るようにって……」

「ただ名を呼べばいい。──あの夜、わしを呼んだように。十じゆう二に神しん将しようとしての名はあとからついてくる。今はただ目の前にいる相手の名を呼べばいい」

　春はる明あきは右手を下げた。

　あの結界の中で見た醜みにくく巨きよ大だいな獣けものとそれを受け入れた美しい女性の姿が脳のう裏りをよぎる──…

…舞まい散ちる繭まゆの破は片へんがまるで桜さくら吹雪ふぶきのようだった。

　口を開け、息を吸すい込こむ。そして──




「白はく面めん金きん毛もう九きゆう尾びの狐きつね──お前は今日から桜おう花かだ」




　九きゆう尾びの顔から笑えみが消え、琥こ珀はくの瞳ひとみが見開かれる。

　春はる明あきは両りよう腕うでを広げた。

「来い！　桜おう花か！」

　次の瞬しゆん間かん、満面の笑えみを浮うかべた九きゆう尾びの狐きつねが目の前にいた。九きゆう尾びの狐きつねは春はる明あきの頰ほおに手を添そえると、ためらうことなく唇くちびるを重ねた。唇くちびるに痛みが生じ九きゆう尾びの狐きつねの額に五ご芒ぼう星せいが浮うかぶ。

「はいなのですよ。この血と名の縁えにしが続くかぎり、こなたは安あ倍べの桜おう花かなのですよ」

　唇くちびるを離はなし、九きゆう尾びの狐きつねと呼ばれた美女──桜おう花かは無む邪じや気きに微笑ほほえんだ。




　白い光が霧む散さんし鮮あざやかな景色が戻もどってくる。

　──と、同時に空き地の中央に亀き裂れつが入り、そこからお湯が噴ふき出だした。

「いやいやいや──なんで？」

　お湯と湯気をまき散らす水柱を見上げながら、春はる明あきは頰ほおを引きつらせ呟つぶやいた。










　　　［放課後］





※






　バットが速球を打ち返す小気味いい音を、誰だれかが誰だれかを怒ど鳴なる野太い声を、スタートを告げる笛の甲かん高だかい音を、未熟な吹すい奏そう楽がくの演奏を、黄色い声せい援えんを、のんびりとした会話を、聞くともなく聞きながら、春はる明あきは湯船に浸つかっていた。

　石造りの広々とした浴よく槽そうの中央付近には、天然の大きな石が置かれている。春はる明あきは目を閉じ、その石に背を預けながら「ふぅ」と溜ためていた息を吐はき出だした。

「春はる明あき、大だい丈じよう夫ぶ？　逆の上ぼせた？」

　石の向こう側から聞こえてきた声に春はる明あきは慌あわてて「大だい丈じよう夫ぶ！　大だい丈じよう夫ぶだからそこにいてくれ！」と懇こん願がんした。

　声の主が「ふふふ」と笑う。

「水着の上に白しろ装しよう束ぞくまで着てるのに──どうしても駄だ目め？」

「ひ、光流ひかるさんが、乙女おとめの柔やわ肌はだを拝むには、人生かけなきゃ駄だ目めだって、言ってたし……」

「光流ひかるちゃんも今日は用事でいないし柔やわ肌はだなんて見えないよ。──というわけだから、そっち行くね」

　言い終わるや否いなや水音を響ひびかせ石の陰かげから三み鈴すずが姿を現した。

　長い髪かみをアップにし白しろ装しよう束ぞくをまとっている。確かに肌はだはほとんどさらされていないが湯を含ふくんだ白しろ装しよう束ぞくはぴったりと肌はだに張りつき──正直、大変艶なまめかしい。

　春はる明あきは顔の下半分を掌てのひらで覆おおい隠かくし背を向けた。

　三み鈴すずはチャプチャプと水音を立てながら湯船の中を移動し、春はる明あきの隣となりに落ち着いた。

[image: ]

「昨日のウォークラリー、大変だったね」

「うん。……まさかあれだけのことがあって続行とは思わなかったよ」

　三み鈴すずは「ふふふ」と笑い、「ここは宇う羅ら乃の僚つかさ学園だから」と言った。

　あのあと、春はる明あきたちが若じやつ干かんお湯を被かぶった状態で佇たたずんでいると、タオルを持った数体の鬼き面めんが現れ、タオルと共に『後処理はこちらに任せて、引き続きウォークラリーをお楽しみください。』と書かれたスケッチブックを突つきつけてきた。

　学校も学校だが「じゃあ続けようか」とすぐに気持ちを切きり替かえた光流ひかる、三み鈴すず、有あり好よしにも春はる明あきは大きな衝しよう撃げきを受けた。

「炎ほのおに巻かれた生徒は、全員公園で見つかったんだよな」

「そうだよ。全員無傷でね。光流ひかるちゃんと土つち御み門かど君も気がついたら公園にいたんだって。──そういえば、あのあと、土つち御み門かど君のチームは大変そうだったね」

「あぁ、有あり好よしが開始早々単独行動するから課題ができなかったんだっけ？」

「チームメイトが全員いないと課題ははじまらないからね。でも、なんとか最下位は回かい避ひしたみたいでよかったね。私たちも、優勝には、あと一歩及およばなかったけど慰い労ろう賞しようってことで購こう買ばいの商品券と、この温泉の三年間無料券と、一いち番ばん風ぶ呂ろの権利がもらえたし」

「──っていうか、一晩でこんなに立派な温泉施し設せつを造れるなら校内の修理もさっさとすればいいのに……」

「まぁ先生方には先生方の考えがあるんだよ──きっと」

　三み鈴すずは掌てのひらでお湯を掬すくい上あげた。

「そういえば九きゆう尾び……じゃなくて桜おう花かさんの調子はどう？」

「まだ寝ねてるけど大だい丈じよう夫ぶそうだよ」

　言いながら春はる明あきは脱だつ衣い所じよの方を見た。真しん珠じゆ入りの小さな巾きん着ちやく袋ぶくろは、ひょうたんの根ね付つけと共に生徒手帳のケースに括くくりつけられている。

　三み鈴すずは「よかった」と言いながら春はる明あきの肩かたに肩かたを寄せてきた。

「っ！　み、三み鈴すず？」

　布ぬの越ごしの柔やわらかな感かん触しよくに春はる明あきは肩かたをすくめた。

「ストラップ──」

「えっ？」

「弓矢と小こ槌づちの、あの時、壊こわれちゃったでしょう？」

「……ごめん」

「違ちがう違ちがう、謝あやまってほしいんじゃなくて。明日、また一いつ緒しよにガチャガチャしよう」

　春はる明あきが振ふり返かえると三み鈴すずも少し意地の悪い笑えみを浮うかべながらこちらを見ていた。

　少し身を乗り出せば鼻と鼻が──唇くちびると唇くちびるが触ふれるほど近い距きよ離りで二人は見つめ合った。

　三み鈴すずは笑えみを深め、右手の小指を差し出した。

「約束」

　春はる明あきは三み鈴すずの顔と小指を交こう互ごに見て──ふっと微笑ほほえんだ。

「うん。約束」

　小指と小指を絡からめ合い二人は笑え顔がおで指切りをした。




　用事があるからと三み鈴すずは先に浴室をあとにした。

　一人浴よく槽そうに残された春はる明あきは石から離はなれ、「ふぅ」と息を吐はいてから──

「柊ひいらぎ」

　──と自らの式しき神がみを呼んだ。

　キラキラ輝かがやく煙けむりと共に現れた柊ひいらぎは、先ほどまで春はる明あきが背を預けていた石に腰こしかけた。

「珍めずらしいのぅ春はる明あき。おぬしがわしを呼ぶとは」

　春はる明あきは前まえ髪がみ越ごしに柊ひいらぎを見上げた。

「お前、どこからどこまでわかってたんだ」

「質問の意図がわかりづらい。やり直し」

「……柊ひいらぎさんは、転校初日に空き地を見ながら広々とした風ふ呂ろが欲ほしい──と、仰おっしやっていましたが、あの時から、ここに温泉が湧わくとわかっていらっしゃったのでございましょうか？」

　衣きぬ擦ずれを響ひびかせながら足を組み、柊ひいらぎは妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。

「まぁ及きゆう第だい点てんということにしておいてやろう。──ところで春はる明あき、おぬし五ご行ぎようは覚えたか？」

「木火土金水ってやつなら、授業で習った範はん囲いは覚えたよ」

「それでよい。五ご行ぎようでは、土は水を制するとされている。土を盛れば水の流れを遮さえぎることができるじゃろう？」

　柊ひいらぎは煙管キセルで座している石を軽く叩たたいた。

「それがどうした？」

「土は色にすると黄色になる。そして黄色い毛を持つ狐きつねは、古くから土ど気きの獣けものとされてきた。しかも九きゆう尾びの狐きつねは、金きん毛もう九きゆう尾びの狐きつねとも呼ばれ黄こ金がね色いろの毛が強調されておる──つまり、彼奴あやつは特別土ど気きが強いということになる。強い土ど気きは水すい気きの流れを滞とどこおらせる。これが地上で起こればちと厄やつ介かいじゃが地中で起こればどうなると思う？」

「地中に水が溜たまって地熱で温められて温泉になったって言うのか？」

　春はる明あきの答えに柊ひいらぎは「ひっひっひっ」と笑った。

「かもしれないという話じゃよ。──それに、おぬしが本当に訊ききたいのは、温泉云うん々ぬんではなく、わしがいつから九きゆう尾びの存在に気づいていたか、ということじゃろう？」

「わかっているなら教えてくれよ」

「知らないことを訊ききもせず、周りが教えてくれると思ったら大おお間ま違ちがいじゃぞ、春はる明あき」

　柊ひいらぎは着流しの裾すそをめくり片足を湯船に突つっ込こんだ。

　春はる明あきはそっと視線を逸そらした。

「それに答えはとても単純でつまらないものじゃぞ？　わしと彼奴あやつは顔見知りだった──それだけじゃ」

「ふぅ～ん」

「おぬしの反応もつまらんのぅ」

「我わが儘ままだな」

　小さく笑いながら春はる明あきは天てん井じようを見上げた。浴よく槽そうは石造りだが建物自体は木造なので、息を吸すい込こむと木の匂においが強く香かおる。

「なぁ柊ひいらぎ──ありがとう」

「急にどうした。気持ちが悪い」

「お前が俺おれを選んでくれたから、俺おれはここに来られた。まだまだ慣れないことの方が多いけど、俺おれ、結構ここが好きだよ」

　春はる明あきは前まえ髪がみを搔かき上あげ真まっ直すぐ柊ひいらぎを見た。

「前にも言ったが、わしが選んだわけではない。それに──ここは檻おりの中じゃぞ」

　緑の双そう眸ぼうに冷たい光を宿しながら、柊ひいらぎは言い切った。

　春はる明あきは微び苦く笑しようをこぼしながら、「わかってるよ」と返した。

「でも、檻おりの中が必ずしも不幸とはかぎらないだろう。少なくとも、俺おれは今、ここにいられてよかったと思ってる」

「千年前からそうであるように、わしは、おぬしが幸福であろうと不幸であろうと、おぬしの傍そばを──安あ倍べ家当主の傍そばを離はなれる気はないぞ？」

「はいはい。最低限のプライバシーは守ってくれよ？」

「おぬしの心がけ次し第だいじゃのぅ」

　柊ひいらぎは楽しそうに「ひっひっひっ」と笑ってから、すっくと立ち上がった。

「さて──そろそろわしも楽しませてもらおうかのぅ」

　赤い着物が石の上にバサリと落ちる。

　春はる明あきはぎょっとして湯船の中、後ずさった。

「ひ、柊ひいらぎ！　お、お前、何を!?」

「何をも何も、こんなにいい温泉を前にして入るなと言うつもりか？　おぬしはやはり鬼き畜ちくじゃのぅ春はる明あき」

　人の悪い笑えみを浮うかべながら柊ひいらぎは帯を緩ゆるめる。──と、着流しはするすると柊ひいらぎの肌はだの上を滑すべり──ストンと石の上に落ちた。

　春はる明あきは目もとを手で覆おおい隠かくしながら、「さ、先に上がる！」と言って立ち上がり、柊ひいらぎの「ひっひっひっ」という笑い声を背中に聞きながら浴室から飛び出した。




　着き替がえを済ませ外に出ると日はすでに半分以上沈しずんでいた。

　体育館の方には、まだ人ひと気けがあるものの校舎は眠ねむりに就つく準備をはじめていた。

　春はる明あきは、右手の小指を掲かかげた。

　何が起こるのかわからない、何が起こってもおかしくはない、この学園で──

「──また明日」

　明日への約束を告げる。










　　　［後書き］




　以前の作品を知っている方はお久しぶりです。そうでない方は、はじめまして、おはようございます。作者の黒くろ狐ぎつね尾お花ばなです。




　今回の作品は、担当さんから提示された『舞台は学校』で『陰陽師（有名どころの子孫）が主人公』という大まかな設定と、『主人公』『妖怪』『ヒロイン』『ライバル』『お嬢さま』というキャラクター設定を軸に作者が好き勝手組み立ててみました。

『主人公』の外見は、最初の打ち合わせをしている最中、パッと浮かびました。その時は眼鏡ありでした。そのほかは、ほとんど変わっていないと思います。性格はもう少しひん曲がっていました。外見性格共にモデルは存在しません。

『妖怪』は当初、獏の予定でしたが知名度などの関係から酒しゆ吞てん童どう子じになりました。作者は昔、酒吞童子が女の子という設定でお話を書いたことがあったので、酒吞童子が美女という設定にあまり違和感はありませんでした。

　見た目のモデルは特になし。好きなものを詰め込みました。──と思っていたのですが、あとになって、あるお芝居の主人公をすごく意識していると気づきました。性格も結構影響を受けているかもしれません。ちなみにその主人公は男性です。

『ヒロイン』については友人からの指摘で、また黒髪ロングと気づき、本当に無意識だったので驚きました。見た目のモデルは、とあるゲームに出てくるアイドルの女の子です。性格は、同じゲームの別の女の子をイメージしていました。

『ライバル』は主人公とは逆というイメージ……だと思います。正直、よく覚えていません。当初は彼が賀か茂も家でした。名前も違っていました。

『お嬢さま』は、主人公の従姉妹という設定から、ライバルの双子の姉になり、最終的に今の設定で落ち着きました。色々使い勝手がいい上、書いていてとても楽しいです。見た目のモデルは、とある少女漫画の主人公ですが、体つきや性格は全然違います。




　色々と未熟な陰陽師と怪異が起こす、ある学園の物語──少しでも楽しんでいただけたのならば幸いです。




　それでは、次回があることを願い、様々な方々に感謝しつつ、本日はこのあたりで失礼いたします。ではでは。





黒くろ狐ぎつね尾お花ばな
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黒くろ狐きつね尾お花ばな

栃木県出身。小学生の頃、小説家になると言い出す。中学生の頃、一番文章と触れ合えそうという理由で演劇部に入部。高校では演劇部と文芸部に所属。今でもたまに発声練習がしたくなる。
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イラスト／鵜う飼かい沙さ樹き

我が家の台所では、流し台に吊っていた皮剝器がひとりでに飛んで落ちていったり、稼働中のオーブン内でパウンドケーキ型が端に動いたりします……何かいるのでしょうか。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「黒狐尾花先生」係

「鵜飼沙樹先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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学がく園えん陰おん陽みょう師じ




安あ倍べ春はる明あき、高こう校こう生せい。 陰おん陽みょう師じ、はじめました。








黒くろ狐きつね尾お花ばな
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